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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　貞じよう観がん元年秋。唐とうの国は二代太たい宗そう皇こう帝ていの時代、玄げん奘じようという僧そうが、仏法を求めて唐の都長ちよう安あんを旅立った。三人の勇者を従え、大河を渡わたり、鳥も飛ばぬ砂さ漠ばくを歩き、天てんを突つく山脈を越こえ、彼はようやく天てん竺じくへたどり着く。

　彼が多数の経きよう典てんや仏像を携たずさえて、唐の都長安へ帰き還かんしたのは、それから十七年余りのち、貞観十九年正月のことであった。

　玄奘が持ち帰った経典は五百二十帙ちつ六百五十七部、如によ来らいの舎利一百五十粒つぶ、仏像七軀くと言われているが、一軀だけ目録に記されていない仏像がある。その名を那掲ナガラ羅喝ハーラ国こく伏ふく毒どく竜りゆう所しよ羅ら刹せつ天てん像ぞうといった。天竺の言い伝えによれば、羅刹は破は壊かいと滅めつ亡ぼうを司つかさどる鬼き神じんであるという。

　また、玄奘は天竺より一人の美女と、一いつ匹ぴきの白い小こ猿ざるを連れ帰った。

　なぜ彼が、遵じゆん守しゆすべき具ぐ足そく戒かいを犯おかしてまで、女性を伴ともなってきたのか、理由は明らかではないが、皇帝はそれを咎とがめなかったばかりか、玄奘の帰国を歓かん迎げいし、訳やつ経きようを行うよう玄奘に命じた。

　後に、玄奘は、西域の状じよう況きようや旅の模様を「西域伝」として著あらわしたが、連れ帰った美女に関して何も触ふれなかった。彼女はいつしか玄奘の傍かたわらから姿を消していたが、その行方ゆくえについても誰だれにも語らなかったという。
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　羅刹天像を捨てる旅に出た青せい蓮れんと黒こく麒き、黄こう豹ひよう、朱しゆ虎こ、茶ちや々ちやが、洛らく陽ようの厚こう載さい門もんをくぐったのは、三月末の夕刻だった。

「明るいし、すごくきれい」

　条じよう坊ぼうを区切る白しら壁かべに夕日が照り返り、青蓮は目を細める。

　城じよう壁へきに沿って幅はば広ひろの水路が設けられ、緩ゆるやかに流れる水が、日差しを浴びて白く輝かがやいている。

　洛らく水すいに通じているというその水路には、荷を運ぶ舟ふねが何艘そうも浮うかんでいた。水路の岸辺には青緑の葉を茂しげらせた柳やなぎが並び、その下を大勢の人々が行き来している。

　鞍あん上じようの青蓮、黒麒、黄豹、朱虎は、それらの景色を眺ながめながら、水路に沿ってのんびりと馬を歩かせていた。白い小猿の茶々は青蓮の肩かたに乗っている。

「洛陽って賑にぎやかですね、長安に負けないぐらい。それに、水が豊富」

　砂漠と山脈に挟はさまれた辺境で生まれ、山の中の寺で育った青蓮には、水路が張り巡めぐらされた洛陽の景色が珍めずらしくてならない。

「唐の副都だからな。交通の便がいいから、黄こう河が沿いで穫とれた穀物はここに集まる。で、長安の穀物倉が空になると、皇帝はお供を引きつれて、洛陽へ飯を食いに来るって話だ」

　黒麒は真っ直すぐに伸のびた大路の先を見晴るかす。少年時代に隊商に身を置いていた彼は、洛陽にも何度か訪おとずれているとのことだった。

　それはともかく、巨きよ大だいな柳りゆう葉よう刀とうを佩はいた黒ずくめの黒麒を、行き交かう人々が、怯おびえたような目つきで見上げているが、彼は気づいているだろうか。

「ここ数年、陛下は体調を崩くずされることが多く、興こう慶けい宮きゆうにこもりがちだったが、今年は洛陽に行幸されるかもしれん」

　そう言ったのは、皇帝直属の飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの校こう尉い、黄豹である。

　現皇帝は、十年前に羅刹の呪のろいに冒おかされて以来、寝ねたり起きたりの生活をしていたが、先月、三さん蔵ぞうが修ず法ほうを施ほどこし、青蓮たちが長安を発たつ頃ころには回復の兆きざしを見せていた。政務に携われるようになるのも間もなくだろう。

「それまでに長安へ戻もどれるといいねえ。オレが禁軍兵になってからは、陛下が出かけるのは驪り山ざんの温泉ぐらいで、洛陽へ行幸って、なかったもんね──あ、あそこの屋根に猫ねこがいるよ。こっち見てる。かわいい～」

　黄豹の相棒、朱虎が、斜ななめ向かいの屋根を指さし、下がり気味のまなじりをいっそう下げた。

　朱虎は、小動物熱愛症しようと黄豹に評されるほど、ふわふわもこもこした生き物が大好きで、これまでの旅の途と中ちゆうでも、犬や猫や栗鼠りすなどを見かける度たびに、辺りをはばからず「かわいい～」を連発していた。

「もちろん、一番かわいいのは茶々姫ひめだけどね」

　と、茶々に微笑ほほえみかけるのも毎回のことだ。

「洛らく陽ようまで来て、猫やクソ猿ざる相手にその笑え顔がお。安上がりでいいぜ」

　黒麒が忌いま々いましそうに鼻を鳴らす。彼は茶々とあまり仲がよくない。

「黒麒は肉料理に微笑みかけるよね。多少の元手はかかるけど、やっぱ、安上がり」

　朱虎がおどけた調子で、緑の目を黒麒に向けてすがめた。黒麒の眉み間けんの皺しわがグッと深くなる。

「ふむ。お前たちの言葉の裏には、今夜の宿に対する願望があるとみた」

　真ま面じ目めな顔で、黄豹がうなずいた。

「宿への願望？」

　青蓮は聞き返したが、黄豹は答えず、おもむろに剣けん帯たいから竹たけ筒づつを外した。手製のおみくじである。彼はそれをシャカシャカと振ふると、せり出してきた細い棒を引き抜ぬき、「節制が肝かん要よう。女は身を滅ほろぼす」と、その棒に書かれた極小の文字を読み上げた。

「今夜は予定通り、駅えき亭ていに宿しゆく泊はくする。美女が酌しやくをしてくれる宿に泊とまりたかったのだろうが、次の機会を待て」

「「そ、そんなこと一言も言ってねえだろ（ないでしょ）！」」

　黒麒と朱虎がほぼ同時に叫さけんだ。図星だったらしい。

「どうぞ、みなさんはお好きな所で遊んでいらしてください。僕だけ駅亭に泊まりますから」

　僧を目指す青蓮は、美女相手に酒は飲めない。

「そうはいかねえだろ。羅ら刹せつ天てん像ぞうを狙ねらって誰かが襲おそってくるかもしれねえ」

　黒麒が、青蓮の胸むな元もとに目をやる。

　青蓮の懐ふところには黄金の羅刹天像が入っている。羅刹天像の中に収められた羅刹の血からは、不老不死の霊れい薬やくや、殭キヨン屍シーに嚙かまれた者を治す薬を作ることができる。しかし一方で、羅刹の血は、死人を殭屍として蘇よみがえらせたり、生きている者を殭屍に変えてしまう力も持つ。

　そのため、青蓮たち四人と一匹は、皇帝から羅刹天像を捨てるように命じられた。青蓮たちが向かっているのは、泰たい山ざんのふもとの泰山地じ獄ごくである。泰山地獄ならば、厳重な結界が結べるため、二度と拾われる心配がないからだ。

「でも、灰かい道どう士しは死んだし、そんなに警けい戒かいすることはないのでは？　たとえ、他ほかの誰かが不老不死を望んでいたとしても、巻物がなければ霊薬を作ることもできませんし」

　羅刹天像を欲ほつしていた灰道士は、驪り山ざんの坑こう道どうで滅んだ。その時に、不老不死の霊薬の作り方や殭屍に嚙まれた者を治す方法が書かれた巻物──羅刹天像縁えん起ぎも焼けてしまった。もう羅刹天像を狙う者がいるとは思えない。

「お前な。世の中には、黄金製ってだけで欲しがるやつがいるんだぜ」

　黒麒が呆あきれたような口調で言った。

「羅刹天像の存在は知っていても、巻物の焼しよう失しつを知らない者もいるだろう。それに、羅刹の血は、無差別に人を殭キヨン屍シーに変えられる、いわば兵器だ。持っているだけでも価値がある」

　と、黄豹がつけ加える。

「そ、そうですか」

　殭屍ならば滅ぼせるが、生きた人間と戦う力や技わざは持っていない。

「オレは、茶々姫にお酌してもらえばいいけど、もしも青蓮の気が済まないんだったら、君が女装してみんなにお酌して回れば？」

　朱虎が言った。

「そ、そんな……僧そうは身を飾かざることを戒いましめられていますし、そんなありきたりな余興なんて、誰も喜びませんよ」

「確かに青蓮ではありきたりだ。だが黒麒に女装させるわけにもいかないだろう」

　こういう話題でも、黄豹の表情は変わらない。

「だね、きっと悪わる酔よいする」

「ギ～」

　朱虎と茶々が、わざと渋じゆう面めんを作ってうなずき合い、

「女装なんかしたかねえが、何かむかつく」

　それを見た黒麒の眉間の皺が深くなる。

「やはり、ここは──」

　黄豹は朱虎を指名するだろうと、誰だれもが思った。異国の血を引く朱虎は、色白に緑の目の美形だ。化け粧しよう映ばえするだろう。

「私が女装しよう」

　冷厳な声こわ音ねで、黄豹は告げた。

「「「えええーっ!!」」」

　三人と一いつ匹ぴきは、一いつ斉せいにのけぞり、その拍ひよう子しに馬までが竿さお立だちになって嘶いなないた。

「冗じよう談だんだ。それこそ誰も喜ばん。夕食の買い出しに行くぞ」

　黄豹は淡たん々たんとそう言って、馬を進めた。







　洛らく陽ようの南市は、大勢の買い物客でごった返していた。馬を市場の門前に繫つなぎ、青蓮たちは南市の食材売り場へ向かう。

「今日の主菜は肉にしましょう。副菜は菜の花と豆と──」

　人ひと混ごみをかき分けながら、青蓮は山のように積まれた野菜や、梁はりに吊つるされた肉を品定めする。

　旅の間、自じ炊すいできる宿の場合は、青蓮が夕食を作ることになっていた。駅亭でも食事は出るが、三人とも青蓮の作る料理を食べたがったし、その方が安く上がるからだ。

「いい肉です。値段も手て頃ごろだし」

　青蓮は、目に留まった牛の肩かた肉にくを一斤きん求めた。

「タレにはこれを使ってね」

　朱虎が、笊ざるに盛ってある唐とう辛がら子しを手に取った。

「そんなもん入れるな。醬醢ひしおだけで十分だ」

　黒麒は朱虎から唐辛子を奪うばい取り、笊に戻す。

「えー？　ちょっとピリッとした方がおいしいじゃない」

　朱虎が再び唐辛子を手に取る。

「肉の風味が台無しになるだろが」

　それを黒麒が押し戻す。

「もしかして、黒麒、辛からいのだめなの？　お子様～」

「違ちげぇよ。俺は肉を味わいたいんだ」

　唐辛子を取ったり戻したりしながら、二人の押し問答が始まった。

「あ、あの黒麒、朱虎さん……」

　周囲の目が集まり始めていた。長身短たん髪ぱつ黒ずくめで、いかにも凶きよう悪あくそうな黒麒と、赤毛美形で武官の制服を着き崩くずした朱虎は、何もしていなくても目立つ。この二人の唐辛子を巡めぐる言い争いは、他の人の目にどう映っているのだろうか。肉屋の店主は、青い顔でガタガタと震ふるえながら、店の奥の壁かべに背を張りつけているのだが。

「お店の方の御ご迷めい惑わくになりますから……」

　青蓮は、朱虎と黒麒の間に割って入った。

「肉のタレに辛から味みは必ひつ須すなの」

「お前に肉を食う資格はねえ！」

　しかし、小こ柄がらな青蓮の頭の上で、朱虎と黒麒の応おう酬しゆうは続く。

「ちょ、ちょっと誰か、黄豹さん──」

　二人を止めてもらおうと、黄豹を呼ぼうとした時、突とつ然ぜん、ヒュッと矢羽根の音が青蓮の頭上を通過した。矢は、硬かたい音を立てて肉屋の壁に突つき刺ささる。

「え？」

　青蓮は、矢が飛んできた方向を振り返った。

　黒麒と朱虎はすでにそれぞれの得物に手をかけて身構えていた。彼らの視線の先には、一人の甲こう兵へいの姿があった。手にした弓には三本の矢がつがえてある。

　人ひと垣がきはとうに割れ、こちらとその甲兵の間をさえぎるものはない。緊きん迫ぱくした空気が辺りに張り詰つめる。

（な、何、この人……。もしかして羅ら刹せつ天てん像ぞうを奪いに……？）

　青蓮は、懐の膨ふくらみを両手で抱かかえ込んだ。その上に茶々がしがみつき、剣けん吞のんな目つきで甲兵を睨にらむ。

「あれ～？　もしかして花か永えい？」

　頓とん狂きような声を発したのは朱虎だった。

「久しぶりだな、朱虎」

　花永と呼ばれたその甲兵は、ニッと笑って弓を下ろした。

「知り合いなのか？　殺気がねえから変だとは思ったんだが」

　黒麒も柳りゆう葉よう刀とうの柄つかから手を放す。

「そ。左さ龍りゆう武ぶ軍ぐんの兵へい曹そう。花永ってば、こんなとこで、一人で何やってんの」

「それはこっちの台詞せりふだ。そのでかいのは黒くろ鉄がねの狼おおかみじゃないのか？」

　花永の言葉で、遠巻きに成り行きを見守っていた人々がどよめく。黒麒の二つ名は洛らく陽ようにも轟とどろいているのだ。

「肉の味つけを協議していただけだよ。それにしたって、ひどい挨あい拶さつだね」

　朱虎は、店の奥に歩み入り「驚おどろかしちゃってごめんね～」と、腰こしを抜ぬかしている店主に声をかけてから、壁に刺さった矢を引き抜いた。

「凶悪そうな黒ずくめと赤毛が喧けん嘩かしていると耳にしてね。取りあえず場を収めようと思って」

（場を収めるって……、じゃ、黒麒と朱虎さんの顔の間を、過たずに射る自信があったってこと？）
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　青蓮は、近づいて来る花永を見上げた。黒麒に届くかと思われるほどの長身だ。細身だが肩かた幅はばが広く、強ごう弓きゆうを引き絞しぼるにふさわしい体たい軀くをしている。しかし、意外にも、彼は優やさしげな美び貌ぼうの持ち主だった。眉まゆは滑なめらかな曲線を描えがき、目元は明るく穏おだやかで、形のよい唇くちびるに淡あわい笑えみをたたえている。歳としは黄豹や朱虎と同じぐらいだろうか。結ゆい上げた髪かみには、黄豹と同じ武官の冠かんむりをつけている。

「だからって、矢はねえだろ」

　黒麒が憮ぶ然ぜんとつぶやく。

「悪かった。状じよう況きようがよくわからなかったし、黒くろ鉄がねの狼おおかみと飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの朱虎が争っている場に近づく度胸がなかったんだ」

　花永は、人好きのする笑みを黒麒に投げかけ、「ところで朱虎、お前の片割れは？」と辺りを見回す。

「私はここだ」

　人垣を割って黄豹が姿を現した。手に大きな鯉こいを吊している。

「肉のタレ論争が止やみそうもなかったため、いっそ魚料理にした方がいいと思って購あがないに行っていた」

　黄豹は珍めずらしく笑顔を見せ、

「花永、会えて嬉うれしい。今夜、私たちの宿へ来ないか？　旨うまい魚料理を御ご馳ち走そうしてやるぞ」

　と、手にした鯉を掲かかげた。

「「肉の方がいい！」」

　黒麒と朱虎は同時にそう言い、ぱっと唐辛子をつかんだ朱虎の手首を、さっと黒麒が握にぎる。

「ギーッ！」

　茶々が『いい加減にしなさい！』とでも言うように二人を睨みつけ、ようやくその場は収まった。







　その夜、駅えき亭ていの厨ちゆう房ぼうを借りた青蓮は、結局、鯉と牛肉の両方を調理し、肉のタレも唐辛子入りのものと醬醢のみの二種類を用意した。

　駅亭には食堂もあったが、青蓮はそれらの料理をいつものように部屋へ運んだ。食堂で食べようとすると、他ほかの客が黒麒を見て怯おびえるからだ。

「やっぱ、肉のタレはちょっとピリッとする方がおいしいよね」

　朱虎は、肉に唐辛子入りのタレをたっぷりとつけ、

「いい肉に余分な味つけはいらねえ」

　黒麒は、肉に微笑ほほえみかけながら、醬醢を少々たらす。

　黄豹は無言で、煮に付つけた鯉の骨を丁てい寧ねいに外していた。

「旨い。洛らく陽ように来てからあちこち食べ歩いたが、これは皇家御ご用よう達たしの料りよう亭ていにも引けを取らない」

　花永は、優しげな美貌をいっそうなごませて、肉にも鯉の煮付けにも野菜の炒いため物や酢の物にも箸はしを伸のばした。

「御満足いただけて幸いです」

　花永の笑顔につられて青蓮も微笑み、彼の空いた杯さかずきに酒を注ぐ。

「青蓮、君はみんなに酌しやくをするばかりで、何も食べていないね。熱心な仏教徒なのかな？」

「はい。僧そうになるべく修しゆ行ぎよう中の身です。なので、午後は食事を摂とらないようにしています」

　青蓮が答えると、花永はあらためて食しよく卓たくを囲む面子メンツを見回した。

「見習い僧に、黒鉄の狼、そしてとてもかわいくて利発な小こ猿ざる──」

　朱虎の杯に酒を注いでいた茶々が、花永の視線に気づいて『ま、お上手ね』とでも言うように胸を張る。

「今回は、いったいどんな任務を仰おおせつかったんだ？　黄豹」

　少しだけ声を落とし、花永は黄豹に向かって身を乗り出す。

「お前と大差ない」

　表情一つ変えずに黄豹は答えた。

「俺と？　俺はまだ何も言ってないぞ」

　花永が目を瞬またたいた。

「花永、お前は、正月に起きた殭キヨン屍シー騒そう動どうの黒幕を探さぐれと、高こう将軍に言われたのだろう？」

「おいおい」

　花永は青蓮と黒麒に視線を走らせる。

「この二人は信用できる。聞かれても問題ない」

「……何でわかった？　高将軍から聞いていたのか？」

　花永はいっそう声を低くした。

「おみくじで」

「真ま面じ目めに答えてくれないか」

「私は常に真面目だ。敢あえてつけ加えれば、お前は肉屋の前で黒麒と朱虎が言い争っている時に矢を射たが、黒麒に当てなかった。正月の初めに、私たちが一度は黒麒を捕とらえたことを知っているからだ。つまり長安を発たったのは、大たい明めい宮きゆうに殭屍が出しゆつ没ぼつしていた頃ころ。ならば殭屍関連の任務に違ちがいない。その上、君は洛陽で食べ歩いたと言った。唐とうの流通の要かなめであるこの街に留とどまっているのは情報収集のため、と思っただけだ」

「相変わらず鋭するどい」

　花永は苦く笑しようした。

「花永は、御ご前ぜん試合弓の部で十連れん覇ぱの偉い業ぎようを達成した禁軍きっての弓の名手でね。所属は左さ龍りゆう武ぶ軍ぐんだけど、オレらと同様、度たび々たび高将軍から秘密の仕事を与あたえられるんだ」

　朱虎が耳打ちしてくれた。何度か、花永と同じ任務についたこともあるとのことだ。

（御前試合弓の部、十連覇……）

　青蓮は目を丸くした。それなら、肉屋での離はなれ業わざも合が点てんがいく。

「それで、何かわかったのか？」

　黄豹が花永を促うながした。

「羅ら刹せつ天てん像ぞうに関しては、皇太子と楊よう宰さい相しようと安あん禄ろく山ざん将軍がそれぞれ別々に動いているようだ。大だい雁がん塔とうに雷かみなりを落とした術師との関かかわりは、まだつかめない」

「皇太子と楊宰相と安禄山将軍？」

　青蓮は聞き返した。

「皇太子は次期皇こう帝ていでしょ。楊宰相というのは、現時点で内政の実権を握っている人。そして、安禄山将軍は節度使っていう辺境の軍団の司令官。で、それぞれ仲が悪いんだ」

　朱虎によると、皇帝が臥ふせっている間に権力争いが激化し、今、その三人は三すくみ状態だという。

「次期皇帝の皇太子に皇族貴族の勢力がついて、楊宰相に官かん吏りの勢力がついて、その二人の仲が悪くなるというのは、何となくわかりますが、辺境の安禄山将軍がなぜ中央の権力争いに加わるのですか？」

「安禄山将軍は、北東の統治権と唐とうの兵力の半分以上を握っていてね、皇太子も楊宰相も安禄山将軍が反乱を起こすんじゃないかって恐おそれているんだ」

「羅刹天像を手に入れた者が頂点に立つだろうが、無血とはいかないだろうな」

　花永はやるせない表情で、浅い溜ため息をつく。御前試合十連覇の弓の名人は、優しげな美貌の通り、争いを好まない質たちなのだろう。

「で、お前たちはなぜ洛らく陽ようへ？」

「安禄山将軍の動向を探りに、范はん陽ようへ行く途と中ちゆうだ」

　花永の問いに、黄豹は平然とうそぶいた。向かう方向は間ま違ちがっていないし、安禄山将軍の陣じん営えいに寄るのも事実だが、なぜ黄豹は、羅刹天像を捨てに行くという真の目的を、花永に知らせないのだろうか。

「范陽へ乗り込むなら、黒くろ鉄がねの狼おおかみを同行させるのはわかるが──」

　と、花永は青蓮を振ふり向く。何だか痛ましげな目だ。よほど青蓮がか弱く見えたらしい。

「安禄山将軍は美食家なのだ。青蓮の料理で釣つれる。黒鉄の狼もそれで釣れた」

　黄豹は淡たん々たんと答え、

「いい作戦だ」

　花永は、肉に微笑みかけている黒麒を見て、納なつ得とく顔でうなずいた。




　酒しゆ宴えんは深夜に及および、花永はそのまま駅亭の離れに泊とまることになった。

　空になった皿を洗おうとして青蓮が席を立つと、花永が「手伝おう」と井い戸どまでついてきた。

「あの、左さ龍りゆう武ぶ軍ぐんの兵へい曹そう殿どのに洗い物をさせるわけには……」

　青蓮は慌あわてたが、

「気にしなくていい。俺も子どもの頃は、寺の童子だったんだ」

　花永は穏おだやかに笑って、慣れた手つきで食器を洗い始めた。

「御前試合十連覇の弓の名人が……意外です……」

「僧になるつもりだったが、兄が戦死したので、家を継つがされた」

　花家は、唐とうの二代皇帝太たい宗そうの時代、弓の名手として選ばれた百ひやつ騎きの家筋だという。

「けれど、子どもの時に不ふ殺せつ生しようを叩たたき込まれたせいか、どうしても兵士という職業に馴な染じめなくてね。殺さずに済むようにと、急所を外す練習を積んだらこうなった。俺の弓は戦いくさでは役に立たないよ」

　童子の頃とは異なり、酒は飲むし肉も食べるし、噓うそもつくようになってしまったが──、と花永は笑った。

「君の懐ふところには、羅ら刹せつ天てん像ぞうが入っているのだろう？　行き先は泰たい山ざん地じ獄ごくか？」

　皿を洗いながら、彼は青蓮の膨ふくらんだ胸むな元もとに目をやった。

「どうしてそれを……」

　青蓮は皿を洗う手を止め、花永を振り返る。

「北ほく庄しようで、里人が突とつ然ぜん殭キヨン屍シーになった事件は、ある程度情報を得ているし、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こと黒鉄の狼が警護するなら羅刹天像の他ほかにない。食事の誘さそいに乗ったのは、探りを入れるためだった。羅刹天像を密ひそかに誰だれかに渡わたすつもりなのかと思ったんだ。けれど、君が童子だと知って、羅刹天像を捨てに行くのだろうと思った。北庄で修ず法ほうを行った少年は君だろう？　洛陽まで来たのなら、捨て場所は泰山地獄以外にない」

（この人……）

　ただの弓の名人ではない。高力りき士しが手て駒ごまにするだけのことはある。

「そんなことを僕に話していいのですか……？」

　酒宴の席では花永も黄豹も、それぞれ課せられた任務について詳しよう細さいを語らなかった。仲間であっても、秘密は守らなければならないのだろう。

「今も俺は、君の反応を見ている。つまり、かまをかけて、君を通して黄豹の真意を探っているわけだ。ずるくて申し訳ない」

　彼は軽く肩かたをすくめて、苦笑いした。

「君は、戦死した兄に少し似ている。仕草や喋しやべり方が──。兄は俺以上に、兵士に向いていなかった」

　皿を洗い終わると、花永は青蓮に向き直った。穏やかな目元が、悲しげに曇くもっていた。

「羅ら刹せつ天てん像ぞうが、皇太子、楊宰相、安禄山将軍の三人のうち、誰の手に渡っても戦になる。青蓮、羅刹天像を守り通し、必ず捨ててくれ。これは本音だ。頼たのむ」

　兄の死を悼いたみ、戦を厭いとう彼の言葉が、青蓮の心に響ひびく。

「はい」

　青蓮は衣ころもの上から羅刹天像を押さえ、深くうなずいた。







「くれぐれも気をつけて」

　翌朝、花永に見送られて、青蓮たち一行は洛らく陽ようを発った。

「僕たちが羅刹天像を捨てに行くことを、花永さんは知っていましたよ」

　洛らく水すい沿いの街かい道どうを馬に揺ゆられながら、昨夜の花永との会話を黄豹たちに告げた。

「だろうな」

　黄豹はさして驚おどろいた様子もなかった。もっとも彼の場合、何があってもほとんど表情は変わらないのだが。

「巻物が焼しよう失しつしたことや、灰道士が死んだことを、花永さんに教えなくてよかったのですか？」

「彼のことだ。すでに、どこからか情報を仕入れているだろう」

「のほほんとした顔で、意外にやるんだな」

　黒麒は本当に驚いていた。

「花永さんは、黄豹さんの真意を探さぐるために食事の誘いに乗ったと言っていましたが、もしかして、黄豹さんも花永さんを探るために食事に誘ったのですか？」

「それもある。彼が例の三人のうちの誰かと内通していたら、現在の三すくみの均きん衡こうが崩くずれかねないからな。だが本音は、単純に花永と飲みたかったからだ。青蓮の料理を食べさせたいとも思った」

「花永、茶々姫ひめをかわいくて利発だって言ってたね。ホントいいやつ」

　朱虎が相づちを打つ。

　仕事の上では、腹の探り合いをしていても、二人は花永といい友人なのだろう。

「で、皇帝や高力士は、その三人の権力争いにどう決着をつけるつもりなんだ？　戦はごめんだぜ」

　黒麒が不快そうに言った。

「それがね、決着のつけようがないんだ」

　普ふ段だんは脳天気な朱虎が、珍めずらしく嘆たん息そくを漏もらす。

「陛下は政治家としても敏びん腕わんな上に、四十年以上も在位してるだけあって、影えい響きよう力が絶大でね。安禄山将軍を始めとする辺境の節度使は、朝ちよう廷ていというより、陛下個人に忠誠を誓ちかってるみたいなところがあって、彼らを抑おさえられるのは陛下しかいないんだ。朝廷では、楊宰さい相しようと皇太子が一歩も引かないし。みんな陛下の手前、表立って争ったりはしないけど」

　安禄山は昔、皇こう帝ていに命を救われたことがあって皇帝には恩義を感じているとのことだ。一方、楊宰相はそれなりの実力者だが、今の地位にまで昇のぼったのは、楊よう貴き妃ひの遠とお縁えんにあたるからで、皇帝の威いを借りているに過ぎない。また、皇位継けい承しよう権というのは皇帝が自在に与よ奪だつできるため、皇太子は皇帝に逆らえないのだという。

「だが、皇帝はもういい歳としだろ。死んだらどうするんだ」

　黒麒が心配するのももっともである。

「十年前、陛下が大だい雁がん塔とうから羅ら刹せつ天てん像ぞうを持ち出したのは、それが理由なのだろうな。当時の宰相は楊殿どのではなかったが、状じよう況きようは今と大差ない」

　黄豹が相変わらず淡々とした調子で言った。

「とにかく、羅刹天像を捨てれば心配の種は一個減るわけだし、ちゃっちゃと行こう。ねえねえ、今夜はどこに泊まるの？　夕食は何にする？」

　朱虎は、ころっと笑え顔がおに変わり、「どうすればそんなお気楽に生きられるんだか」と黒麒を呆あきれさせた。

「いいじゃない。旅の楽しみって、いい景色を見て、おいしい物を食べることだもの。人間、いつ死ぬかわかんないんだよ。生きている間は楽しまなくちゃ」

　馬の歩みを速めた朱虎と黄豹の後を追いながら、青蓮は、昨夜の花永との会話を思い出す。

　羅刹天像が、三人のうちの、誰の手に渡っても戦になると、彼は言っていた。

（唐とうの国は、いつ崩れるかわからない砂の上に立っていたんだ。そして僕が失敗すれば、国が滅ほろんでしまう……）

　青蓮には、懐の羅刹天像が、これまでにないほど重く感じられた。
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「力士よ。朕は、命数を延ばしたかったのだ」

　寝しん台だいに横たわると、皇こう帝てい李り隆りゆう基きは弱々しい声で言った。

「無理もございませぬ」

　高力士は、痛ましく思いながら主あるじの顔を見下ろす。皇帝の髪かみや髭ひげは白く、額や目の下には深い皺しわが刻まれていた。

　高力士が彼に出会ってから、五十年の歳月が経たっていた。当時は、第三代皇帝高こう宗そうの后きさきである武ぶ照しようが帝てい位いに就つき、国号は周だった。高力士が最初に仕えたのは、後に則そく天てん武ぶ后こうと呼ばれるようになったその女帝、武照である。

　武照が禅ぜん譲じようし、唐が復活してからも政治の混乱は続いた。皇太子だった李隆基はそれを必死で収めようとしていた。その姿を見て、高力士は彼に忠誠を誓った。

　彼は、二十代の若さで帝位に就くと、その手しゆ腕わんを存分に振ふるった。有能な人材を次々に登用し、彼は歴代の皇帝の中で最大の領土を得た。

　しかし、どれほど英明であろうと、老いには勝てない。

「宰相の専横を許したのは朕だ。力士、憶おぼえておるか？　朕が政治から身を引き、宰相にすべてを任せたいと言った時のことを」

　すっかり輝かがやきを失った皇帝の目が、高力士を見つめる。

「憶えておりますとも。私わたくしが反対いたしますと、陛下はお怒いかりになり、私わたくしに蟄ちつ居きよを命ぜられました」

　高力士は微笑ほほえんでうなずいた。当時、皇帝が最も信しん頼らいしていた宰相は李り林りん甫ぽだった。現宰相の楊国こく忠ちゆうは李林甫の部下だった。

「朕は政治に倦うんだ。暗殺に怯おびえる日々を終わらせたかった。資質のある者が政まつりごとを行えばよい、皇帝は飾かざり物でよいと、その時は思った。だが、それは間ま違ちがいだった」

「政の資質を一番お持ちなのは、他ならぬ陛下にございます」

　皇帝が政治から身を引いた途と端たん、高力士が恐おそれていた通り、宰相同士の間で権力闘とう争そうが起こった。その間に、節度使たちは辺境の統治権を強めた。皇太子を推おす皇族たちが、平民出身の宰相や外国人の節度使を疎うとんじたことが、混乱に拍はく車しやをかけた。

「このまま朕が老いて死ねば、必ず大規模な反乱が起こる。そのように思っていたところへ、あの道士が現れた。大だい雁がん塔とうに安置されている羅ら刹せつ天てん像ぞうと羅刹天像縁えん起ぎがあれば、不老不死の霊れい薬やくが作れると……。その時、そなたは文を寄こしたな」

「はい」

　蟄居中に女官や宦かん官がんからその話を聞き、高力士は皇帝に思い止とどまるよう文を書いた。しかし聞き入れられず、蟄居も解かれなかった。

「結果が、十年前の殭キヨン屍シー騒そう動どうだ。まこと、そなたの忠告を聞かなかったことが悔くやまれる」

　皇帝は表情を翳かげらせて嘆息した。

「これまで道士の素す性じようを明かさなんだは……」

　そこで、皇帝はわずかに躊躇ためらいを見せた。

「道士が……金こん剛ごうだったからだ」

　高力士は一いつ瞬しゆん耳を疑った。

「今、何と……？」

「灰道士とは、そなたとともに則天武后に仕えていた、あの金剛だったのだ」

「では……」

　高力士の背筋が凍こおった。

「誰だれにも明かすなと、金剛に固く口止めされた。言えば、羅刹天像にまつわる唐とう王朝の闇やみの歴史を世に知らしめると脅おどされた。そのような者の口車に乗ってしまったことを、そなたに知られとうもなかった」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで語る皇帝の声を、高力士は聞いていなかった。

（灰道士が金剛ならば、青蓮の烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおでは滅ぼせぬ）

　先刻、露ろ台だいに射られた矢は、どこぞの刺し客かくが皇帝を狙ねらったのかと思ったが、もしや──。

「陛下、お身体からだに障さわります。お話はそこまでになさり、どうかお休みなさいませ」

　高力士は平静を装って、寝しん所じよを辞す旨むねの挨あい拶さつをすると、その足で露台へ向かった。

　露台に楊貴妃の姿はなく、露台の下で、内ない苑えんを警護しているはずの歩ほ哨しようが、呆ほうけたように座りこんでいた。
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「三蔵法師。皇こう宮ぐうから急使が参りましたぞ」

　玉ぎよく華か寺じの上座、墨ぼく立りゆうに声をかけられた時、三蔵は庵いおりの寝しん室しつで、布ふ団とんに潜もぐったまま、干し棗なつめを囓かじりながら書物を読んでいた。

「急使？」

　三蔵は、のそのそと布団から這はい出して墨立を振り返る。玉華寺の上座である老ろう僧そうは、そこら中に散乱した書物や衣類、汚よごれた食器を見回して、皺深い顔をしかめていた。

「ぐうたらに磨みがきがかかっておりますな」

「青蓮が帰って来るまでの辛しん抱ぼうだ」

「辛抱していないで、御自分でお片づけなさいませ」

「私はまったく辛抱していない。辛抱するのは君だ。で、急使は何と？」

　足の踏ふみ場がないため、三蔵は、書物を手で横へ退どけながら、墨立の待つ戸口へ這った。

「これを」

　墨立が一通の書簡を差し出した。折りたたまれた紙は糊のりで封ふうじられ、裏に高の一文字が書かれている。差出人は高力士で、極ごく秘ひ扱あつかいにしてほしいという意味だろう。

　三蔵は封を開け、書面を黙もく読どくする。

「何か事件でも？」

　読み進むに従って表情が険しくなっていく三蔵に、墨立が尋たずねた。

「楊貴妃が行方ゆくえ不明だ」

「楊貴妃様が!?」

「墨立、部屋の片づけを頼たのむ」

　三蔵は寝ね間ま着きの上に法ほう衣えを羽織ると、啞あ然ぜんとしている墨立をその場に残し、庵を飛び出した。
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「三蔵様に、ほんの少しでいいから、黄豹さんの爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませたいです」

　湖岸にしゃがみ、青蓮は、鞍くらの下に敷しく布や手しゆ巾きんなどの洗せん濯たくをしながらぼやいた。

「申し訳ないが、私は爪に垢を溜ためたことはない」

　沓くつを脱ぬいで膝ひざまで水に浸つかった黄豹は、馬を洗いながら真ま面じ目めに応じた。

　洛らく陽ようを出てから三日目の夕刻である。

　四人と一いつ匹ぴきは、汴べん州しゆうの駅えき亭ていに泊とまるべく、街かい道どうを東に向かって馬を進めていたのだが、そこで突とつ然ぜん、黄豹が「馬を洗いたい」と言い出したのである。昨夜の雨で、馬に泥どろがはね上がっていたところへ、近在の農家の男たちが街道沿いの湖で馬や牛を洗っているのを見て、几き帳ちよう面めんな彼は自分も馬を洗いたくなってしまったらしい。

　青々と葉を茂しげらせた森を背に、その小さな湖は、夕空を映して濃こい茜あかね色いろをしていた。風はなく、湖面は凪ないでいる。馬を洗うにはいい日和ひよりだ。

「お坊ぼうさんって、ものすごく厳しい戒かい律りつの中で暮らしているんでしょ？　三蔵法師のあの驚きよう異い的なぐうたらぶりは、いったいどこで培つちかわれたんだろうね」

　そう言う朱虎は、馬よりも先に、茶々を洗っていた。

「僕も知りたいです」

「俺も、埃ほこりじゃ死なねえと思ってはいるが、あそこまで無ぶ精しようはできねえ」

　黒麒は、すでに自分の馬も青蓮の馬も洗い終え、黒くろ鉄がねの籠こ手てや脛すね当あてを洗い始めていた。

「キーキー」

　茶々が、黒麒に向かって何か抗こう議ぎし、まだ泥がついている馬の腹を指さした。多分、『あんたに三蔵を悪く言う資格はないわよ』だろう。

「いちいち細けぇな。そりゃあ、俺のやることは雑かもしれねえが、何もしねえ三蔵よりは百万倍ましだ」

　黒麒は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねをグッと寄せたが、それでも茶々が示した場所を洗い直す。

「すごい、黒麒、茶々姫ひめの言っていることがわかるの？」

　朱虎は目を丸くし、

「獣けもの同士、何か通じ合うものがあるのだろう」

　黄豹は淡たん々たんと馬を洗い続ける。

「キキッ、ウッキー」

　茶々が、今度は青蓮の馬の尾おを指さした。そこにも泥がついている。黒麒は渋しぶ々しぶ、馬の尾も洗った。さらに茶々が『そこも、そっちも』と、汚れが残っている場所をあちこち指さしたので、とうとう黒麒は怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「クソ猿ざるのくせに、俺に指図すんじゃねえ！」

　こめかみに青筋を立てて、彼は茶々を睨にらみつける。

「茶々姫相手に、むきにならないでよ」

　朱虎が間に入ろうとしたが、茶々は彼を押しのけて、水の中をざぶざぶと黒麒に向かって歩いて行った。

「や、やるか」

　黒麒は、引っかかれないようにさっと腕うでで顔をかばいつつも、軽く腰こしを落として身構える。

「ギ────ッ！」

　黒麒の足元に立った茶々が、突然、ぶるぶるっと体を振ふった。ババババッとものすごい勢いで水すい滴てきが飛び散り、ビチビチと黒麒の服を濡ぬらす。

「フン」

　啞然としている黒麒を一いち瞥べつし、茶々はくるっと踵きびすを返した。

「この──」

　黒麒は茶々に飛びかかろうとしたが、茶々は水底を蹴けって跳ちよう躍やくすると、さっと朱虎の後ろに隠かくれた。超ちよう人じん的な身体能力を誇ほこる黒麒だが、茶々のすばしっこさには敵かなわない。

「おわっ！」

　普ふ段だん、重い黒くろ鉄がね入りの沓をはいているため、素す足あしではうまく踏ん張れなかったのだろう。茶々を捕つかまえ損そこねた黒麒は、水底の砂に足をとられて均きん衡こうを崩くずした。

　バシャーン！

　盛大な水音を立てて、黒麒が突つっ伏ぷした。体表面積が大きいせいか、はね上がった水みず飛沫しぶきの量は半はん端ぱではなかった。牛や馬を洗っていた農家の男たちがギョッと振り返る。

　茶々を背にした朱虎にも、黙もく々もくと馬を洗っていた黄豹にも、洗濯の手を止めてハラハラしながら見守っていた青蓮にも、水滴は均等に降り注いだ。

「……この歳としになって、このような喜劇的状じよう況きようの端は役やくを担になうとは思わなかった」

　黄豹は淡々とつぶやき、

「型通りの展開だったね。ちなみに今日のおみくじで、水難ありとは出なかったの？」

　朱虎は可お笑かしそうだった。

「くっそぉぉ」

　黒麒が顔を上げた。不動明王のごとき憤ふん怒ぬの形相だ。

「ま、風もないし、あったかいし、オレも水浴びしちゃおうかなー」

　朱虎が服を脱いで湖岸に放った。彼の白い肌はだには、数多くの矢傷や刀傷の痕あとがあった。青蓮も驚おどろいたが、農家の者たちも目を剝むいていた。

「濡れたついでだ。髪かみを洗おう」

　黄豹も上半身裸はだかになって、おもむろに髪を解ほどく。黄豹の左ひだり肩かたには真新しい矢傷の痕がある。先月、狗いぬと呼ばれる生前の力を残した殭キヨン屍シーと戦って負った傷だ。

「キーキーキー」

　茶々は沖おきに向かってすいすいと泳ぎ始めた。途と中ちゆうで黒麒を振り返って、べーと舌を出す。

「俺が泳げねえとでも思っているのか」

　黒麒も黒い単衣ひとえを脱ぎ捨て、茶々を追った。黒麒の脇わき腹ばらにある傷も、狗との戦いで負ったものだ。

「オレの方が速いもん。茶々姫、待って～」

「あ、くそ。朱虎、足を引っ張るんじゃねえ」

「かつて私は教練の水泳で一番──黒麒、水をかけるのは違い反はんだぞ」

　筋骨たくましい傷だらけの若者たちが、盛大に水のかけっこや追いかけっこを始めたのを見て、農家の男たちは怯おびえた様子で、馬や牛を引きつれ、そそくさと湖岸を離はなれて行った。

「……ごゆっくり」

　青蓮は、湖岸に放ほうられた三人の衣類を拾い集めて、洗濯をする。水浴びをしたいという気持ちは多少あるが、羅ら刹せつ天てん像ぞうを湖岸に放置することはできない。というか、三人の衣類を洗わずにはいられない。長年、ぐうたらな三蔵の世話係をしてきた弊へい害がいだろう。

　木に綱つなを張って洗せん濯たく物ものを干し、薪まきを集めて火を熾おこしているうちに、三人と一匹が岸辺に戻もどって来た。
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「寒ぅ～。水遊びにはちょっと早かったかなー」

　朱虎は焚たき火の前まで来ると、さっそく茶々の体を拭ふき始めた。

「どうせなら洗濯物を完かん璧ぺきに乾かん燥そうさせたい。今夜はここで野営しよう」

　黄豹は濡れた髪を絞しぼり、きっちりと結ゆい直す。どこまでも几帳面な人だ。

「野宿でも何でもいい。とにかく腹減った」

　水遊びで発散したせいか、黒麒の眉み間けんの皺しわが消えていた。

「じゃあ、夕食は、この朱虎が禁軍で評判の陣じん中ちゆう食、特製餺はく飥たくを青蓮に伝授するよ」

「伝授かよ」

「陣中食は素す早ばやく作るのが基本だ。手分けして具材を切ろう」

　というわけで、上半身裸の三人と青蓮は、その場で夕食の準備に取りかかった。

　餺飥とは、麵めんと野菜を味み噌そで煮に込こむ料理で、鍋なべ一つでできるとのことだった。

　黄豹は、馬につけた荷の中から、調理器具や食材を取り出すと、すばらしい速度で蕪かぶを切り始めた。さすがは剣けんの使い手である。しかも銀杏いちよう切りにされた蕪の厚さがみな同じだ。

　黒麒は青ちん梗げん菜さいを切ったが、形も大きさもバラバラだったので、また茶々に指し摘てきされていた。

　朱虎は、青蓮に小麦粉を練るように指示すると、杭くいを立てて焚き火に鍋をかける。

「朱虎さん。その傷もですが、陣中食って、戦いくさの経験があるのですか？」

　慣れた手つきで作業する彼に、青蓮は尋たずねた。

「うん。飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんに配属される前は、営えい州しゆうにいて契きつ丹たんと戦っていたんだ」

　こんなに怪け我がするなんて弱い証しよう拠こだねと、朱虎は苦にが笑わらいした。

　契丹とは唐とうの北東に位置する異民族の国である。

「そういえば、安禄山将軍と懇こん意いだと、前に仰おつしやっていましたね」

　長ちよう安あんを出る前に、羅ら刹せつ天てん像ぞうをどこへ捨てるかという話の中で、彼がそんなことを言っていたのを青蓮は思い出す。安禄山将軍は唐の北東を統治する節度使だ。

「そうだよ。オレ、もともとは志願兵でさ。同郷のよしみで、最初は安禄山将軍の部隊にいたんだ」

　三年前、安禄山の参朝に同行した折に、皇こう帝ていの目に留まって飛龍禁軍へ配はい置ち換がえになったという。

「安禄山将軍は、羅刹天像を欲しがっているのでしょう？　安禄山将軍の陣じん営えいに寄って大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「陣営に寄る前に捨てるんだもの。あとはしらばっくれていれば大丈夫。それこそ、高将軍の命令で、安禄山将軍の動向を探さぐりに来たようなふりしていれば、安禄山将軍は陛下に善く思われたいから歓かん迎げいしてくれるはずだよ」

　安禄山自身は皇帝に忠誠を誓ちかっているので、皇太子や楊宰さい相しようの讒ざん言げんを憂うれえているとのことだ。

「ならいいのですが……。なぜ安禄山将軍は、皇太子や楊宰相に悪く言われるのですか？」

「兵力を持ちすぎたとか、楊宰相との権力争いで負けた人物が安禄山将軍についたとか、色々複雑なんだけど、根底にあるのは安禄山将軍が異民族だからでしょ」

「そんなことで？」

　青蓮は民族の違ちがいを深く考えたことがない。記き憶おくを取り戻す前は、民族どころか自分が何者なのかわかっていなかったし、育った玉ぎよく華か寺じには漢人以外の僧そう侶りよも大勢いて、みな等しく修しゆ行ぎように励はげんでいたからだ。

「安禄山将軍が、民族にかかわらず平等に官職を与あたえてほしいって陛下に願い出たのもまずかったみたい」

「民族意識は政治に利用できる。皇太子や楊宰相は、異民族を朝ちよう廷ていの中ちゆう枢すうに食い込ませたくないのだろう。私は、出自にこだわらず有能な者を登用したいという陛下のお考えに賛成だが」

　そう言う黄豹は漢人である。

「どこの生まれだろうが、そんなのどうだっていいだろ。早くその餺はく飥たくとやらを食わせろ」

　黒麒は庭てい州しゆう銀ぎん棘きよくの出身で、故郷の風習である短たん髪ぱつにこだわりを持っているが、同郷の青蓮に髪を切れと言ったことはない。望郷の念はあっても、文化や習慣の違いは個人のものだと思っているのだろう。というか、食べ物以外には関心がない。

（みんなが、この三人みたいだったら、争いごとも減るんだろうな）

　青蓮の口元が自然とほころぶ。自分は仲間に恵めぐまれた。

「じゃ、味噌を投入するよ」

　朱虎が小さな陶とう器きに入った味噌を匙さじですくう。

「味は濃こいめにしてくれ」

「だめだよ、塩気が強いと茶々姫ひめが食べられないもの」

「具材の味を尊重すべきだ」

「キーキー」

　三人と一いつ匹ぴきは、味つけを巡めぐって争い始めた。前言は撤てつ回かいしたい。

　結局、「ここは専門職に任せるべきだ」という黄豹の提案で、味つけは青蓮がすることになった。

「どうでしょう？」

「「「旨うまい」」」「ウッキー」

　できあがった餺飥の鍋を囲み、熱々の麵をすする頃ころには三人と一匹の味つけ論争は収束した。

「青蓮も、午後は食事しないなんて言わないで、汁しるだけでも飲めば？　栄養あるよ」

「ありがとうございます。では、味見のつもりで──」

　と、朱虎に勧すすめられて、自分用の器うつわに餺飥の汁を盛っていた時である。

　──青蓮、そこか。

　ふと、三蔵の声がした。

「どうした？」

　辺りの気配を探る青蓮に、三人と一匹の目が集まる。

「三蔵様が〈識しき〉を送ってきたみたいです」

　青蓮は焚き火の前から離れて、三蔵の〈識〉を捜さがした。見れば、湖を背に、淡あわく白い光の粒つぶが凝こり始めている。

　光の粒は次し第だいに、三蔵の形を成していった。大きさは、実物の半分ほどで、半ば透すき通っている。背後には、いつもの散らかった書物の代わりに、馬の足が見える。〈識〉は〈場〉が乱れるとうまく飛ばせないので、どこか人ひと気けのない場所へ出向いたらしい。それはともかく、三蔵は相変わらず髪も髭ひげも伸のばしっぱなしで、何と寝ね間ま着きの上に法ほう衣えを着ていた。

（途中で誰だれかにそのお姿を見られたら……）

　弟で子しとしては非常に悲しい。

「向こうから〈識〉を送って来る場合は、多少、こちらが喋しやべったり動いたりしても大丈夫なんだね。前に灰道士が幻まぼろしを寄こした時もそうだったけど」

　朱虎や黒麒、黄豹、茶々もやってきて、青蓮の後ろから三蔵の幻をのぞきこむ。

「双そう方ほうの〈場〉の安定度の問題もありますが、法力の強さが桁けた違ちがいなんです」

　青蓮には、どこにいるのかわからない相手を捜して、〈識〉を届けるなど、とてもできない。

　やがて幻の三蔵の目が青蓮をとらえる。何だか表情が険しい。

『青蓮、聞こえるか？』

「聞こえます。三蔵様、よくここがわかりましたね」

『一昨日おとといの夜から、街かい道どう沿いに〈識〉を飛ばして、君の気配を捜していたんだ。野宿していてくれてよかった。駅えき亭ていに泊とまっていたら見つからなかったかもしれない』

「一昨日から？　何かあったのですか？」

『楊貴妃が行方ゆくえ知れずだ』

「楊貴妃様が!?」

　背後で、黄豹と朱虎が息を吞のむ気配がした。

『灰道士に拐かどわかされた可能性がある』

「…………噓うそ」

　青蓮は言葉を失った。愕がく然ぜんと目を瞠みはり、ただ三蔵の幻を見つめる。

「そんな馬ば鹿かな！　灰道士は滅ほろんだはずだ！」

　怒ど鳴なったのは黒麒だった。

『灰道士は、多分、生きている。楊貴妃が見つかるまでは、羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てるな』

「どういうことです？」

　黄豹が身を乗り出した。そこで三蔵はちらりと横に視線を走らせる。途と端たんに、彼の幻が揺ゆらいだ。〈場〉が乱れたのだ。

『人が来た。詳くわしい説明ができない。楊貴妃と灰道士の行方はこちらでも追うが、君たちにも協力を頼たのむ』

　そこでふっと三蔵の姿が消えた。

「灰道士が……生きている……？」

　青蓮は湖岸の砂に手をつき、三蔵の幻が消えた場所を呆ぼう然ぜんと見つめ続ける。

「確かに、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの浄じよう化かの炎ほのおは、人の命を奪うばうことはできませんが、あの時は普ふ通つうの炎も燃えていて……」

　驪り山ざんの坑こう道どうで、灰道士と対決した時、青蓮は烏枢沙摩明王の炎で、普通の炎を押し返したのだ。殭キヨン屍シーならば烏枢沙摩明王の炎で砂になるし、人間ならば焼け死んでいる。

「オレ、青白い炎と赤い炎が渦うずを巻いて、灰道士がそれに巻き込まれたのを見たよ。で、焼け跡あとに残ってたのが、砂と外がい套とうだったから、灰道士は炎に巻かれている間に殭屍になって、烏枢沙摩明王の炎で滅んだんだなと思ったんだけど……」

　朱虎も呆然としていた。

（白はく琳りんは滅んだのに……）

　青蓮の脳のう裏りに、彼女の泣き顔が浮うかぶ。母のために自ら殭屍となった彼女を、青蓮は烏枢沙摩明王の炎で滅ぼした。黒麒は慰なぐさめてくれたが、救えなかったという悔くいは残った。それでも、灰道士が彼女と一いつ緒しよに滅んだことで、ある程度は気持ちに収まりをつけることができたのだ。事件は終わったのだと──。

「三蔵法師の言う通り、灰道士は生きているのだろう」

　黄豹の声に、青蓮は彼を振ふり向いた。

「北ほく庄しようから逃とう亡ぼうした灰道士を追った時、私は鳥とり兜かぶとの毒を塗ぬった短刀を使ったのだ。だが、彼は死ななかった」

「鳥兜で死ななかっただと？」

　黒麒の眉まゆがはね上がる。

「何かの術を使ってこちらの目をごまかしたか、あるいは灰道士は──」

　一同は顔を見合わせた。

　それぞれ同じ言葉を思い浮かべているのだろうが、誰も口にしなかった。あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな考えだからだ。

「今、それを考えてもしょうがねえ」

　重い沈ちん黙もくを破ったのは、黒麒である。

「羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てるなってのは、殭屍が生き残ってて、誰かが嚙かまれる恐おそれがあるからだろ。早いとこ餺はく飥たくを食っちまって灰道士を捜しにいこうぜ」

　黒麒はさっさと焚たき火の前に戻もどって、鍋なべに残っている餺飥を椀わんに盛った。

「三蔵法師は、なぜ楊貴妃様が見つかるまで羅刹天像を捨てるなと仰おつしやったのだろう。黒麒が言うように、誰かが嚙まれることを想定しているのなら、殭キヨン屍シーの掃そう討とうが済むまでは羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てるなと言うはずだ」

　珍めずらしく訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せて、黄豹がつぶやいた。

「楊貴妃様を返してほしけりゃ、羅刹天像を寄こせとか、灰道士から皇こう宮ぐうに脅きよう迫はく状が届いたのかな？」

　朱虎が首を傾かしげる。

「だが、三蔵法師は、一昨日から私たちを捜していたと言っていた。皇宮から玉ぎよく華か寺じの三蔵法師に連れん絡らくが行くまで、早馬でも一日半かかる。つまり楊貴妃様が拐かされたのは四日前だ。羅刹天像と楊貴妃様を引き換かえるつもりなら、とうに灰道士の方から私たちに幻を送ってくる等の接せつ触しよくがあるはずだ」

　黄豹の冷れい徹てつな目が、背後の森を見み渡わたす。

　青蓮は黄豹の視線を追って、振り返った。しかし、夜の森は静せい寂じやくに包まれ、灰道士の〈識〉の気配はない。

「では……、なぜ灰道士は楊貴妃様を拐かしたのでしょう？」

　青蓮の問いには、誰も答えなかった。







[image: 二章◆女帝の地下宮城にて]

「失うせ物は乾いぬいの方角にあり。おやつは葱ツオン油ユー餅ピンが吉きち」

　湖こ畔はんで仮か眠みんを取り、野宿の片づけを済ませると、黄こう豹ひようはおみくじの竹たけ筒づつを振って、せり出して来た細い棒の文字を読み上げた。

「洛らく陽ようまで戻るぞ」

　竹筒を剣けん帯たいに挟はさみ、彼は颯さつ爽そうと馬にまたがると、街道へ馬首を向ける。

「洛陽ですか？」

　青せい蓮れんは、もたもたとよじ登るようにして鞍くらにまたがり、黄豹の後に続く。茶ちや々ちやは軽かろやかに青蓮の肩かたに跳とび乗った。

「おみくじで乾の方角が出ただけで戻るのかよ」

　黒こく麒きはぼやいたが、それでも黄豹の後に馬をつけた。

「敢あえてつけ加えれば、灰かい道どう士しが楊よう貴き妃ひ様を連れて移動するなら馬車だ。拐かされた日を考えれば、灰道士は長安から半径八百里以内にいる。つまり私たちがいる東方面での最長距きよ離り地点が洛陽だからだ」

「なるほどね。で、洛陽には各地の情報が集まるから、まずはそこで殭屍について聞き込みをするわけだね」

　朱しゆ虎こは黄豹とくつわを並べて馬を進める。

「さらに言えば、楊貴妃様を拐かしたことで、灰道士と皇太子及および楊よう宰さい相しようとのつながりはないことがはっきりした。灰道士は、安あん禄ろく山ざん将軍とつながっているか、あるいは今から手を結ぼうと考えているのだろう。従って灰道士は東へ向かっている」

　街道に出ると、黄豹は洛陽へ向かって馬を駆かった。

「皇太子や楊宰相とはつながってねえとか、何でそんなことがわかるんだ？」

　黒麒が尋たずねた。

「陛下は、皇太子の皇位継けい承しよう権を剝はく奪だつできるんだよ。皇太子が陛下の怒いかりを買うような真ま似ねはできないでしょ。楊宰相は、楊貴妃様の遠とお縁えんだからここまで出世できたんだもの。楊貴妃様がいなくなったら政治生命が終わっちゃうじゃない」

　答えたのは朱虎である。

「陛下を怒おこらせて太た刀ち打うちできるのは安禄山将軍だけ。将軍の兵力は、長安を守る北ほく衙が禁きん軍ぐんに勝まさるからね。でもオレには、安禄山将軍が楊貴妃様を拐かすように命令したとは思えないんだよね。安禄山将軍は陛下に忠誠を誓ちかっているし、楊貴妃様とも仲がいいんだ」

　安禄山の敵は楊国こく忠ちゆうと皇太子であって皇こう帝ていではない。従って、楊貴妃を拐かす意味がないと、彼は言う。

「だが、灰道士にとって、安禄山将軍が抱かかえている兵士たちは魅み力りよくだろう」

　黄豹の言葉に、青蓮はハッとして彼を振り返った。

「灰道士は、兵士を殭キヨン屍シーにするつもりで……」

　一人でも殭屍が生き残っていれば、増やすのは簡単だ。最前線での戦いくさを経験したことのある強者つわものが殭屍となって灰道士の言いなりになったら──と考えて、青蓮は鳥とり肌はだを立てた。

「唐とうの西を守る節度使封ほう常じよう清せい将軍も大軍を擁ようしているが、楊貴妃様が拐かされた時点で、関門や渡わたし場は封ふう鎖さされているはずだから、灰道士が術を使って門衛の目をごまかしたとしても、渭い水すいや黄こう河がを渡って西へ向かうのは難しいだろう。また、殭屍を同行させているのなら、日中は日が差さない場所に潜もぐらざるを得ない。それらの条件を考こう慮りよしつつ、且かつ、捜そう索さくの手が届きにくい場所はどこかと考えれば、灰道士が洛陽北の邙ぼう山ざんに潜せん伏ぷくする可能性は高い。だから乾の方角は当たっている」

「邙山？」

　青蓮は聞き返した。

「邙山には、かつて洛陽が都だった時代に、膨ぼう大だいな数の墓が建設されたのだ。皇帝の陵りようや大貴族の墓はかなりの規模だ。隠かくれ場所には不自由しない」

「先にそういう説明をしてから、後でおみくじを引いて乾と出たら、おみくじすげぇと思うんだがな」

　黒麒が軽く肩をすくめた。もっともな感想である。

「花か永えいさんに聞けば、何かご存じかもしれませんね」

　花永は情報を集めるために洛らく陽ように留とどまっている。邙ぼう山ざん付近で殭キヨン屍シーや楊貴妃の目もく撃げき情報があれば、いち早く手に入れているだろう。

　四人と一いつ匹ぴきは、往路で三日かけた行程を二日半で戻った。

　しかし、洛陽に花永はいなかった。




「確かに、花永さんと仰る兵士風の方が長逗とう留りゆうなさっておいででしたが、一昨日おととい、突とつ然ぜん出立されました。行き先は聞いておりません」

　花永が宿にしていると言っていた飯店を訪ねたが、主あるじはそう言って頭かぶりを振った。

「何か情報をつかんで、調べに行ったのでしょうか」

　飯店を出ると、青蓮は黄豹に尋ねた。

「一昨日ということであれば、長ちよう安あんから楊貴妃様の拐かしの連絡が届く時分だ。捜索に向かったのかもしれない」

　彼は、洛陽の衛え士じに話を聞いてみると言って、朱虎を伴ともない皇城内の衙が府ふへ向かった。

　青蓮と茶々と黒麒は、城門の外で二人を待つことにする。黒くろ鉄がねの狼おおかみが、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎ことともに衙府へ出向いたら、衛士たちに余計な混乱を招く恐おそれがあるからだ。

　城門のたもとから、青蓮は街の景色を眺ながめる。

　洛陽は青蓮たちが宿しゆく泊はくした五日前と変わらず、大勢の人で賑にぎわっていた。

　門前に設けられた幅はば広ひろの水路は、水運のためでなく、皇帝の遊興の場なのか、蓮はすの葉が水面を覆おおっている。鮮あざやかな緑が初夏の日に映はえ、さわやかな光景だったが、青蓮の心は晴れない。

「どうした？　腹でも痛いのか？」

　黒麒に声をかけられた。

「あ、いいえ」

　よほど暗い顔をしていたのかと、青蓮は両手で頰ほおをもみほぐした。

「何だか、色々と考えてしまって……。楊貴妃様の御おん身みも心配ですし、大勢の人が殭屍にされてしまったらと思うと焦あせってしまって……」

「灰道士が生きていたってのは、参るよな」

　見上げれば、黒麒も蓮の群れを見ながら苦い顔をしている。

　十年前、灰道士は、青蓮と黒麒の故郷銀ぎん棘きよくの井い戸どに、殭屍を投げ込んだ。里人が羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされると、灰道士は配下の殭屍に里を襲おそわせ、火を放った。

　羅刹の呪いに冒された者は、頭部のすべてが灰色の痣あざに覆われれば、絶命して殭屍として蘇よみがえるが、痣が頭部を覆う前であっても、死ねばその場で殭屍になる。火を放ったのは、手っ取り早く里人を殭屍にするためだったのだろう。

　その混乱の中、青蓮は、母親が殭キヨン屍シーに嚙かまれる光景を見て鬼おに火びを喚んだ。そして殭屍もろとも、自分の母親も黒麒の両親も、何もかもを焼いてしまった。

　力を暴走させた青蓮を、黒麒は許してくれた。仇かたきは青蓮でなく、灰道士だと──。

　青蓮と同様、黒麒も灰道士が生きていると知って、怒りや悲しみ、憎にくしみなど、抑おさえてきた様々な感情が蘇っているに違ちがいない。

「僕も、灰道士が死んだと思っていたから、殭屍の事件は決着したのだと……白はく琳りんのことも、あれでよかったのだと思えたのですが……」

　思わず愚ぐ痴ちがこぼれた。

「白琳？　あの子を滅ほろぼしたことか？」

　黒麒の目が、青蓮に移る。

「はい……」

　青蓮はうつむき、右みぎ腕うでの入れ墨ずみを左手で押さえた。

　青蓮の右手首から三寸ほどの所には、青い睡すい蓮れんの花弁が環かん状じように彫ほられている。銀ぎん棘きよくの里を焼いた鬼火も、白琳を滅ぼした烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおも、この入れ墨から生まれる。

　青蓮はつい最近まで、入れ墨を布で隠していた。里を焼いた場面を思い出したくなかったからだ。鬼火を喚んだことで、里人は殭屍にならずに済んだと黒麒に慰なぐさめられ、ようやく布を外せるようになった。

　しかし、灰道士が生きていると知って、また入れ墨を見ることが辛つらくなってきた。

　どうしても白琳の顔が思い浮うかんでしまう。

「生きて、意思のある者の命を奪うばうのは辛いです。たとえ殭屍でも……」

　烏枢沙摩明王の炎は、穢けがれを取り除き、殭屍を滅ぼす。

　驪り山ざんで、烏枢沙摩明王の炎を喚んだのは、灰道士が放った火を消すためだった。羅刹の呪いに冒された黒麒や黄豹、朱虎が焼け死ねば、殭屍と化してしまうからだ。

　あの場では、他ほかに方法がなかった。そして白琳は滅んだ。

「助けたかったのに……」

「そうだな」

　黒麒は小さな溜ため息をついた。

　黒くろ鉄がねの狼おおかみの二つ名を持つ彼は、見た目の怖こわさもあって、世間では凶きよう悪あくな犯罪者として恐れられ、実際にやることもかなり荒あらっぽいのだが、人は殺さない。

　殺したくないから、兵士にはならず、生きるために犯罪に手を染めたと言っていた。

　彼は命を尊ぶ。青蓮と同様に、白琳の死を悼いたんでいるのだろう。

「僕はどうすればよかったのでしょうね……」

　銀棘の里が羅刹の呪いに冒された時も、母が殭屍に嚙まれた時も、手立てが見つからなかった。そして殭屍になってしまった白琳を前に、滅ぼす以外に何もできなかった。

「お前は本当に、三さん蔵ぞうにかわいがられたんだな。お前の母親もだいぶ甘かったらしいし」

　黒麒は微び苦く笑しようを浮かべた。

「急に、何なんです？」

「お前、今まで本気で怒おこったり、誰だれかを憎んだり恨うらんだりしたことがねえだろ？」

「えーと、どうでしょう……」

「だから、何で自分が落ち込んでいるのかよくわかってねえし、嫌いやなできごとがあれば、その原因は自分にあると思うんだろうな」

「そんな自覚はないのですが……」

　僧そうは、声を荒らげたり、人を恨んだり憎んだりしてはいけないと教えられてきた。また、これまで、一番憎むべき対象は自分自身だった。

「人間なんて、お前が思っているより、ずっと汚きたなくて醜みにくいもんだ」

　煩ぼん悩のうのことを言っているのだろうか。

　黒麒は、緑鮮やかな蓮の群れに視線を戻もどした。その横顔は少し悲しそうだ。

「どうしても消えねえ憎しみってのがあってもいいし、たまには怒ってもいいんじゃねえか」

　肩かたに乗っている茶々が、『うんうん』と、勢いよくうなずき、黒麒に同意を示す。

（僕は、怒っているのかな……？）

「後ろを見るのはもうよせ。悔くやんだところで、死んだ者が生き返るわけじゃねえ」

　死んだ者の中には、白琳だけでなく、両親も含ふくまれているのだろう。黒麒は銀ぎん棘きよくの里が羅刹の呪いに冒された時、里を離はなれて山の中にいた。里を焼いたのが青蓮だと知ると、隊商に加わって青蓮を捜さがしたと言っていた。両親を失った悲しみを怒いかりに変えて、生きる糧かてにしてきたのかもしれない。

「はい……」

　青蓮はうなずいたが、やはり気分は晴れなかった。

　やがて、黄豹と朱虎が城門から出てきた。

「どうでした？」

「一昨日、花永が姿を見せ、平へい楽らく郷ごうへ行くと言い残して出かけたそうだ」

　青蓮が尋たずねると、黄豹は、繫つないでおいた馬に向かって何気なく歩きながら、声をひそめて答えた。門衛には聞かせたくないのだろう。

「平楽郷？」

「黄こう河がと洛水の間にある集落だ。邙ぼう山ざんのふもとにある」

「では、黄豹さんの推測通り、灰道士は邙山へ……」

「平楽郷へ向かう理由について、彼は何も言っていなかったそうだが、花永は、それまで安禄山将軍の息がかかっている商人の所へ、頻ひん繁ぱんに出入りしていたらしい」

「花永はそこで、灰道士が安禄山将軍の所へ向かっているとか、平楽郷で落ち合って物資を調達するとか何とか、そんな情報を仕入れたんじゃないかな」

　と、朱虎がつけ加える。

「長ちよう安あんから急使が来なかったか、それとなく聞いてみたが、衛え士じには楊貴妃様の行方ゆくえ不明は伝わっていないようだ」

　極ごく秘ひ扱あつかいなのだろう。

「殭キヨン屍シーが現れたというような話はありませんでしたか？」

　青蓮にはそれが一番心配だった。

「今のところはない。だが、辺へん鄙ぴな山里の住人がすべて殭屍になってしまったら、洛らく陽ようには報しらせが届かない」

　恐ろしい推測を口にし、黄豹は「取りあえず、平へい楽らく郷ごうへ行くぞ」と、馬にまたがった。







　平楽郷は、なだらかな低い山に挟はさまれた三百戸ほどの集落だった。周囲は簡素な板いた塀べいで囲われ、南側に丸太を組んで造られた門があった。これまでの旅の途と中ちゆうでもよく見かけた、昔ながらのつくりの郷だ。

　まだ日のある時刻だったためか、郷の門は開いたままだった。

　四人と一いつ匹ぴきが騎き乗じようしたまま郷に足を踏ふみ入れると、家の前で立ち話をしていた女性がギョッとして振ふり返り、バタバタと家の中へ駆かけ込む。この光景も旅の途中でよく見かけた。よほど黒麒が恐おそろしく見えるらしい。

　そのうちに、数名の若者を引きつれた老ろう爺やが、慌あわただしく駆けて来た。若者たちは手に鋤すきや鍬くわを握にぎっている。

「盗人ぬすつとじゃねえっての。今回は」

　黒麒がぼやいた。前回は盗人として訪問したのだろうか。

　黄豹が下馬したので、青蓮も黒麒、朱虎も馬を下り、老爺を待ち受ける。

「あ、あの──、あなた様方は──？」

　郷の里り正せいだという老爺は、四人と一匹をおどおどと眺ながめ回した。きっちりと武官の袍ほうに身を包み、禁軍の甲よろいを着けた黄豹はともかく、着き崩くずれた赤い髪かみの異国人朱虎と、柳りゆう葉よう刀とうを下げた短たん髪ぱつ黒ずくめの黒麒は無ぶ頼らい漢かんの匂においが芬ふん々ぷんとしている。

（僕は、ただの寺の童子だけど……）

　里人の目に、いかにもひ弱そうな自分はどう映っているのだろうか。

「私は飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの校こう尉い、黄豹と言う。花永という禁軍兵を捜している。この郷に向かったと聞いて来たのだが」

　黄豹がそう言うと、老爺の背後で若者たちが顔を見合わせ、

「名前は知らないが、一昨日おととい、それと似たような甲の男が裏山の森へ入って行くのを見た」

　その中の一人が、黄豹の甲を指さした。左さ龍りゆう武ぶ軍ぐんの甲は文様が異なるだけで、形は飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの物と変わらない。森へ入ったという男は、おそらく花永だろう。

「どの辺りだ？」

「そこの林道を少しばかり北へ行った所だ」

　若者は、右手のなだらかに隆りゆう起きする森を指さした。里人が木を切り出しに行く以外に森へ入る者はいないので、変だと思ったという。

「他によそ者は来なかったか？　見慣れない馬車が通ったというような噂うわさでもいいのだが」

　その問いには、全員が首を振った。

「では、殭キヨン屍シーの出しゆつ没ぼつもしくは、灰色の痣あざができる病の噂を聞いたことはないか？」

「殭屍──!?」

　老爺も若者も目を瞠みはり、

「校尉殿どの、この正月に、長ちよう安あんに殭屍が現れたという噂を耳にしましたが、まさか洛らく陽ようにも？」

　と、逆に聞き返された。

「いや、そうではない。だが、用心するに越こしたことはない。夜間の戸と締じまりは厳重にしておくことだ」

　四人と一匹は、老爺と若者たちに礼を言うと、その足で森へ向かった。







「馬車の跡あとがあるね」

　林道を登り始めていくらもしないうちに、鞍あん上じようから朱虎が地面を指さした。荷車らしき轍わだちとは別に、もう一つ、幅はば広ひろの轍がある。

「蹄ひづめの跡は二頭分。豪ごう華かな馬車だよ。農家の人や、その辺の小役人の馬車じゃないね」

「里人以外に使用しないこの林道で、二頭立ての馬車は不自然だ。しかも、平へい楽らく郷ごうの者たちは、馬車を見ていない。つまり、馬車がこの林道を通ったのは夜だ」

　黄豹も轍を見下ろす。

「では、楊貴妃様を乗せた、灰道士の馬車……？」

　青蓮は黄豹を振り向いた。

「雨が降ったのは四日前だ。従って、馬車が通ったのはそれ以降だ。灰道士の馬車である可能性はある」

　花永がここを通ったのが一昨日と考えると、彼はこの轍をたどって森へ入ったのかもしれない。

　林道をしばらく進むと、左手に小さな丘おかが見えた。斜しや面めんの雑草の間から、積み上げられた石が露ろ出しゆつしている。何かの遺い跡せきらしい。

「邙ぼう山ざんを中心に、この付近一帯に点在する墓の一つだ。昼はこのような場所で殭屍を眠ねむらせているのだろう」

　黄豹がそう言った時、

「キキッ！」

　突とつ然ぜん、青蓮の肩かたに乗っていた茶々が、鋭するどい声を上げて、その墓を指さした。

「何かいるの？」

　もしや殭キヨン屍シーが──と、一いつ瞬しゆん青蓮は思ったが、轍は森の奥へとさらに続いている。たとえ灰道士が昼間留とどまったとしても、それは一昨日より以前のことで、墓にはもう誰だれもいないはずだ。

「何か、手がかりを残しているかもしれない」

　黄豹が馬を下り、その墓に近づいた。青蓮、黒麒、朱虎も馬を止めて、彼に続く。

　墳ふん墓ぼの斜面に垂れ下がった草の間には、人が一人通れるほどの穴があった。

「盗とう掘くつのために掘ほられた穴だろう」

　黄豹は草をかき分けて、穴の中をのぞき、「人の気配はないな」とつぶやく。

　穴の奥は真っ暗で、外界の光から完全に遮しや断だんされていた。朱虎が松たい明まつに火を点つける。

　黄豹を先頭に奥へ進むと、間もなく墓室と思われる広い場所に出た。

　そこに、土の壇だんが築かれ、火を焚たいた後や、酒や香こうの匂いが残っていることを知り、青蓮は瞠どう目もくした。

（誰かが修ず法ほうを──）

　床ゆかに散らばった穀物を拾って、指で潰つぶしてみると、どれもみな新しい。大昔の墓泥どろ棒ぼうが残した物ではない。

「やはり、灰道士……」

　青蓮のつぶやきに、黒麒、黄豹、朱虎が一いつ斉せいに振り向く。

「彼は何の修法を行ったのだ？」

　黄豹が言った。

「わかりませんが……、供え物は、羅ら刹せつ天てんの修法と、つまり殭屍に嚙かまれた者を治す時に供える物と同じです」

　青蓮は、落ちている穀物を一つ一つ確かめた。

「羅刹天って──、でも、羅刹天像は青蓮が持っているじゃない」

　朱虎が、青蓮の懐ふところに目をやる。

「そもそも、灰道士が、殭屍に嚙まれたやつを治すわけがねえだろ」

　黒麒が言った。

「灰道士は、驪り山ざんの坑こう道どうで、似たような修法を行っていなかったか？　彼はここでも同じ物を焚たいているのだが」

　黄豹は、壇から焼け残った木もく片へんや紙製の符をつまみ出す。

「まさか、狗いぬを作ろうとしていたってこと？　どうやって？」

　朱虎が、松明を掲かかげて黄豹の手元を照らす。

　狗とは、生前の能力を残し、意思を持つ殭キヨン屍シーである。どのような修法を行えば狗ができるのか、青蓮にはわからないが、いずれにしろ狗を作るには羅ら刹せつ天てん像ぞうの中の血が要いるはずだ。

「驪り山ざんで修法をやった時に、羅刹の血を別の容いれ物に取り分けておいたんじゃねえのか？」

　黒麒は、そう言うが、

「でも、羅刹の血はすぐに変質してしまうんです。羅刹天像には何か術がかかっているらしくて、中の血が腐くさったりはしないのですが……」

　羅刹の血は空気に触ふれただけでも色が変わる。だから、修法の際には、常に真言を唱え、しかも手早く作業しなければならない。取り置くのは難しいのではないだろうか。

「そうだったねぇ。修法の時に手間取ると、すぐに変な臭においがしたもんね」

　青蓮が初めて修法を行った時に、近くで見ていた朱虎がうなずいた。

　茶々が「キーキー」と、身み振ぶり手振りで何か言っていたが、さっぱりわからない。

「ふむ」

　黄豹は、わずかに眉まゆをひそめ、

「とにかく急ごう。間もなく日が暮れる。灰道士が動きだす前に、少しでも距きよ離りを詰つめたい」

　と、墓道を戻もどり始めた。







　墓を出た時には、すでに日は西の山に隠かくれ、残照が雲を朱しゆに染めていた。

　四人と一いつ匹ぴきは、馬車の轍をたどって馬を駆かる。

　低い山の中の林道は、平へい楽らく郷ごうを巻くようにして造られているらしく、右後方に、ポツポツと明かりを点ともし始めた郷の家並みが小さく見えていた。

　やがて林道は、草原に行き当たって途と切ぎれてしまった。

「朱虎、松明を点けてくれ」

　黄豹が馬を止めた。辺りには青い闇やみが落ち、轍がよく見えなくなっていた。空には三日月が出ているはずだが、薄うすい雲が月明かりをさえぎっている。

「了りよう解かい」

　朱虎はいったん馬を下りて、竹の棒に松まつ脂やにを塗ぬった布を巻く。彼が火ひ打うち金がねを打っていると、後方の平楽郷の方から、微かすかな女の悲鳴が青蓮の耳に届いた。

「今、何か聞こえなかった？」

　朱虎が作業の手を止めた。黄豹と黒麒も振ふり返って耳を澄すます。平楽郷から上がる声は、次し第だいに数を増していく。

「まさか……」

　日が落ちた途と端たんの悲鳴である。青蓮の背中に悪お寒かんが走る。

「行くぞ」

　黄豹が馬の腹を蹴けった。その後を、青蓮と黒麒、そして松明を掲げた朱虎が続く。

　なだらかに傾けい斜しやした草地を駆け下り、郷を囲う塀へいに沿って馬を走らせる。その間にも、悲鳴がそこかしこから上がった。その中には、案の定「殭キヨン屍シーだ！」と叫さけぶ声がある。

（何てこと……）

　青蓮は唇くちびるを嚙み、手た綱づなをギュッと握にぎりしめる。馬車が通ったのは四日前の雨のあとで、灰道士はとうに東へ向かって移動したとばかり思っていた。

「こんな近くにいたとはな」

　隣となりを走る黒麒も、苦い顔をしていた。

「青蓮、灰道士の〈識しき〉が見えるか？」

　黄豹に問われ、青蓮は平へい楽らく郷ごうの上空に目を凝こらした。

「いいえ」

　灰道士は〈識〉を使って殭屍を操あやつる。それが青蓮には淡あわい光の筋として目に映るのだが、今は〈識〉は見えない。

「オレらに居場所を悟さとられたくないんだろうね」

　朱虎が唇を嚙む。

　やがて、平楽郷の正門から、転がるように出てくる里人が見えた。

　青蓮たちは、それらの人々の間を縫ぬうようにして馬を逆走させ、門をくぐる。

　狭せまい街路は、逃にげ惑まどう人で溢あふれかえっていた。曲がり角のあちこちから、人が湧わいてくる。恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまったのだ。

「殭屍はどこだ!?」

　黒麒が怒ど鳴なったが、彼らの耳には届かない。

　しばらく馬を進めるうちに、群衆の中に見覚えのある老ろう爺やを見つけた。昼間、青蓮たちを出で迎むかえた郷の里り正せいだ。

「校こう尉い殿どの──」

　向こうでも気づいたらしく、人ひと混ごみをかき分けて馬に近づいてくる。

「殭屍は何名だ。今、どこにいる」

　騎き乗じようしたまま黄豹が尋たずねた。

「人数はわかりません。ただみんなが騒ぐばかりで……。見た者の話では、裏門を乗り越こえて来たとのことでしたが」

　と、老爺は街路の奥を指さした。いくつかの家に明かりが点ってはいるものの、街路の奥は闇に閉とざされ、殭屍らしき姿は見えない。

「里人を家の中に避ひ難なんさせろ。窓や戸をふさいで外からは入れないようにするんだ」

　黄豹は老爺にそう言い置くと、彼が指さした方向へ向かって馬を走らせた。

「誰だれか！　うちの子を助けて！」

　しばらく行くと、右奥の方から女の悲鳴が聞こえてきた。黄豹は巧たくみに手綱を操り、馬首をそちらへ向ける。

　黄豹の後について青蓮がそちらに行ってみると、狭い路地で、誰かがもみあっている。

「放して！　うちの子が！」

「近づいたらだめだ。あんたまで嚙まれる」

　一人の女が数人の男に取り押さえられている。

　青蓮たちは馬を下りてその場へ駆け寄った。母親の視線の先に、うずくまっている黒い影かげがある。目を凝らせば、殭キヨン屍シーらしき男が幼い子どもを抱かかえ込んでいるようだ。

「青蓮、真言を！」

　黄豹が剣けんを抜ぬき、殭屍に向かって走った。朱虎は左手に松たい明まつを持ち替かえ、金属の棒を鎖くさりで繫つなげた鞭むち──多た節せつ鞭べんの柄つかに手をかける。黒麒は青蓮を背にして身構えた。

　こちらに気づいた殭屍が子どもを抱えたまま、さっと後ずさった。その俊しゆん敏びんな動きに青蓮は目を瞠みはった。

「狗……」

　ただの殭屍であれば、状じよう況きようを判断して逃げるような行動をとらない。あの殭屍は、意思と感情と、生前の身体能力を残す狗なのだ。

　青蓮は、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおを喚ぶか、光こう明みよう真しん言ごんを唱えるか一いつ瞬しゆん迷った。

　烏枢沙摩明王の炎は、人には害を与あたえず、殭屍だけを滅ほろぼすが、法力を集めるのに時間がかかる上に、ひどく法力を消しよう耗もうする。光明真言は殭屍の力を削そぐだけだが、真言を成じよう就じゆさせるまでにさほど時間がかからないし、法力の消耗も少ない。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。光をもたらしたまえ」

　青蓮は光明真言を唱えることにした。定印を結び、目を閉じる。とにかく今は、殭屍から子どもを引き離はなさなければならない。血をすすり尽つくされたら、取り返しがつかない。

「オン、アボキャ、ベイロシャノウ──」

　真言を唱えながら、心の中に青しよう蓮れん華げの蕾つぼみを思い浮うかべる。五感のすべてをその青蓮華に向け、心の奥底に漂ただよう光の粒つぶが蕾に集まる様を想像する。光の粒は法力である。法力は目に見える物ではないが、青蓮は光だと思うことにしていた。その方が法力を集めやすいからだ。

　心の中で青蓮華の蕾が輝かがやき始めた。定印を解ほどき、右手を開いて前方へ突つき出す。

「マカボダラ、マニ、ハンドマ、ジンバラ、ハラバリタヤ、ウン！」

　青蓮華が花開き、花から光が放射される様を想像しながら、青蓮は目を開けた。

「噓うそ……そんな……」

　松明の明かりに照らし出された殭屍の灰色の顔を見て、青蓮は息を吞のんだ。黄豹と朱虎も、殭屍を前にして愕がく然ぜんと足を止め、黒麒も青蓮を背にして立ちすくんでいた。

　長身瘦そう軀くの殭キヨン屍シーは、袍ほうの上に甲よろいを着けていた。広い肩かたに大弓の弓ゆ弦づるをかけ、首には鋼の輪を着けている。

　彼は、形のよい唇から血を滴したたらせ、穏おだやかで明るかった目を驚きよう愕がくに見開いて、こちらを見ていた。

「俺は……」

　彼は、自分が抱えている子どもに視線を落とす。子どもはぐったりと目を閉じ、首から血を流していた。

「俺は……いったい何を……？」

　光こう明みよう真しん言ごんは、宿しゆく業ごうを取り除き、死者を浄じよう土どへ送る力がある。殭屍に対しては、一時ではあるが、不死身の力を奪うばい、人であった時の記き憶おくを呼び覚ますことができた。

　今、彼は、自分が何者なのかを思い出したのだろう。

「花永！　子どもを放せ！」

　黄豹が叫んだ。

「……黄豹」

　花永の顔が泣きそうに歪ゆがんだ。力の緩ゆるんだ手から、子どもがずるずると落ちていく。

　黄豹と朱虎が、同時に地面を蹴った。

　朱虎の多節鞭がブンと風を切った。多節鞭は、大弓ごと花永の胴どうを巻き、彼はされるがままその場に立ち尽くしていた。その隙すきに、黄豹が子どもを抱えて跳とび退すさった。

「青蓮、治ち療りようを──」

　黄豹から子どもを渡わたされた。

「は、はい」

　青蓮は慌あわてて手しゆ巾きんで子どもの首の傷を押さえ、取りあえず薬やく師し如によ来らいの真言を唱える。母親が、我が子の名を呼びながら駆かけ寄ってきた。

　その間に、黄豹は花永の所へ戻もどった。花永は泣きそうな顔で、まだ多節鞭に巻かれたまま立ち尽くしていた。

「花永。灰道士はどこだ？　楊貴妃様はどこにおられる？　狗いぬはお前の他ほかに何人いるのだ？　灰道士は羅ら刹せつ天てん像ぞうなしで、どのようにしてお前に修ず法ほうを施ほどこしたのだ？」

　黄豹は油断なく剣を構え、矢や継つぎ早ばやに尋ねた。

「俺は……」

　花永の瞳ひとみが揺ゆれた。次し第だいにその表情が冷たく強こわばっていく。光明真言の効き目が薄うすれてきたのだ。しかし、子どもに薬師如来の真言を唱えている青蓮は、再度光明真言を唱えるいとまがなかった。

「答えろ！　花永」

　黄豹が怒鳴った。

「俺は──花永ではない。灰かい狗こう衆しゆう十三の狗だ」

　別人のような乾かわいた声で彼はそう言うと、片手を多節鞭にかけてグッと引いた。ピンと張っていた多節鞭が一いつ瞬しゆん緩ゆるみ、朱虎が引き戻す前に、花永は金属の鞭から抜け出る。

　突き出された黄豹の刃やいばを、花永は後方に跳んでかわし、さらにもう一度跳ちよう躍やくして、塀へいの頂に片手をかけると、その勢いのまま、高さ一丈じようの塀を跳び越えた。

「冗じよう談だん……」

　黒麒が瞠どう目もくする。抜ばつ群ぐんの運動神経と膂りよ力りよくを誇ほこる彼が驚おどろくほどの跳躍力だ。

「私と朱虎で花永を追う。青蓮と黒麒はここに残って、殭キヨン屍シーを掃そう討とうしてくれ」

　黄豹はそう言い置くと馬に跳び乗り、朱虎とともに駆けて行った。

「首の傷を押さえていてください。後できちんと治療します」

　青蓮は、子どもを母親に渡すと、黒麒とともに街路へ戻った。郷の中にいたのは、すべて普ふ通つうの殭屍だった。意思と感情を持つ殭屍──狗は、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎を恐おそれたのか、すでに姿を消していた。

　残っていた殭屍は、青蓮が光明真言を唱えて不死身の力を奪った上で、黒麒が柳りゆう葉よう刀とうで止とどめを刺さして滅ぼした。

「すげぇ」

　昼間、鋤すきや鍬くわを持って四人と一いつ匹ぴきを迎むかえ出た若者たちは、目を丸くしていた。
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　その若者たちの協力で、殭キヨン屍シーの掃討を確かく認にんすると、青せい蓮れんは、里り正せいを務めるあの老ろう爺やに頼たのんで、殭屍に嚙かまれた里人を一カ所に集めてもらい、羅ら刹せつ天てんの修法を施した。

「殭屍にならずに済むのですね」

　あの母親も、他の家族も、嚙まれた本人も嬉うれし涙なみだにむせんだが、青蓮の心はひどく重かった。

（花永さんが……狗にされていたなんて……）

　楊貴妃拐かどわかしの報を受け、彼は灰道士の行方ゆくえを追ったのだろう。けれど、逆に灰道士の手に落ちてしまったのだ。

（彼ほどの弓の名人を、灰道士が見み逃のがすわけがないもの）

　あの森の中に残されていた修法の跡あと──。花永はあそこで狗にされたのかもしれない。

　──子どもの時に不ふ殺せつ生しようを叩たたき込まれたせいか、どうしても兵士という職業に馴な染じめなくてね。殺さずに済むようにと、急所を外す練習を積んだらこうなった。

　青蓮の脳のう裏りに、穏やかに笑う花永の顔が映る。僧そうになるつもりだったと、彼は言っていた。

　人の命を尊ぶ彼が、人の生き血をすする化け物になってしまったのだ。

（いつか、滅ぼさなければ……）

　そう考えただけで、背筋が寒くなり、心臓がギュッと縮こまるような気がした。

　──羅刹天像が、皇太子、楊宰さい相しよう、安禄山将軍の三人のうち、誰だれの手に渡っても戦いくさになる。青蓮、羅刹天像を守り通し、必ず捨ててくれ。これは本音だ。頼む。

　花永の声を思い出しながら、青蓮は、羅刹天像の首をひねり、中の液体──羅刹の血を白い小こ鉢ばちに垂たらす。

「花永は、きっと油断したんだろうな。青蓮が狙ねらわれることはあっても、自分が標的になるとは思わずに、灰道士を追ったんだろう」

　青蓮の作業を見ていた黒麒が、暗い声でつぶやいた。彼も同じことを考えていたのだろう。

「……でしょうね。花永さんは、羅刹天像は僕が持っていると知っていましたから……」

　青蓮は、小刀で自分の指に傷をつけると、浮いてきた血を小鉢の中に滴らせる。

「羅刹の血を使わずに、人を狗にする方法があるのか？」

「わかりません……。あの巻物のどこかに書かれていたのでしょうが……」

　巻物──羅刹天像縁えん起ぎは驪り山ざんで失われてしまった。

　青蓮は、真言を唱えながら、匙さじで自分の血と羅刹の血を混ぜ合わせる。殭屍に嚙まれた者は、このように羅刹の血と術師の血を混ぜて作った薬を用いて修法を施す。墓に残されていた供く物もつを見ると、おそらく人を狗に変える場合にも、似たような薬を用いるのだろう。

（白琳が狗にされた時には、羅刹の血が使われたはず……）

　灰道士は羅刹天像を欲しがっていた。大だい雁がん塔とうへ雷かみなりを落としたのも、羅刹天像と巻物を手に入れるための布石だ。それに、狗が現れたのは、羅刹天像を灰道士に奪われてからのことである。

　しかし、驪り山ざんの戦いで、羅ら刹せつ天てん像ぞうを青蓮が取り戻した後、灰道士はぱったりと羅刹天像を狙わなくなった。にもかかわらず、花永は狗にされた。

（何か、羅刹の血に代わる物を手に入れたのかな……？）

「青蓮。焦こげてるぞ」

　黒麒に言われ、青蓮はハッとして、火ひ桶おけにかけて熱していた小鉢に目を落とした。羅刹の血と青蓮の血とを混ぜ合わせた液から、黒い煙けむりが上がっている。

「あ──、あちっ！」

　慌てた青蓮は、うっかり素す手でで小鉢を火から下ろそうとして指先を火傷やけどした。

「ったく、何をやってんだ。どんくせえ──」

　と言いかけて、黒麒は茶々に視線を走らせる。青蓮の隣となりで修法を見守っていた茶々は、ギッと歯を剝むいて黒麒を睨にらんでいたが、彼が火ひ箸ばしで小鉢を火から下ろし、手洗い用のたらいを持って来ると満足げにうなずいた。

「ありがとうございます。修法に集中しないとだめですね」

　たらいの水に火傷した指を浸ひたし、青蓮は溜ため息をつく。けれど、花永のことが頭から離はなれず、青蓮はその夜、修法のための薬作りを三度失敗した。




　黄豹と朱虎が平へい楽らく郷ごうへ戻って来たのは、深夜だった。

「どうでしたか？」

「だめ、見失っちゃった」

　青蓮の問いに、朱虎が肩かたをすくめて頭かぶりを振ふる。

「花永ってば、馬じゃ通れない所を行くんだよね。藪やぶを漕こいだり、崖がけを登ったり。殭キヨン屍シーになっても、諜ちよう報ほう活動の知識や技術は失われてないんだな。で、疲つかれを知らないじゃない」

　殭屍は痛みを感じないため、限界まで力を発揮できる。その上、生きている人間とは異なり、息が切れたり心臓が躍おどったりすることもない。

「月がないことも災わざわいした。明朝、日の出と同時に捜そう索さくを再開するつもりだ。こちらの様子はどうだ？」

　黄豹が、死んだように眠ねむっている里人を見回し、その人数を数える。

「修ず法ほうはほぼ終わりました。みなさん、容態は安定しています。あと一昼夜は眠らせて、灰色の痣あざが消えるのを待たなければなりませんが」

　飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんや北ほく庄しようで修法を行った時は、一人当たりの修法に大変な時間がかかったが、今回は殭屍に嚙まれたばかりだったので、灰色の痣の面積が狭せまかったため、短時間で修法を終えることができたのだ。

「平楽郷には何名の殭屍が残っていたのだ？」

「八人。全部滅ほろぼした。みんな普通の殭屍だったぜ」

　黄豹の問いに、黒麒が答える。

「では、花永を含ふくめ、今現在、最低でも十名の狗いぬが存在していることになるな」

「十人……」

　青蓮は絶句した。驪り山ざんでは、二名の狗相手に、黒麒と黄豹、朱虎の三人がかりでも苦戦したのだ。

「十名って、何でわかるんだ？　おみくじで、とか言うなよ」

　黒麒が尋たずねた。

「単純な引き算だ。花永は、灰かい狗こう衆しゆう十三の狗と名乗ったが、すでに驪山で一の狗と二の狗、及および三の狗である白琳を滅ぼしている。さらに、殭キヨン屍シーに嚙まれてここで眠っている里人は十八名。黒麒と青蓮とで滅ぼした殭屍が八名だったことでもわかる」

「十人の狗は手て強ごわいねぇ。しかも、そのうちの一人が花永って……」

　朱虎がぼやいた。

「手強いねぇ──じゃねえだろ。見失ったからって十人の狗をほっぽって、のこのこ帰って来たのかよ。この隙すきに別の里が襲おそわれるかもしれねえだろが」

　黒麒が憤ふん然ぜんとして言った。

「いや。これからしばらくの間、どこかの里が襲われる心配はない。この郷には千人近くの里人が居住しているが、その割りに殭屍に嚙まれた者が少ないのは、目的が、殭屍を増やすことではなく、食事のためだからだ。狗たちの腹がくちくなれば、灰道士は移動を優先するだろう。やつが〈識しき〉を送らず、八名の殭屍を放置したのもそれが理由だ」

「食事……」

　その言葉がひどく生々しく感じられ、青蓮は思わず口元を押さえた。

「夜明けまで仮か眠みんする。黒麒、明日の捜索には、お前にも加わってもらう。今のうちに寝ねておけ」

　黄豹は、そう言うと甲よろいの留め具を外しながら隣りん室しつへ向かった。その後ろ姿が、ひどく疲れているように見える。

「いつも通りに振る舞まっているけど、黄豹、だいぶ応こたえているんだよ」

　青蓮の視線に気づいたのか、朱虎が小声で言った。

「やはり、花永さんのことが……？」

「青蓮が光明真言を唱えて、花永が正気を取り戻もどした時、黄豹はやたらに質問したでしょ？」

　そういえば、いつも淡たん々たんとしている黄豹が、珍めずらしく怒ど鳴なっていた上、立て続けに質問をしていた。そのうちに真言の効き目が切れ、逃にげられてしまったのだ。

「黄豹にしちゃ、御お粗そ末まつだったよな」

　黒麒もうなずく。

「確かに、花永から情報を仕入れる必要もあったけどさ。多分、黄豹は花永に止とどめを刺さすことを躊躇ためらったんだ。その隙を突つかれたんだな」

　そう言う朱虎の声も、悲しげだった。
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　荒あれた草原は、まったくの闇やみに覆おおわれていた。月はすでに沈しずみ、薄うすい雲間に星が見え隠かくれしている。

　緩ゆるく傾けい斜しやしたその草原を、二頭立ての馬車が、車箱を揺ゆらしながらゆっくりと上っていた。

　馬の蹄ひづめと、車輪の音が闇に響ひびく。

　御ぎよ者しや台だいには、白い袍ほうを着た学生風の男が座っていた。また、周囲には、馬車を囲むようにして歩くいくつかの人ひと影かげがある。髪かみを結ゆい上げて袍を着ている者、甲かつ冑ちゆうを着けている者、辮べん髪ぱつを垂らした胡こ服ふくの者など、人影の服装は様々だったが、一いつ片ぺんの明かりがあれば、御ぎよ者しやを含めて、彼らの肌はだが一様に乾かわいた灰の色をしていること、またその首に鋼の輪をつけていることが見て取れただろう。

　この闇夜がどのように映って見えるのか、彼らは、惑まどうことなく一方向を目指して、整然と歩みを進める。

　やがて、蹄と車輪の音に、草原を駆かける足音が混じる。馬車を囲んでいた人影がハッと振り返り、それぞれの武器に手をかけて身構えた。

「案ずるな。十三の狗だ。馬車を止めよ」

　車箱から声があった。

　御者は手た綱づなを引いて馬車を止め、身構えていた人影も得物から手を放し、近づいて来る傍ほう輩ばいを待つ。

「遅おそくなりましてございます」

　車箱の前まで来ると、十三の狗は、禁軍兵らしく片かた膝ひざをつき、右の拳こぶしを胸に当てて礼の姿勢を取った。

「平へい楽らく郷ごうに、三蔵の弟で子しと黒くろ鉄がねの狼おおかみ、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こが現れたそうだな。お前は豹虎に追われたとのことだが、二人はどうした？」

　車箱の中の声が尋ねた。

「平楽郷に戻った様子」

「二人を嚙かんだか？」

　その問いに、十三の狗は、戸と惑まどった様子で「いいえ」と答えた。

「俺は……」

　片膝をついたまま彼は顔を上げた。その瞳ひとみは惑わく乱らんに揺れている。

「俺は、飛龍禁軍の豹虎から、花永と呼ばれた。俺はあの二人を知っているような気がする……。俺はなぜ、あのような浅ましい真ま似ねを……」

「青蓮に、光こう明みよう真しん言ごんを使われたか」

　車箱の後方の扉とびらが開いた。御者が準備した踏ふみ台に足をかけ、灰色の道服の上に灰色の頭ず巾きんつきの外がい套とうを羽織った道士が、車箱から下りてきた。灰道士である。

　彼は、狗として目覚めたばかりの下僕の額に、人差し指と中指を当てた。

「助じよ吾ご改かい冤えん業ぎよう、有ゆう災さい消しよう災さい、有ゆう厄やく改かい厄やく、永えい保ほ身しん平へい安あん」

　灰道士の唇くちびるから呪じゆが紡つむがれる。揺れていた狗の目が、次し第だいに冷えていった。

「お前は十三の狗だ。忠誠を誓ちかうは我われ一人のみ。他ほかの者の言葉に耳を貸してはならん」

「御ぎよ意い」

　表情を失った顔で、彼はうなずいた。

　十三の狗が、他の狗たちの列に加わるのを見届けると、灰道士は車箱に戻り、御者に出立を命ずる。

「あの四人と一いつ匹ぴきが追って来たようね」

　声をかけられ、灰道士は視線を車内の奥に向けた。そこには、艶あでやかな衣い裳しように身を包んだ皇こう帝ていの寵ちよう姫きが、ゆったりと脇きよう息そくに身をもたせかけ、艶然と微笑ほほえんでいた。

「今いま頃ごろは泰たい山ざんかと思ったが、楊貴妃、そなたの行方ゆくえ知れずを知って戻って来たらしい。あの校こう尉い、やはり侮あなどれぬ」

「黄豹と朱虎はこの近くまで来たのでしょう？　なぜここでかたをつけなかったの？」

「夜明けが近い。手間取れば、ようやく作った狗たちを失うことになる」

「日に当たれないというのは不便ね。もう少し使い勝手のいい下僕を作ったらいかが？　羅ら刹せつ天てん像ぞう縁えん起ぎを持っているのなら、できないことはないと思うのだけれど」

「人であった時の記き憶おくが残っていると、術がかかりにくい」

「そうだったわね」

　楊貴妃は、ふっと苦く笑しようを漏もらした。

「それで、このまま四人と一匹を放って安禄山の所へ行くつもり？」

「いや。あの陵りようで待ち受け、灰かい狗こう衆しゆうに加える」

「思い出の場所ね」

　楊貴妃は苦笑を張りつけたままの顔で、小さな溜ため息をつく。

「感傷に浸ひたりたいわけではない。あの陵ならば、四人と一匹を分断できる。また、日暮れまでの時間を稼かせげるからだ」

　灰色の頭巾を目ま深ぶかにかぶった灰道士の表情はわからない。

「そう」

　楊貴妃は小窓に目をやり、闇の奥を見つめる。

「あの陵で、わたくしはただ見ているだけで、金こん剛ごう、あなたに何もして差し上げなかったわね」

「当時、我は何も知らなかった。そなたのことも、羅ら刹せつ天てん像ぞうのことも」

「わたくしの正体に、いつ気づいたの？」

　楊貴妃は、灰道士に視線を戻す。

「今年の正月、大たい明めい宮きゆうへ殭キヨン屍シーを送り込んだ時だ。陵で見た時と同じ顔で、そなたは後宮にいた。それで、もしやと思った」

「あなたの目的は、国への復ふく讐しゆう？　それとも力りき士しへの？　わたくしへの復讐かしらね？」

　楊貴妃のその問いに、灰道士は答えず、目深にかぶった頭巾の下で、唇が薄い笑えみの形を作るばかりだった。
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「もうしばらくすれば、殭屍に嚙まれてできた痣あざも消えるはずです。あとは自然に目覚めるまで、寝かせておけば大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　青蓮は最後の真言を唱え終えると、背後で修ず法ほうを見守っていた平へい楽らく郷ごうの里り正せいや里人に向き直った。

「何と、お礼を申し上げたらいいか……」

　嚙まれた者の親族も、里正の老ろう爺やも涙なみだを浮うかべていた。

「目が覚めても、痣がすっかり消えるまでは白さ湯ゆ以外の物は与あたえないで、できるだけ安静にさせてください。痣が消えたら、粥かゆなど柔やわらかいものから──」

　家族に看護をする上での留意事じ項こうを話していると、

「青蓮。ぼちぼち出られるか？」

　黒麒が迎むかえに来た。彼は朝から黄豹や朱虎とともに馬車の行方を追っていたのだ。

「殭屍のねぐらがわかったのですか？」

　説明を中断し、青蓮は黒麒を振ふり仰あおぐ。

「いや、まだだが、馬車の轍わだちを見つけた」

「すぐに支し度たくをします」

　日のあるうちに楊貴妃を見つけられればいいが、夜に持ち越こせば、灰道士だけでなく、十名の狗いぬをも相手にしなければならない。青蓮の烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおは必ひつ須すだ。

　青蓮は、修法の後片づけをすると、里人への挨あい拶さつもそこそこに馬にまたがった。茶々がぴょんと青蓮の肩かたに乗る。

　黒麒に先導され、青蓮は平楽郷の門を出ると、北の丘きゆう陵りよう地帯へ馬首を向けた。

「大丈夫か？」

　荒れた草原を駆けていると、黒麒に声をかけられた。

「え？　何がですか？」

　手綱さばきを心配されているのだろうか。一応、坂道でも馬に乗れるように、というか、つかまっていられるようになったつもりだが。

「あれから、まったく眠ねむってねえんだろ？」

　体調を心配してくれたらしい。恐おそろしげな風ふう貌ぼうに似合わず、彼は心こころ遣づかいが細かい。

「ありがとうございます。平気ですよ。今回、嚙まれた方かたは、日ひ頃ごろ、健康な方ばかりだったので、順調に修法を進められましたから。北ほく庄しようや飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんでだいぶ鍛きたえられましたし」

　青蓮は笑顔で答えた。北庄では何百人もの里人に修法を施ほどこさなければならず、また、飛龍禁軍の兵舎が殭キヨン屍シーに襲おそわれた折には、青蓮自身が羅刹の呪のろいに冒おかされた。その時のことを思えば、一晩ぐらいの徹てつ夜やはどうということはない。

　しかし、黒麒の眉み間けんの皺しわは消えない。

「それと、花永とやり合うことになっても大丈夫か？」

　途と端たんに、心臓がギュッと縮み、背中に悪お寒かんが走った。憐あわれな白琳の顔が脳のう裏りにちらつく。

「自信はないです……」

　青蓮の術は、心の有り様に左右される。北庄では、銀ぎん棘きよくの里を思い出して烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎が喚よべなかったし、驪り山ざんでもなかなか法力が集まらなかった。

　殭屍を生かしてはおけないと、頭ではわかっていても、心がついていかないのだ。

（これが僕の弱さ……）

　青蓮は手綱をギュッと握にぎりしめる。

「相手は、御ご前ぜん試合十連れん覇ぱの弓の名人だ。一いつ瞬しゆんでも迷えばこっちの命が危ねえ」

　そう言う黒麒も、いつも以上に不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。







　黄豹と朱虎に追いついたのは、なだらかな丘おかを三つほど越えた草地だった。二人は、地面に目を凝こらしながら、緩ゆるい坂道を北の山に向かって馬を歩かせていた。

「お待たせしました」

　息を切らして青蓮が馬を寄せると、

「残念ながら、待っていたわけではない。轍を見失ったのだ」

　黄豹は真ま面じ目めな顔で応じた。

「草が元気に茂しげっちゃってるもんだから、踏み跡あとが見分けられなくてね。あの山が邙ぼう山ざんだけど、馬車で山頂へ向かうわけないし」

　朱虎が前方の山の頂を指さして肩をすくめる。

「この辺りは、多くの陵や貴族の墓があるのだが、特定できない。どこかに馬車が乗り捨ててあるはずだが、それが見当たらないのだ」

「キ──？　キキキウッキー」

　そこで突とつ然ぜん、茶々が何か言い始めた。彼女は青蓮の肩から馬の首に飛び移り、ポンポンとその頭を叩たたく。

「何？　馬がどうかしたの？　もしかして、馬車の置き場所がわかるとか？」

　青蓮が尋たずねると、彼女はうんうんと大きくうなずいた。

「何でこのクソ猿ざるにわかるんだ？」

　黒麒が胡う乱ろんな目つきで茶々を見る。

「そりゃあ、茶々姫ひめだもの」

　朱虎は、下がり気味のまなじりをいっそう下げた。

「茶々は、特別な猿だ。もしかすると犬並みの嗅きゆう覚かくを持っているのかもしれない」

　黄豹は相変わらず淡たん々たんとしていた。

　茶々は鼻をつまんで首を振り『鼻がいいわけじゃない』というような素そ振ぶりを見せ、『とにかくあたしについてらっしゃい』と、自分を指さし、馬から飛び下りて草地を走り始めた。

「今け朝さのおみくじによると、急がば回れ、白色が吉きちとのことだった。ここで無む為いに時間を過ごしていても仕方がない。茶々について行ってみよう」

　黄豹がそう言って、馬の腹を蹴けった。

　茶々は邙ぼう山ざんの東斜しや面めんへ回り込み、低い峰みねを一つ越えると、松の森へ分け入った。森へ入ってしばらくすると、馬の蹄ひづめの音が変わった。

「こんな所に道が──」

　青蓮は瞠どう目もくした。

　よく見れば、松の木の間に石いし畳だたみの道が通っていた。古い上に普ふ段だんは使われていないらしく、敷しき石いしは苔こけむし、土や枯かれた松葉が積もっていたが、そこに新しい轍がくっきりと残っている。

『どう？』とでも言うように、茶々は誇ほこらしげに振り返り、ぴょんと馬に跳とび乗って、青蓮の肩へ戻もどる。

「この道はもしや、則そく天てん武ぶ后こうの陵りようへ続いているのでは──」

　黄豹がつぶやいた。

「則天武后？」

　黒麒が聞き返した。

「陛下のお祖母ばあ様にあたる方だ。二代太たい宗そう皇こう帝ていの妃きさきのお一人であり、三代高こう宗そう皇帝の皇后でもあり、最後は国号を周に変えて帝てい位いに就つかれた方だ」

「父親から息むす子こへ鞍くら替がえしたのかよ。しかも女じよ帝ていって、すげぇ経歴だな」

「それを言ったら、楊貴妃様は、息子から父親へ嫁とつぎ直したよ。っていうか、陛下が息子の嫁を奪うばったっていうか」

　朱虎がそう言うと、「な、何だと！　そそそれはいったいどういう経けい緯いで」と黒麒は身を乗り出す。

　妙みようなところで盛り上がる二人は放っておき、

「太宗皇帝は、玄げん奘じよう三蔵法師を西域へ送り出した方ですね。高宗皇帝は、帰国なさった玄奘三蔵法師に、大だい慈じ恩おん寺じを訳やつ経きよう場としてお与あたえになった方だと、玉ぎよく華か寺じで教わりました」

　青蓮は黄豹に語りかけた。

「そうだったな」

　黄豹はうなずき、「大慈恩寺って、大だい雁がん塔とうがある、あの大慈恩寺のことか？」と、黒麒と朱虎は、父子による楊貴妃争そう奪だつ戦の話を止めて、振り向いた。

　今年の正月に青蓮が盗ぬすみ出すまで、羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物は大雁塔の最上階に安置されていた。青蓮が黄豹と朱虎に出会ったのは、その大雁塔である。

「則天武后は、玄奘三蔵法師が建てた大雁塔を、十層に建たて替かえたとも聞いています」

　青蓮はつけ加えた。

「じゃ、則天武后は羅刹天像の存在を知って──」

　黒麒は目を丸くしていた。

「則天武后は、不老不死を欲ほつしていたそうだ」

　黄豹が言った。

「則天武后は皇帝として君臨し続けたかったのだろう。また、彼女が周と呼んだ国は、国号を変えただけで、唐とうとなんら変わることもなく、則天武后が死ねば、高宗の息子が皇帝になり、国号も唐に戻ってしまうことを惜おしんだのではないか」

「あれ？　この先が則天武后の陵って……。確か則天武后は、旦だん那なさんの高宗皇帝の乾けん陵りように葬ほうむられたんじゃなかったっけ？」

　そう言ったのは朱虎である。

「洛らく陽ようは、則天武后が帝位にあった間、都だったのだ。そして、彼女は洛陽北のこの邙ぼう山ざんに、自らの陵と称しようして極ごく秘ひに宮きゆう殿でんを造営し、そこで不老不死の霊れい薬やくを作らせていたとも聞いている。しかし、霊薬は完成せず、崩ほう御ぎよすると同時に国は唐に復した。それで、こちらの陵は廃はい棄きされ、高宗皇帝との合がつ葬そうになったのだろう」

「並み居るお妃を蹴け落おとして皇后になり、皇帝にまでのし上がったのに、所しよ詮せんは儚はかない夢だったんだねえ。そもそも不老不死なんて無理なんだよ」

　朱虎がしみじみとした調子で言った。

　やがて、松の森を透すかして、山が見えてきた。見事に三角形に盛り上がった山だ。斜面には木々が青々と葉を茂らせ、下草は花が咲さいているのか、淡あわくけぶって見える。石畳の道はその山へ続いている。

「あの山のどこかに陵が？」

「あの山そのものが陵だ」

　そう言ったのは黒麒だった。

「では、あの山は、人の手で盛り上げたのですか!?」

　よく見れば、山の周囲は高い城じよう壁へきで囲われている。皇帝の陵はみな巨きよ大だいだとは聞いていたが、これほどの規模だとは思っていなかった。

「何で黒麒が知ってるの？」

　朱虎が尋ねた。

「昔の仲間に聞いたことがある。則天武后の陵ってのは知らなかったが」

「黒麒は墓はか荒あらしにも携たずさわったことがあるんだね。さすがは黒くろ鉄がねの狼おおかみ」

「地下に巨大な宮城があるって聞いたぜ。黄豹が言ってたやつがそれだろう。だが、盗とう掘くつ防止のためだか何だか、いろんな仕し掛かけがあって、宮城内には入ることができねえそうだ」

「宮城を地下に造ったのですか!?　わざわざ穴を掘ほって!?」

　青蓮は再び声を上げた。いったいどれほどの時間と労力がかかったのか。

「そこに驚おどろくな。仕掛けがあって中には入れねえってとこに驚け」

　黒麒の眉み間けんに皺しわが寄る。

「則天武后ほどじゃねえにしろ、金持ちはみんな豪ごう華かな墓室を造り、生活に必要な道具や金銀財宝を持ち込むもんだ。死んでからも生きていた時と同じように暮らしたいんだろう。だから墓荒らしって職業が成り立つんだが」

「でも、地下に宮城なんて……。もしや、則天武后は、不老不死の霊薬が作れなかったら、狗いぬになるつもりだったのではないでしょうか」

　意思や感情、生前の能力を残した狗であれば、日に当たれないだけで、人と変わらない生活ができる。しかも、永遠に──。

「そうだねえ。記き憶おくがなくても、優ゆう秀しゆうな側近がいれば補えるものね」

　朱虎が相づちを打った。

「その辺りのことは、高こう力士将軍が詳くわしく知っているかもしれない。将軍は幼い頃ころ、則天武后に仕えていたそうだ」

　黄豹が言った。

「高将軍は、則天武后に仕えて……」

　遠い昔のできごとだと思っていたが、そう聞いた途と端たんに現実味を帯びてきた。

　やがて、山を囲う城壁の門が見えてきた。風雨にさらされ色あせてはいるが、長安の皇こう宮ぐうの門に勝まさるとも劣おとらない豪ごう壮そうな造りの門だ。

「オレら、待たれていたみたいだね」

　朱虎が苦く笑しようした。城壁の門もん扉ぴも、その奥の陵の入り口も開け放たれ、まるで四人と一いつ匹ぴきを吞のみ込もうとしているかのように、大きな口を開けていた。

「こうなるとわかっていたら、高将軍に陵の仕掛けについて詳しく聞いておけばよかった」

　口調は淡々としていたが、黄豹の声はいつもより硬かたかった。







　陵の中の墓道は、ひんやりとして湿しめった土の臭においがした。穹きゆう窿りゆう状に煉れん瓦がが積み上げられた天てん井じようは高く、白く塗ぬられた壁かべには、極ごく彩さい色しきで風景や人物の絵が描かかれている。

　方形の石が敷しき詰つめられた床ゆかは、馬車が楽にすれ違ちがえるほどの幅はばがあり、薄うすく積もった埃ほこりの上に、灰道士の馬車と思われる新しい轍わだちと、数人分の足あし跡あとが残っていた。

「平へい楽らく郷ごうに現れた狗いぬたちの……」

　陵の奥には、これらの狗たちが待ち受けているのだ。

「禁軍の沓くつの跡もあるね。花永かな」

　沈しずんだ声で、朱虎がつぶやく。

　青蓮は、床から顔を上げ、墓道の奥を見やる。しかし、墓道の奥は闇やみに閉とざされ、轍も足跡もどこまで続いているのかわからない。

　外界の明かりが届かなくなる前に朱虎が松たい明まつを点ともし、四人と一匹は、騎き乗じようしたままそれらの轍と足跡をたどって、石畳の墓道を奥へと進む。

　馬車を見つけたのは、それから一刻ほど後のことだった。道みち幅はばが広くなっている所をみると、車寄せなのだろう。馬車はそこに駐とめられ、馬車馬は壁に沿って設けられた杭くいに繫つながれている。人の気配はない。

「念のため」と、朱虎が馬車の車箱の扉とびらを開けて中を照らしたが、車箱は無人だった。代わりに車箱の扉の下には、二人分の足跡がある。

「楊貴妃様の沓だ」

　そのうちの一人の足跡がとても小さいことを見て取り、黄豹が言った。

「連中、散会してるね」

　朱虎が、墓道の前方を照らした。馬寄せの先は十字路になっていて、足跡はそれぞれ三方に分かれている。

「大たい抵てい、陵りようってのは、墓泥どろ棒ぼうが副ふく葬そう品ひんを収めた墓室へたどり着けないように、偽にせの墓道が入り組んでいるんだ。迷ったら二度と出て来られねえし、偽の墓道には落とし穴なんかもあるぜ」

　黒麒がそう言って馬を下りた。

「まずは楊貴妃様を救出し、安全を確保してから、灰道士及および殭キヨン屍シーの殲せん滅めつにかかる」

　黄豹も馬を下り、青蓮と朱虎も彼らに倣ならう。

「気をつけろ。変な所を踏ふむと面めん倒どうなことが起こるぞ」

　馬を繫ごうとしたら、黒麒にそう言われ、青蓮は慌あわてて足を引っ込めた。目を凝こらして足跡のある場所を選んで歩く。

「私から行こう」

　黄豹は朱虎から松明を受け取り、先に立って歩き始めた。青蓮はその後を恐おそる恐るついて行く。さらにその後ろを黒麒が歩き、しんがりを朱虎が務めた。

　墓道は迷めい路ろのように複雑だった。十字路や脇わき道みちがそこかしこにあるだけでなく、極彩色の壁へき画がが遠景であったり近景であったりするため、幻げん惑わくされて距きよ離り感かんがつかめなかった。そこを右へ曲がったり左へ曲がったりしているうちに、どちらへ向かっているのか青蓮にはわからなくなった。

「糸が張ってある」

　突とつ然ぜん、黄豹が立ち止まった。

　目を凝らすと、前方の墓道に、松明の明かりを反射して、微かすかに細い糸が光っているのが見える。糸は、一本だけではなかった。数十本もの糸が、足元から頭の位置まで、高さも間かん隔かくも不ふ揃ぞろいに張られている。色は様々で、壁画の色に紛まぎれてとても見えにくい。

「この糸に触ふれると、何かが起きるんだろうね」

　朱虎が、やれやれといった調子で肩かたをすくめる。

「行くぞ」

　黄豹は松明をかかげて、糸をまたいだり、くぐったりしながら歩き始めた。

　黒麒や朱虎はもちろんのこと、茶々も小さな体をぴょんぴょんと弾はずませて、上手に糸をよけて進んだが──、

「うう……。何てやっかいな」

　運動が苦手で、敏びん捷しよう性に欠ける青蓮は、もたもたとしてなかなか進まない。片足を上げながら頭を沈めようとすると転びそうになってしまうのだ。

「うわ……」

　均きん衡こうを崩くずして手をついた。糸には触れずに済んだが、起き上がれなくなった。

「ったく、何てどんくせ──」

　と、言いかけて黒麒は、茶々に視線を走らせ、口をつぐむ。青蓮の悪口を言うと、茶々に顔を引っ搔かかれるからだ。

「はい、左手で黒麒につかまってー。右足をちょっと上げてー。そのまま足を引いてー」

　朱虎に指示され、黒麒の手を借りながら、青蓮はようやく立ち上がる。

　そんな調子で、かなりの時間をかけて何とか糸地じ獄ごくから抜ぬけ出した。

　ほっと息をつき、「すみません……時間を食ってしまって……」と、歩きだした時、

「青蓮！」「キーキー」「最後の一本」

　黒麒と茶々と朱虎に、同時に声をかけられた。

「え？」と思った時には遅おそかった。

　糸に足を引っかけ、青蓮はばったりとうつむけに転ぶ。

「信じられねえ」

「あらら、大だい丈じよう夫ぶ？　妙みような既き視し感かんがあるなー。青蓮、大だい雁がん塔とうに忍しのび込んだ時も、同じようなこと、やらなかった？」

　黒麒と朱虎に助け起こされた。

「は、はい。すみません。ありがとうございます。あの時は、紐ひもに足を引っかけて……鐘かねが鳴り響ひびきました」

　青蓮は打った鼻をさすりながら言った。

「鐘は鳴らんが……」

　黄豹が頭上を仰あおいだ。

　ゴゴゴゴと、不気味な重低音が響き、床が震しん動どうし始める。

「天井が落ちてくる仕組みらしい。走れ」

　彼は淡たん々たんとそう言った。

「えええっ！」

　愕がく然ぜんと声を上げる青蓮の手を、黒麒が引いて駆かけ出した。

　天井がどのように落ちてくるのか、眺ながめている余よ裕ゆうはなかったが、前方の視界が次し第だいに狭せばまっていくのはわかった。

「ひ～」

　黒麒に手を引かれ、黄豹が持つ松明の明かりを頼たよりに、青蓮はただただ必死に走る。

　ドーン！
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　背後で重低音が響いた。天井が落ちたのだ。パラパラと小石が降ってくる。

（何とかやり過ごした？）

　と思った瞬しゆん間かん、

「伏ふせろ！」

　黄豹が怒ど鳴なった。黒麒が青蓮の後頭部をつかんで押し下げる。その頭上をヒュッと何かが通過した。

「な、何？」

　伏せたまま横目で見ると、ガッと石の壁にはね返って落ちたのは、鋭するどい鏃やじりを備えた矢だった。

　矢は次々と襲おそってくる。

「伏せたまま走れ！」

「うわわわ」

　黒麒に言われるまま、青蓮は背をかがめて走った。

　矢は、左右の壁に備えられたいくつもの弩ど弓きゆうから発射されていた。弩弓は備えられている位置や、向きがバラバラで、矢はあちこちから飛んでくる。

　弩弓の向きを見て判断しているのか、黄豹は矢を剣けんで弾はじき、朱虎は多た節せつ鞭べんで弩弓そのものを破は壊かいしながら走った。茶々は野生の勘かんが働くのか、飛んで来る矢を跳はねてよける。

　黒麒は、青蓮を背にして、黒くろ鉄がねの籠こ手てで矢を弾き返した。

　間もなく弩弓区域を抜けようとした時だった。殭キヨン屍シーの足跡を見ている余裕がなかった青蓮は、踏んではならない石を踏んだのかもしれない。

　突然、周囲の敷しき石いしが、一いつ斉せいにガラガラと崩れた。

「うわ──！」

　一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かんの後に、景色がさっと上方へ遠ざかった。

（もうだめだ）

　石いし畳だたみに叩たたきつけられることを覚かく悟ごし、青蓮は固く目を閉じた。その直後──。

　ズボッ。

「え──？」

　尻しりに伝わってきた感かん触しよくは、思いの外、柔やわらかかった。穴も思ったほど深くなかったようだ。

　恐る恐る目を開けてみると、そこは襤ぼ褸ろが交じった砂の山だった。

「青蓮、無事か？」

「は、はい」

　声をかけられて振ふり向けば、黒麒も朱虎も黄豹も茶々も、砂の上にちゃんと立っていた。青蓮は無様に尻しり餅もちをついたが、みんな足から着地したらしい。

「幸いなことに、と言うべきか、ここは殭屍の墓場だったようだな」

　黄豹が、砂に交じった襤褸に松たい明まつの明かりをかざした。

「殭キヨン屍シーの！」

　青蓮は慌てて立ち上がって、尻の砂を払はらった。いくら殭屍とはいえ遺体に座っていては罰ばちが当たる。

「殭屍をここへ落として、まとめて烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおか何かで滅ほろぼしたようだな」

　黄豹は、襤褸をつかんで砂の中から引きずり出した。朽くちかけてはいるが、その襤褸は袷あわせの上に袍ほうが重なり、帯も結んであった。

「不老不死の霊れい薬やくを作るにあたり、誤って羅ら刹せつの血に触れたか。それにしては数が多すぎる」

　黄豹は淡々とそう言って、砂の中の遺品を調べる。

「今、怖こわいこと考えちゃった。この砂に羅刹の血がかかって、砂のお化けみたいのができちゃったらどうしようとかね」

　こんな場合でも、朱虎の口調は軽い。

「そ、そういう話はやめろ」

　黒麒の声は上ずっていた。彼は顔に似合わず、怪かい異いが苦手なのだ。

「羅刹の呪のろいは血に宿るので……砂が動きだすことはないと思いますが……」

　というか、動かないでほしい。

「あ、もっと怖いこと考えちゃった」

「な、何ですか？」

「よ、よせ。言うな」

「ここへ落とされた殭屍たちは、この穴から出られなかったってこと」

「何だそんなことか」

　黒麒がほっと息をついた。

「そんなこと、ではないような……」

　青蓮は自分たちが落ちた穴を見上げた。暗くて今一つ距きよ離り感かんがつかめないが、少なく見積もっても、二丈じよう以上の高さがありそうだ。

「どうする？　ここを登るのって限りなく不可能に近くない？」

　朱虎の目が黄豹に向いた。

　黄豹は「占うらなってみよう」と、剣帯から竹たけ筒づつを外し、シャカシャカと振る。

「人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬うま。迷わず真っ直すぐに進め──。この穴はどこかに通じているのかもしれない。行ってみよう」

　彼は、砂の山を一直線に下り始めた。

「「それだけの根こん拠きよで？」」

　図はからずも、青蓮は黒麒と同時に同じことを尋たずねた。

「あそこに人骨がいくつか交じっている」

　と、彼は松明を掲かかげて砂の斜しや面めんを照らした。そこには、胡服を着た何体かの白骨が横たわり、そばには、玉帯や紅玉の珮はいなどの宝石が散らばっている。

「他ほかの仕し掛かけに引っかかった墓泥どろ棒ぼうだろう。それらの者もここへ落ちる仕組みになっているらしい。そう考えれば、この落とし穴は、他の墓道とつながっている可能性は高い。その証しよう拠こに、わずかに風がある」

　黄豹は、松明の炎を見た。言われてみれば、炎が少し流れている。

「ちゃんと手立てを考えてあっても、まずはおみくじを引きたいのですね」

「だな」

　青蓮と黒麒は、互たがいにうなずき合って、黄豹の後について歩く。

「けど、別の墓道へ出たら、楊貴妃様の足あし跡あとを見失っちゃうんじゃない？」

　朱虎は心配そうだった。

「風があるということは、外界とつながっているのだろう。少なくとも外へは出られる。ここで骨になるよりはいいだろう」

　黄豹は淡々とそう言って、松明の炎が流れる方向を見ながら躊ちゆう躇ちよなく歩いて行く。

　砂の山を下り、しばらく歩くと壁かべに行き当たった。松明の炎が上に伸のび、黄豹は頭上を仰ぐ。

「殭キヨン屍シーや盗とう掘くつに来た者を、この場へ落とすための隧すい道どうかもしれない」

　彼の視線を追うと、天てん井じよう近くの壁に、四尺四方ほどの穴が空いている。隧道は斜ななめ上方に伸びているようだ。

「ここから上がろう。隧道があるということは、その先に仕掛けがあり、近寄ってもらいたくない場所、つまり地下宮城への道につながっているということだ」

　そこで黄豹は、松明を床に置き、再びおみくじを引く。

「早食いは太る。干ほし飯いいが吉きち、ただしよく嚙かめ。──ふむ」

　彼はせり出してきた細い棒に書かれた文字を読み上げ、茶々に目を移すと、腰こしに下げた袋ふくろから紐ひもの束を取り出した。紐には細かい目盛りが記されている。

「茶々。この隧道を登って、この紐を階上まで持って行ってもらいたい。できるか？」

「ウッキー」

　茶々は『もちろんよ』と言うように、胸を張る。

「では頼たのむ。出口がふさがっているようなら戻もどって来てくれ。開いていたらそのまま階上で待機だ」

　黄豹は、茶々の肩かたに紐を斜はす交かいに結ぶと、彼女の背をつかみ、隧道の口に向かって放ほうり上げた。首しゆ尾びよく茶々は隧道に飛び込み、急きゆう坂はんを駆かけ上って行った。黄豹の手の上で、紐が解ほどけながらするすると上がって行く。

「何で茶々に紐を持たせたんだ？」

　黒麒が尋ねた。

「隧道の距きよ離りを測りたい。手持ちの縄なわが届くようなら、黒麒、お前の出番だ」

「そりゃ構わねえが、干飯といったいどういう関係があるんだ？」

「よく嚙めの部分だ。念には念を入れよ、という意味だ」

（こじつけたな）と、青蓮と黒麒と朱虎は、互いに目で会話する。

　しばらくすると、紐の動きが止まった。

「四丈じよう三尺じやく二寸すん六分ぶ。辛かろうじて縄が届く」

　黄豹が紐に記された目盛りを読んだ。紐は動かず、茶々が戻って来る様子もない。出口は開いているのだ。それにしても目盛りの読み方が細かい。寸と分は省いてもいいような気がする。

「じゃ。行くぜ」

　黒麒が、黄豹から渡された縄の端はしを腰に結びつけた。黄豹と朱虎は、隧道の下で手を組み、軽く腰を落とす。黒麒は軽く助走をつけて、二人の手の上に跳とび乗り、彼らが手をはね上げる力を利用して、大きく跳ちよう躍やくした。ガッと隧道の入り口に指がかかる。黒麒は腕うでの力だけで自分の体を持ち上げ、隧道の中に身を滑すべり込ませた。

　隧道には一分ぶの隙すきもなく石が敷しき詰つめられ、指をかける所もなかったが、彼は隧道の壁に手足を突つっ張ぱって登っていく。手足が長く、並外れた膂りよ力りよくを持つ彼だからこそできる技わざだ。

　やがて、「いいぜ」と、隧道から彼の声が聞こえた。

「朱虎、先に行け」

　黄豹の指示で、朱虎は隧道から垂れている縄をつかんだ。足を使わず、腕の力だけで登っていく。多た節せつ鞭べんを操あやつる彼の膂力も半はん端ぱではない。

　朱虎が階上まで上がった頃ころ合あいを見計らい、黄豹は青蓮の胴どうに縄を巻いた。自力で登れるかと、青蓮に敢あえて尋ねなかったのは、彼の心こころ遣づかいだ。

　黄豹は、青蓮に松たい明まつを持たせ、「青蓮が行く。たぐり寄せてくれ」と、隧道に向かって声をかけた。グッと腰に巻いた縄が引かれた。

「うわわ」

　均きん衡こうを崩くずしかけた青蓮は、慌あわてて縄にしがみつく。

　隧道は、内ない壁へきに石が敷き詰められている上に、かなりの急きゆう勾こう配ばいだったが、場所によっては、石が外れたり浮ういていたりしていた。持たされた松明の明かりが、そこに引っかかっていた殭キヨン屍シーの物と思われる衣類の切れ端はしを照らす。

　青蓮は目を瞠みはった。その切れ端が、繭まゆ綿わた入りの小さな袖そでだったからだ。

（赤ん坊ぼうが、この隧道から落とされたんだ──）

　殭屍のなれの果てである砂の山を見て、黄豹は数が多すぎると言っていた。不老不死の薬を作る際に、誰だれかが殭屍と化して、そこにいる者たちの血をすすり、殭屍は増えていったのかもしれない。けれど、都の宮城ならばともかく、人ひと里ざと離はなれたこの陵りように赤子がいたとは考えにくい。

（則天武后は、地下宮城で、いったい何をやって……）

　恐おそろしい想像が、脳のう裏りを駆け巡めぐる。

　その時、ふと、悲鳴に似た音が耳に届いた。

（え……？）

　まさか亡ぼう霊れいではないだろうなと、青蓮は耳を澄すませる。風の音のような気もするし、大勢の人間が泣き叫さけんでいるような感じにも聞こえる。

　しかし、隧道を上がるにつれて、その音は小さくなり、やがて聞こえなくなった。

（ここを吹ふき抜ぬける風の音だったのかな？）

「ぼーっとしてんじゃねえ。松明で火傷やけどするぞ」

　頭上から黒麒の声が降ってきた。

　見上げれば、隧道の四角い穴の向こうに、踏ふん張っている黒麒の足と、こちらをのぞきこんでいる茶々の顔が見える。出口付近に危険なからくりは仕掛けられていないようだ。

　黒麒に縄を引かれ、朱虎に支えられて、青蓮が隧道から這はい出ると、そこは先ほどと似たような壁へき画がのある墓道だった。

　明かりをかざすと、黄豹の言った通り、石いし畳だたみには楊貴妃と灰道士の足跡が続いていた。黄豹が隧道から出て来るのを待ち、松明を渡すと、四人と一匹ぴきはその足跡を辿たどって再び歩きだす。

　突とつ然ぜん、茶々が青蓮の肩の上で立ち上がった。朱虎が前方の闇やみを見つめ、多節鞭に手をかける。

「だいぶ時間を食っちゃったね。日暮れまであとどれくらいかな？」

「ここからでは日の光が見えないのでわからないが、そろそろだろう」

　答える黄豹も闇を凝ぎよう視ししていた。

「俺の腹時計によると、黄こう昏こんの初刻だ」

　黒麒が柳りゆう葉よう刀とうを抜いた。

「大した時計だねぇ」

　ブンと、朱虎の多節鞭が風を切った。同時に、闇の奥から四つの影かげが飛び出して来る。

　彼らは、身を沈しずめて金属の鞭むちをかわすと、一気に間合いを詰めてきた。黄豹が掲かかげる松明の明かりが、彼らの灰色の顔を映し出す。その目は明らかな殺気を放ち、こちらを凝視していた。

　街の無ぶ頼らい漢かんといった風ふう貌ぼうの男が大刀を振ふりかざして黒麒に打ちかかる。黒麒は左の籠こ手てで刃やいばを弾はじき返すと柳葉刀で突いた。しかしその一いつ瞬しゆん前に無頼漢は跳び退すさり、柳葉刀の刃は空を切る。

　黄豹に迫せまっていたのは、甲かつ冑ちゆうを着けた傭よう兵へいらしき男だった。長なが柄えの矛ほこを突いては引き、黄豹に剣けんを振るう隙を与あたえない。

　多節鞭を振るう朱虎には、胡服の男が鏢ひようを投げていた。朱虎がそれをよける間に、別の狗いぬが長ちよう槍そうを突き出す。

　生前の力を残し、意思と感情を持つ狗の動きは素す早ばやかった。闇の中に白はく刃じんが何本もの鋭するどい軌き跡せきを描えがき、刃が打ち合わされる度たびに火花が散る。

　その間、青蓮は三人の後ろで、真言を唱えていた。彼らが戦っているのは、青蓮に烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおを喚よぶ暇ひまを作るためだ。

「不ふ浄じようを清せい浄じようと化す烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。烈れつ火かをもたらしたまえ」

　右手を突き出し、黒麒の背中を透すかして手の平を狗たちに向ける。烏枢沙摩明王の浄じよう化かの炎は、殭キヨン屍シーだけを滅ほろぼし、人には害を与えない。

「オン、クロダノウ、ウンジャク──」

　右の前ぜん腕わんに環わを巻いたように彫ほられた青い睡すい蓮れんの花弁から、青白い炎が生まれた。炎は螺ら旋せんを描えがいて腕にまとわりつく。

「オン、シュリ、マリ──」

「伏ふせろ、青蓮！」

　真言の途と中ちゆうで、黒麒に押し倒たおされた。それまで青蓮がいた場所を、矢が通過したのはその直後だった。

「くそ、後ろを取られた」

　床ゆかに伏したまま、黒麒が矢の飛んできた方向を振り返る。

　青蓮は目だけを上げて黒麒の視線を追った。そこにいたのは、禁軍の甲よろいを着け、大弓を構えた長身の男だった。優やさしげだった美び貌ぼうが、今は凍こおりついたように冷たく、非情な狩かりゆ人うどの目で青蓮を見つめていた。

「花永さん……」

　彼は、四人と一匹が前方から来た狗と対たい峙じしている間に、後方から忍しのび寄っていたのだ。

「オレらに気配を気づかせないなんて、黒麒と花永ぐらいだよね」

　朱虎が背後に視線を走らせる。

　花永は、続けざまに矢を放った。それと同時に、黒麒は青蓮を抱かかえて転がり、矢が石畳にはね返る。

「立て！」

　黒麒に襟えり首くびをつかまれ、青蓮は引き起こされた。

「真言を唱えろ。矢は俺が防ぐ！」

　彼は、青蓮を背にして花永に向き直った。放たれた矢を黒くろ鉄がねの籠手がはじく。

（花永さんを……滅ぼす……）

　心臓がギュッと痛んだ。

「ふ、不浄を清浄と化す烏枢沙摩明王に願い奉る。蓮華よ、宝珠よ。烈火をもたらしたまえ」

　気合いが足りないまま、青蓮は右手を前に突き出した。その間にも、青蓮をかばう黒麒に矢は容よう赦しやなく襲おそいかかる。

「──オン、シュリ、マリ、ママリ、マリシュ──うわっ！」

　集中できず、横合いから突き出てきた長槍に思わず声を上げてしまった。その長槍は黄豹が剣で叩たたき切る。

「場所が悪いよ。挟はさみ撃うちだし、相手は五人だし、そのうちの一人は花永だし、青蓮、狙ねらい撃ちだし」

　青蓮に向かって突つき出された矛を多た節せつ鞭べんで叩き落としながら、朱虎が喚わめいた。

「私と朱虎で道を空ける。黒麒、青蓮を連れて次の十字路へ走れ！」

「了りよう解かい」

　黄豹の声に、黒麒が青蓮の手をつかんだ。彼は、飛んでくる矢を柳葉刀ではじき、黄豹が前方の狗の腹に剣を突き立てた隙すきを狙って飛び出した。青蓮に向かって長槍や矛を突き出そうとする狗たちの頭を、朱虎の多節鞭が殴おう打だする。なおも、追おうとする狗の背を黄豹が斬った。

　黒麒に手を引かれ、青蓮は狗たちの囲みを抜ける。松明の明かりは大して届いていなかったが、辛うじて前方に十字路を発見し、そこへ飛び込もうとした時、

「キキキッ!!」

　青蓮の首にしがみついていた茶々が、突然、金切り声を上げた。黒麒が青蓮を抱えて前方に大きく跳ちよう躍やくする。

「うわ──」

　黒麒の肩かた越ごしに、重い石いし壁かべが凄すさまじい勢いで落ちて来るのが見えた。

　ドーン！　と耳が痛くなるほどの重低音が轟とどろいた。

　青蓮は黒麒に抱えられたままドサッと床に伏す。

　パラパラと天てん井じようから小石が落ちてきた。その後は不気味なほどの静せい寂じやくに包まれる。

　恐る恐る目を開けたが、真っ暗で何も見えない。

「青蓮、無事か？」

「ぶ、無事です……黒麒は？」

「俺はどこも何ともねえ」

　黒麒が身を起こした。

「キーキー」

　茶々が『あたしも無事よ』とでも言うように、軽い声で鳴いた。

　青蓮も起き上がって辺りの気配を探さぐってみたが、壁の向こうの音は聞こえない。

「黄豹さんと、朱虎さんは、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」

　あちらには五人の狗がいる。打たれても斬られても死なず、痛みも感じない殭キヨン屍シーだ。しかもそのうちの一人は唐とうで一番の弓の名人である。いくら黄豹と朱虎が優すぐれた技量の持ち主でも、他ほかの四人の狗を相手にしながら、花永の矢をよけきるのは難しいだろう。

　助けたいが、声も聞こえないほど厚い壁にさえぎられていては、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎を喚よんでも届かない。

「あの二人のことだ。簡単に殺やられたりはしねえだろ」

　カチカチと闇に火花が散る。黒麒が火ひ打うち金がねを打ちつけて、火ほ口くちに火を点つけているらしい。

「そんな、他人ひと事ごとみたいに……」

「戻もどりたくても戻れねえ。壁落としってのは、そっから先に行かせねえためにあるんだぜ。壁を巻き上げる装置とか、迂う回かい路とかがそう簡単に見つかるわけねえだろ」

　荒あらい口調だった。彼も心配して苛いら立だっているのだ。

「取りあえず足あし跡あと通りに行く。そして楊貴妃を助け出す。で、灰道士の居場所を突き止めて決着をつける。元げん凶きようさえ消せばどうにかなる」

　火口の火を携けい帯たい用の小さな松たい明まつに移しながら黒麒は言った。

「それに、灰道士は、黄豹と朱虎をすぐには殺さねえだろ。あいつは大だい雁がん塔とうへ雷かみなりを落とせるぐれぇの術使いだ。殺す気なら、俺らが追いついた時点で殺っている」

「そうか──」

　彼の言葉で、青蓮はハッと気づいた。

（開け放たれていた陵りようの門……。数々のからくりが仕し掛かけられたこの陵へ誘さそい込んだのは、狗たちが目覚めるまでの時間を稼かせぐため……）

　──修ず法ほうを施ほどこす前に殺すわけにはいかぬゆえ。

　驪り山ざんで、灰道士は確かそんなことを言っていた。

「黒麒……。亡なくなった人を狗にすることはできないのだと思います。人という存在は、その人の〈識しき〉で成り立っていて、死ねば〈識〉が失われるので、意思や感情を持ち続けることができませんから……」

「つまり、灰道士は、俺らを狗いぬにするつもりで生け捕どろうとしてるってことだな」

　黒麒は石いし畳だたみを照らした。薄うすい埃ほこりの上には、狗たちのものと思われる足跡がいくつもあったが、注意深く見れば、何とか楊貴妃の小さな沓くつ跡あとが判別できる。

「とにかく、お前は全力で走ることに集中しろ。また妙みような敷しき石いしを踏ふんで仕掛けを発動されちゃかなわねえ。お前の〈識〉がどういう構造をしているのか知らねえが、そのどんくさ──」

　彼はそこでちらりと茶々に目を走らせ、「行くぞ」と、青蓮の手を引いて駆かけ出した。
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「さすがは飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こ」

　弓を構え、鏃やじりを黄豹の額に当てたまま、冷たい声こわ音ねで花永は言った。彼の背後には、五人のうちの三人の狗がそれぞれ脚あしを失ったり、胴どう体たいを切り離はなされたりして転がっていた。

「そうでもない。飛び道具に弱いのは致ち命めい的てきだ」

　壁に背をもたせかけて座りこみ、黄豹は淡たん々たんと応じる。その右みぎ肩かたと左ひだり腿ももには、深々と矢が突き刺ささっていた。鏃に殭キヨン屍シーの血が塗ぬられていたのだろう。顔には出さないが、右みぎ腕うでと左ひだり脚あしの疼とう痛つうだけでなく、悪お寒かんとひどい疲ひ労ろう感かんが黄豹を苛さいなんでいた。

「急所を避さけて、利きき腕うでを封ふうじるなんて、君ならではの技わざだね」

　黄豹の隣となりで、同様に壁かべ際ぎわに座りこみ、荒い息をつきながらそう言う朱虎の右肩にも矢が刺さっている。顔は青ざめ、額には冷や汗あせが浮ういていた。

　黄豹も朱虎も、それぞれの武器を取り落としていた。反はん撃げきの機会はありそうもなかった。

「で、花永。ここで止とどめを刺さないで、オレらを生かしておくのは何で？」

　軽い調子で尋たずねる朱虎に、「俺は十三の狗だ」と前置きし、

「もちろん、灰かい狗こう衆しゆうに加えるためだ。お前たちは十四、十五の狗になる」

　花永は何の感かん慨がいも示さず、氷のような眼まな差ざしを二人に注いだ。

　胡服を着た狗が、手にした剣けんの柄つか頭がしらで朱虎のこめかみを打った。彼は壁に背をもたせかけたままずるずると倒たおれ込む。

　花永が一歩退き、代わりに胡服の狗が黄豹の前に立った。横合いから迫せまってくる柄頭が白く塗られているのに目を留め、

（今け朝さ一番のおみくじでは、急がば回れ、白色が吉きち──だったな）

　黄豹はそんなことをぼんやり思い出していた。
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「広いですね……。いったいどこまで続いているのでしょう……」

　息を切らしながら、青せい蓮れんは黒こく麒きの後について墓道を走る。彼は青蓮の足に合わせてゆっくり走ってくれているようだが、それでもきつい。茶ちや々ちやが、少しでも軽くなるようにと気づかってくれたのか、肩かたから飛び下りて青蓮の足元を走る。

「さてな。秦しんの始し皇こう帝ていは都と同じぐらいの広さの陵を造ったから、則そく天てん武ぶ后こうもそのくらいのことはやったんじゃねえか」

　答える黒麒はもちろん平然としている。

「都と同じ……」

「で、始皇帝陵りようもここと同じでいろんな仕掛けがあって、墓室には未いまだに誰だれも近づけねえ。則天武后は始皇帝陵を真ま似ねたんじゃねえかと思う。あの落とし穴とか、吊つり天井とか」

「見てきたようなことを言いますね──って、もしかして、始皇帝陵、見てきたとか？」

「………………」

　青蓮の問いに、黒麒は答えなかった。多分、見てきたというか、盗とう掘くつに入ったのだろう。

「キィ～？」

　茶々も目をすがめて黒麒を見上げる。

「うるせえ、クソ猿ざる。てめえにとやかく言われたかねえよ」

「キーキキキー」

「お前だって、則天武后の陵の在あり処かを知ってたじゃねえか」

「キキッキー、ウッキー」

「ああ、そうだよ。俺は前に、始皇帝陵へ忍しのび込んで、墓室まで行けなかったんだよ」

「キ～」

　何となく話が通じているらしい。〈識〉の有り様が近いのだろうか。

「もう、足跡がはっきりしませんが、この道で間ま違ちがいないのでしょうか」

　青蓮は不安になってきた。黒麒の手にある松明は、墓道の前方を照らしているが、ここまで奥深くなると埃すら届かないらしく、楊よう貴き妃ひの沓くつの跡あとも定さだかではなくなっている。

「この墓道は、緩ゆるやかに下へ向かって傾けい斜しやしている。それに、この壁へき画が──」

　と、黒麒は松明を壁に向けた。極ごく彩さい色しきの壁画は、風景よりも人物が多くなっていた。

「墓室に近い場所には、自分の功績やら、思い出に残ったできごとなんかを壁画に残すやつが多いんだ。少なくともこの先が地下宮城であることは間違いねえ」

（始皇帝陵だけではなくて、あちこち盗ぬすみに入ったのですね）

　とても心強い。

「だが、問題はその先だ」

　道なりに角を曲がると、黒麒は足を止め、松明を掲かかげた。

「…………すごい」

　青蓮は黒麒の隣に立ち、突とつ如じよとして目の前に広がったその光景を見て目を瞠みはった。

　一番手前にそびえ立っていたのは、巨きよ大だいな城門だった。長ちよう安あんの太たい極きよく宮きゆう承しよう天てん門もんに酷こく似じしている。

　小さな松明の明かりは、その全容を照らすことはできないが、少なくとも、この空間は、承天門の城じよう楼ろうが収まるほどの高さがあるのだ。

「この分じゃ、実際の宮城のように、門の奥にはいくつもの宮きゆう殿でんが造られているんだろう。そのどこに楊貴妃や灰かい道どう士しがいるんだか──」

　黒麒はぼやきながら、再び駆け出した。

　門を抜ぬけると、さらにまた門があり、その向こうに鐘しよう楼ろうと鼓こ楼ろうらしき建物が見える。黒麒の言う通り、地上の宮城と同じ造りだ。鐘楼と鼓楼の間の門を抜けると白い砂が敷しかれた広場だった。とても広い。現皇こう帝ていが住む興こう慶けい宮きゆうにもこのような広場があり、諸しよ侯こうや百官が集まるような儀ぎ式しきが行われるそうだが、則天武后も、不老不死の霊れい薬やくが作れなかった場合、殭キヨン屍シーに身を堕おとして、ここで儀式を行うつもりだったのだろうか。

　広場の奥は、何十段もありそうな石の階段だった。松明の明かりが届かないため、左右の幅はばはわからない。

　階段を上がると、二層の壮そう麗れいな宮殿が目に入った。太い朱しゆ塗ぬりの庇ひさし柱ばしらが何本も立ち、穹きゆう窿りゆう状の大きな扉とびらがいくつも並んでいる。庇ひさしには、雅みやびな意い匠しようの銅製の釣つり灯どう籠ろうが下がっていた。扉にも壁かべにも精せい緻ちな模様が彫ほられている。正せい殿でんだろう。

「この中を捜さがすだけでも相当な手間がかかりそう。なのに、この後ろにはさらに内朝や後宮があるわけですね……」

　青蓮は正殿を見み渡わたした。しらみつぶしに捜していたら、どれほどの時間がかかるのか。

「後宮はねえだろ。女じよ帝ていに妃きさきはいらねえ」

　黒麒がぼそっと言った。妙なところが鋭するどい。

「とにかく行くぞ」

　彼は、正殿の正面の扉に向かって歩きだし、突とつ然ぜん、ハッと振ふり返った。

　青蓮の背中に熱い衝しよう撃げきが走ったのはその直後だった。その勢いに負けて、青蓮は石の床ゆかにうつ伏ぶせに倒れ込む。

「キーッ！」

　茶々が駆け寄ってきた。

　青蓮には何が起こったのかよくわからなかった。起き上がろうとしたが、右腕に力が入らない。振り返ると右みぎ肩かたに矢が突つき立っている。

　何とか上半身を起こし、青蓮は愕がく然ぜんとした。黒麒の右肩にも矢が刺ささっていたからだ。

「こ、黒麒……」

　彼は、持っていた松たい明まつを階段の下へ放ほうると、唇くちびるに人差し指を当て、三つほど向こうの庇柱を指さした。黙だまって隠かくれていろ、の意だ。

　青蓮はうなずくと、這はうようにしてその柱の陰かげに身をひそめる。

　茶々が青蓮の膝ひざの上に立ち、矢が突き立っている右肩にそっと手を当てた。

　痛みは激しく、体がひどくだるかった。矢傷から法力が抜けていくような感じもする。

（鏃やじりには殭キヨン屍シーの血が……）

　烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおは、右みぎ腕うでの入れ墨ずみから生まれる。法力が集まらなければ炎は喚よべない。

　黒麒の様子をうかがうと、彼は右肩の矢を自分で抜いているところだった。腕を伝って、指先から血が滴したたり落ちる。矢を投げ捨て、柳りゆう葉よう刀とうを抜くと左手に持ち替かえた。正面の庇柱の裏に背をつけ、顔を階段の方角に向けて身構える。

　松明は階段の中なか程ほどで燃えているらしく、弱い明かりが、彼の顔を照らす。眉み間けんには深い皺しわが寄り、息は荒あらく、苦しげだ。

　ふと、砂じや利りを踏ふむ音が青蓮の耳に微かすかに届いた。じっと耳を澄すませる。

　茶々が指を二本立てた。二人の狗いぬがやって来ると言いたいのだろう。

（そのうちの一人は、きっと花か永えいさん……）

　弓のことは詳くわしくないが、階段の上にいる自分たちを射るなら、広場の向こうの城楼からでなければ無理だ。そこから正確に利きき腕を射られるのは彼しかいない。

（彼を、滅ほろぼさなければ……）

　そう考えた途と端たんに、心臓がギュッと縮んだ。

　しばらくすると、松明の明かりの中に、階段を上がってくる花永の姿が入った。彼は大弓を構え、三本の矢をつがえていた。鏃は黒麒が隠れている庇柱の方に向けられている。彼の後ろには剣けんを手にした胡服の狗が一人、つき従っていた。

　階段を上りきると、花永は立ち止まった。

「おとなしく投降しろ。左手では刀を振るえまい」

　弓を構えたまま、彼は言った。冷たい目が庇柱を透すかして黒麒を見み据すえる。

「そこの柱の陰にいる小こ僧ぞう」

　青蓮はびくっと身をすくませた。

「下へ手たな真似をすればこの男の命はない。もっとも右腕がそれでは、術は使えないだろうが」

　その声に、黒麒が青蓮を振り返る。青蓮は定印を結んで小さくうなずいた。光こう明みよう真しん言ごんなら唱えられると伝えたのだ。

「黄こう豹ひようと朱しゆ虎こはどうした」

　獰どう猛もうな気配を隠そうともせず、黒麒は柱に背をつけたまま怒ど鳴なった。

「すでに捕とらえた」

　予想していたこととはいえ、花永の答えに青蓮は息を吞のみ、黒麒はギリッと歯がみした。

「二人はどこだ。灰道士は、楊貴妃は──」

「それは教えられない。だが、投降すれば行き先は同じだ。刀を捨てろ」

　黒麒はしばしの逡しゆん巡じゆんを見せ、やがて「……わかった」と、柳葉刀を放ほうり、庇柱の陰かげから出た。

　それでも花永は、三本の矢をつがえた弓を下ろさなかった。代わりに胡服の狗が剣を鞘さやに収め、縄なわを取り出して黒麒に近づく。狗は途と中ちゆうで柳葉刀を階段の方へ蹴けり飛ばした。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。光をもたらしたまえ」

　花永の注意が黒麒に向いている間に、青蓮は柱の陰で定印を結び、目を閉じて小声で真言を唱える。

　狗が黒麒の後ろに回った。縄をかけようと腕を開いたその瞬しゆん間かん、黒麒は狗の腹に肘ひじをめりこませ、身をひねりながらその腕を取って狗の背後に回り込む。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて放たれた花永の矢は、黒麒の耳の横をかすめ、正殿の扉に突き立った。続けざまに放たれた二の矢、三の矢を、黒麒は胡服の狗の体を盾たてにして受ける。

「キッ！」

　茶々が短い声を上げた。『今よ！』の意だ。

「──ジンバラ、ハラバリタヤ、ウン！」

　花永が矢を継つぐ間に、青蓮は定印を解き、歯を食いしばって痛みをこらえ、右の手の平を花永の方へ突き出した。殭キヨン屍シーの力を削そぐ光明の光が、花永と、胡服の狗に辛かろうじて届く。

　宿しゆく業ごうを取り除き、死者を浄じよう土どへ送る光明真言は、殭屍の不死身の力を奪う。

　黒麒は、狗を石の床へ放ると、その腹に左の拳こぶしを打ち下ろした。狗の体が砂に変わっていく様を見届けるまでもなく、黒麒はタンと跳ちよう躍やくして花永の弓を蹴り落とす。

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ花永を横目に、黒麒は柳葉刀を拾うとその切っ先を花永の顔に突きつけた。

「黄豹と朱虎は──灰道士はどこだ」

　低く、恫どう喝かつするような声で黒麒は尋たずねた。

「黄豹……朱虎……、俺は……」

　花永の優やさしげな美び貌ぼうが、泣きそうに歪ゆがんだ。

「……滅ぼしてくれ」

　悲痛な声だった。青蓮の胸が痛む。

「あいつらの居場所を言ったら滅ぼしてやる」

「楊貴妃様と灰道士は甘かん露ろ殿でんに……。黄豹と朱虎は……」

　花永が言いかけた時、青蓮は唐とう突とつに灰道士の〈識しき〉の気配を感じた。

「黒麒！　灰道士が〈識〉を送って──」

　花永が一歩踏み出したのは、青蓮の声とほぼ同時だった。柳葉刀の切っ先が花永の頰ほおを裂さいたが、彼は構わずに、両手で黒麒の左ひだり腕うでをつかむと、グッと引き寄せ、背に負って投げ飛ばした。カランと硬かたい音を立てて、柳葉刀が石の床ゆかに落ちる。

　すでに花永の表情は、冷たい狗のものに変わっていた。灰道士の〈識〉が光こう明みよう真しん言ごんの効果を相そう殺さいしているのだ。

「あまねくこの世を照らす──」

　青蓮はもう一度光明真言を唱えようとしたが、右腕に法力が集まらない。

「くそっ」

　黒麒は床の上で半回転しながら、素す早ばやく柳葉刀を拾ったが、その時にはすでに、花永は弓に矢をつがえて黒麒の眉間に狙ねらいを定めていた。

　右肩に矢が刺さり、羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされた黒麒の動きが普ふ段だんよりも鈍にぶかったこともあるが、花永があまりにも俊しゆん敏びんなのである。

「その体で、ここまで抵てい抗こうするとは見事だ。だがこれまでだ。悪いが足を封ふうじさせてもらう」

　花永は、弓の狙いを黒麒の腿ももに移した。

「だめか……」

　青蓮が悄しよう然ぜんとつぶやいた時、

「ギーッ!!」

　目にも留まらない速さで、茶々が花永の顔に飛びかかった。放たれた矢は、黒麒の足元の床にはね返った。

　茶々は、バリバリッと凄すさまじい勢いで花永の顔を引っ搔かくと、そのまま小さな手を花永の頭に回し、ピタッと顔に張りついて彼の視界をさえぎった。

「青蓮、来い！」

　黒麒は青蓮の手をつかむと、正せい殿でんの扉とびらを開けて中に飛び込んだ。茶々が来るのを待って扉を閉め、閂かんぬきをかける。途端に視界が闇やみに閉とざされた。ガタガタと、扉の向こうで取っ手を揺ゆらす音がする。

　黒麒が「こっちだ」と、青蓮の手を引いた。

「正殿の造りなんて、どこもそう変わらねえだろ」

　手て探さぐり足探りで黒麒はどこかの部屋に入った。そこで火ひ打うち金がねを鳴らし、火ほ口くちの火を、手近にあった燭しよく台だいのろうそくに移す。

　朝議の際に、則天武后が休きゆう憩けいするつもりで造った部屋だろうか、豪ごう華かな造りの部屋が照らし出された。

　黒くろ塗ぬりの柱には黄金の透かし彫ぼりの装そう飾しよくが施ほどこされ、壁かべには四季の風景が刺し繡しゆうされた織物が貼ってある。天てん井じようには青空を舞まう天てん女によの姿が描えがかれ、床に敷しかれているのは、西域から取り寄せたと思われる厚手の絨じゆう毯たんだ。

「見つかるのも時間の問題だが、取りあえず矢を抜ぬく。そこへ座れ」

　黒麒に言われるまま、青蓮は絨毯に端たん座ざした。彼は、青蓮の右みぎ肩かたに刺ささっている矢の周囲の服を破くと、矢や柄がらを握にぎる。それだけで疼とう痛つうが激しさを増し、青蓮は小さな悲鳴を上げた。

「歯を食いしばれ」

　彼はもう片方の手を、青蓮の背中に添そえて、グッと矢を引いた。

「っつ──！」

　ゴリ、という不気味な感かん触しよくとともに脳天に雷かみなりでも落ちたかのような痛みが全身を走った。目の前が一いつ瞬しゆん暗くなる。

　がくっと左手を床につき、青蓮は喘あえいだ。これを自身で行った黒麒はすごい。

「……灰色の痣あざができた時も痛かったですが……これはまた格別ですね……」

「矢傷に、羅刹の呪いが加わっているからな」

　黒麒は、腰こしに下げた小こ袋ぶくろからあらかじめ膏こう薬やくを塗ぬった布を取り出し、青蓮の傷に貼った。危ない橋を何度も渡わたってきた元お尋ね者は、準備がいい。

　青蓮は、その間に結けつ跏か趺ふ坐ざし、法力を全身に巡めぐらせて羅刹の呪いを解くと、さらに薬やく師し如によ来らいの真言を唱えて痛みを取る。

　破いた服の切れ端はしを肩かたに巻いてもらうと、今度は青蓮が黒麒の手当てに取りかかる。

　黒麒が絨毯に胡座あぐらをかき、青蓮はその傍かたわらに膝ひざをついて、彼の黒い単衣ひとえの片かた肌はだを脱ぬがせた。矢傷の周囲が、灰色に変じ、じわじわと少しずつ面積を広げていた。

「僕も、羅刹天の修ず法ほうに使う供く物もつを持ってくればよかったです」

　青蓮は、黒麒の肩に膏薬を貼りながら言った。

　この灰色の痣が、頭部のすべてを覆おおえば、一度死んで殭キヨン屍シーとして蘇よみがえる。また、痣がある間に死んでも殭屍になってしまう。その前に灰道士に捕つかまって、狗いぬにされるだろうが──。

「五穀やら酒やら香こうやら、供物なんかじゃらじゃら腰に下げてたら歩けねえだろ。ただでさえどんくせえ──」

　黒麒は言いかけて、口をつぐむ。茶々が剣けん吞のんな顔で睨にらんでいたからだ。

「二、三日は保もつだろうから、慌あわてることはねえ」

「でも、痛むでしょう？」

　青蓮は、袍ほうの袖そでを破いて細く裂き、包帯を作った。

「三度目だが、この痛みには、なかなか慣れねえな。ま、痛いてぇのは生きてる証しよう拠こだ。死なねえようにせいぜい注意するさ」

　黒麒は苦く笑しようし、ふと真顔になる。

「もしも俺が、ヘマをやって殭屍になっちまったら、迷わずに滅ほろぼせ」

「…………はい」

　正月に黒麒が最初に殭屍に嚙かまれた時から、彼はそう言っていた。

　逆に、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵舎で修法の途と中ちゆうに、青蓮が羅刹の呪いに冒された時は、青蓮が彼に首を刎はねてほしいと頼たのんだ。

「でも……狗に──意思のある殭屍にされたら……」

　滅ぼしてくれと、哀あい願がんする花永の顔が、青蓮の脳のう裏りに映る。その顔に、死にたくないと泣いていた白はく琳りんの顔が重なった。

「先ほどの花永さんの様子を見ると、灰道士は狗たちに術をかけて、従わせているようです。だから、光明真言で、一時的にでも人であった時の記き憶おくを取り戻もどさせて、それを何度か繰くり返していけば、やがては以前の人ひと柄がらを取り戻すのでは……」

　黒麒の肩に、袍の切れ端で作った包帯を巻きながら、青蓮は言った。

「つまり、狗は滅ぼしたくねえってか？」

「人と狗との違ちがいが、僕にはよくわからないのです。日の下に出られないからと言って、滅ぼしていいのか……」

「人の血をすする。そして羅刹の呪いをばらまく」

「この地下宮城で、ひっそりと生きていくことはできないでしょうか。食事が他ほかの生き物の血でもいいなら……、普ふ通つうの人間と変わりありません」

　包帯を結び、青蓮は黒麒の肩に手を置いた。

「もしもあなたが狗になってしまっても……僕にはきっと……滅ぼせない……」

　黄豹や朱虎が狗になってしまっても、多分、滅ぼすことはできないだろう。花永も──。

「で、死なねえ体で、永遠に独りぼっちでいろと？」

　黒麒の眉み間けんにグッと皺しわが寄る。

「冗じよう談だんじゃねえぞ。俺は、かわいい嫁よめさんをもらって、八人ぐれえ子どもを作って、その子どもらに、いい加減にくたばれクソ爺じじいと憎にくまれ口を叩たたかれるぐれえ長生きして、布ふ団とんの上で、孫やひ孫に囲まれて死ぬと決めているんだ」

　彼はブツブツ言いながら、黒い単衣ひとえに袖を通した。

「ごく普通の家庭ってのを味わいたいんだよ」

　七歳で二親を亡なくし、その後、強ごう盗とう団のような隊商に加わって旅をしていた彼は、そう言って、淡あわい笑えみを浮うかべた。

「八人の子どもが、みんな黒麒にそっくりだったら、奥さんが大変そうです」

　青蓮もつられて微笑ほほえんだが、彼の少年時代の暮らしぶりを思うと少し切なかった。しかも、彼から家庭を奪うばったのは、他ならぬ自分だ。

「薬やく師し如によ来らいの小しよう呪じゆを唱えておきますね。血止めぐらいにしかなりませんが」

　青蓮は、黒麒の前で結けつ跏か趺ふ坐ざし、真言を唱えた。

　彼は右肩を回し、「楽になった。この分なら柳りゆう葉よう刀とうが使える。今度は負けねえ」と言って立ち上がり、青蓮の頰をつまんで引っ張った。

「その顔。また何か余計なこと考えてんだろ。俺が普通の親父おやじになったら悪いか？」

「いたた、黒麒、痛いです。いえいえ、黒麒はいいお父さんになると思います」

「キキッ！」

　茶々が黒麒の腕うでに飛びかかり、彼はさっと手を引っ込める。

「確かに、俺はこれまでまともな暮らしをしてこなかったし、そのせいで普通ってやつに憧あこがれるのかもしれねえが、それはお前とは関係ねえ。普通を目指そうと決めたのは俺自身だ」

　彼は穏おだやかに、けれどきっぱりと言った。青蓮の気持ちを察して、慰なぐさめてくれているらしい。

「何を望むかなんて人それぞれだし、それは自分で決めることだろ？」

「…………はい」

　何を幸福と思うか、生きる上で何を大切にするか、人によってそれぞれ異なるし、きっかけやそれまでの経けい緯いはともかく、最終的に自分がどうありたいか、決めるのは自分自身だ。それはわかる。

「白琳には可哀かわい想そうなことをしたと思う。だが、あの子は狗ってのがどういう生きものなのかわかっちゃいなかったし、わかる前に、完全に灰道士の手て駒ごまにされちまっていた」

「まだ子どもでしたから……」

「わかっていたら、白琳だって命いのち乞ごいなんかしなかったと思うぜ」

「……そうかもしれません」

「俺は狗になんかなりたかねえ。たとえ、灰道士の術から逃のがれて、自分の意思で生きることができたとしてもだ。花永もきっとそう思っているはずだ。俺はやつの望みを叶かなえてやりたい」

　黒麒は、扉とびらをほんの少し開けて、外の気配をうかがう。殿でん舎しやにはいくつかの足音が微かすかにこだましていた。こちらの居場所に気づいてはいないようだ。

「灰道士は甘かん露ろ殿でんにいると、花永は言っていたな」

「ウッキー」

　茶々が先に扉からすり抜ける。

　黒麒は燭しよく台だいを手に取り、「行こうぜ」と、もう片方の手で青蓮の右手をつかんだ。

　彼に手を引かれて走りながら、青蓮は、つかまれた右手に目を落とす。

　この小休止で、法力が少し回復してきた。今度は烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおを喚よべるかもしれない。

　──何を望むかなんて人それぞれだし、それは自分で決めることだろ？

　黒麒の言葉を青蓮は反すうする。青蓮自身、狗になりたいとは思わない。人として生き、僧そうになって罪を償つぐないたい。もしも狗にされてしまったら滅びを願う。

（けれど、この手で誰だれかを滅ぼすのは……）

　青蓮は唇くちびるを嚙みしめる。脳裏には、白琳の泣き顔と、花永の穏やかな笑顔と、十年前に鬼おに火びを喚んで故郷を焼いた時の光景が、次々と浮かんでは消えていた。
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　水が滴したたる音で、朱虎はふと目を覚ました。覚かく醒せいと同時に右みぎ肩かたの疼とう痛つうが蘇る。

「いったー」

　起き上がろうとして、手首と足首が縛しばられ、寝しん台だいの四よ隅すみに繫つながれていることに気がついた。

「あらら」

　肩の矢は抜ぬかれているが、包帯が巻かれているわけでも、膏こう薬やくが貼はってあるわけでもない。それ以前に、上半身に何も着けていない。

　朱虎は、左手の親指の関節を外し、縄なわ抜ぬけを試みながら部屋を観察する。

　頭の方角で、赤々と火が燃えていた。足を向けている方の壁かべに、それが炉ろ壇だんであることを示す影かげが映っている。炉壇の周囲には小こ鉢ばちが並べられているようだ。

　その壁にも天てん井じようにも、曼まん荼だ羅らによく似た絵が一面に描えがかれていた。円と方形とを組み合わせた図の中に、人物が行ぎよう儀ぎよく並んで趺ふ坐ざしているのだが、曼荼羅と異なるのは、その人物画が仏や菩ぼ薩さつではなく、恐おそろしげな顔をした魔ま物ものであることだ。

　首を巡めぐらせると、隣となりで横たわっている黄豹の姿が視界に入った。目を閉じ、自分と同じく半はん裸らで、手足を寝台の四隅に縛りつけられている。

　その肌はだは、赤々とした炎の下でもわかるほど青白い。灰色でなくてよかったが、寝台がぐっしょりと血で濡ぬれている。この位置からでは見えないが、肩の傷だけでなく、腿ももの傷からも出血しているらしい。

「黄豹、生きてる？」

「ああ」

　薄うす目めを開けて、彼が答えた。先に目覚めていたらしい。元気な時でも淡たん々たんとしているので、どの程度の体調なのかわかりにくいが、その目にはまったく生気がない。

「ここはどこだろうね。明らかに、今から修ず法ほうをしますよ～、って感じの部屋なんだけど」

　朱虎はその間にも、左手首の縄抜けを試みる。利きき手の右ならば、楽に縄から抜けられるのだが、右肩の傷のせいで指がうまく動かなかった。

「地下宮城内の寺か道観か──。今から修法をされるのだろう」

　薄うすく開けた目を一点に据すえたまま、彼は答えた。目を動かすのもだるいらしい。

「黒麒と青蓮、大だい丈じよう夫ぶかな。青蓮がすんなり烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの術を使えればいいけど、花永に追われるとやっかいだよね。ってか、その前にまた落とし穴にはまってそうな気もするし」

「あの二人はまだ捕とらえられていない」

「そう」

　なぜわかるのかと、朱虎は訊きかなかった。黄豹はおみくじを引こうが引くまいが、優すぐれた洞どう察さつ力で、状じよう況きようを把は握あくし推理する。それが外れることは滅めつ多たにない。彼が捕らえられていないと言うなら、その通りなのだろう。

「考えてみれば、オレらがまだ狗いぬじゃなくて、ここへ放置されてるのは、灰道士に手が離せない事情があるからだもんね。手が離せない事情って、あの二人のこと以外に考えられないし」

　朱虎はそこで、黄豹から視線を外し、天井を眺ながめる。曼荼羅に描かれた魔物の多くは、象や牛や馬の顔をしていた。人の顔をしているものもあったが、牙きばが生えていたり蛇へびの尾おを持っていたりした。西域の古い神々を曼荼羅風に描いたのかもしれない。中央に描かれている宝ほう冠かんをかぶった女性は美しかったが、肌が灰色だ。則天武后が、狗になった自分を描かせたのだろうか。

「狗にされると記き憶おくがなくなるんだよね。それって嫌いやだな。人の血をすするのも嫌だけど」

　朱虎はぼやいた。灰道士が何をたくらんでいるのか大した興味はないし、それによって皇太子と楊よう宰さい相しようと安あん禄ろく山ざんとの三すくみがどちらに傾かたむこうと知ったことではないし、狗にされたらされたで構わないが、記憶は失いたくない。

　記憶は、ある意味自分自身だ。いくら意思や感情があっても、これまで自分が歩んできた道や、積み上げてきたものを忘れてしまったら、自分とは言えない気がする。

「なぜ逃にげなかった？」

　唐とう突とつに問われ、朱虎は黄豹に目を戻もどした。彼は相変わらず虚こ空くうを見つめている。

　いつのことを言っているのか──朱虎はしばらく考え、花永に矢を射られた時のことだと思い当たる。朱虎は肩に傷を負っただけだったので、逃げようと思えば逃げられたのである。

「逃げ切れないと思ったから」

　説明するのが面めん倒どうだったので、取りあえずそう答えた。

「一度退いて、黒麒や青蓮と合流するという選せん択たく肢しはなかったのか？」

「──そういえばそうだね」

　朱虎は、今初めて気がついたというようなふりをした。

「お前が、あの二人と合流していたら、勝率が三割ほど上がったものを」

「そうだねー、ごめんねー」

　朱虎は笑った。

　そんなことは十分わかっていた。けれど、黄豹の言う勝率というのは、あくまでも灰道士組対青蓮組のことであって、黄豹の命を犠ぎ牲せいにすることを前提としている。

（足を射られた君を置いて行けなかった──何て言えないもんね）

　クソがつくほど真ま面じ目めで、職務に忠実な彼にそんなことを言えば怒おこられる。彼が怒ると結構怖こわいのだ。顔には出ないが──。

「時々、お前が何を考えているのかわからなくなる」

　黄豹は浅い溜ため息をついた。

「オレ？　オレは何も考えていないもの。せいぜい、茶々姫ひめが早く助けに来てくれないかなーとか、来てくれたら眠ねむってるふりして、驚おどろかせちゃおうかなーとか、その程度」

「お前は、こんな場所で、私と心中するわけにはいかないだろうに」

「捕つかまっちゃったんだもの。しょうがないじゃない」

「生き延びて、安禄山将軍に伝えることがあるのではないか？　私たちが羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てようとしていることや、灰道士が羅刹の血に代わるものを手に入れたらしいこと。楊貴妃様が拐かどわかされたこと──」

「へ──？」

　朱虎はわざと目を瞬またたいてみせた。

「何でオレが？」

「お前は、安禄山将軍から送り込まれた間かん諜ちようだろう？」

　黄豹にそう言われ、朱虎はしらばっくれようか、それとも真実を告げようか逡しゆん巡じゆんした。

　普ふ段だんなら迷わずにごまかす。しかし、彼とまともに話せる機会はこれが最後なら──。

「──なんだ、知ってたんだね」

　朱虎は微び苦く笑しようを浮うかべた。

　表向きは、志願兵だった朱虎は、安禄山の部隊に配属され、三年前、彼とともに参朝し、皇こう帝ていに見み出いだされて飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんに配はい置ち換がえになった、ということになっている。しかし、裏の事情は、朱虎は、高こう力りき士しに間諜として雇やとわれ、最初に安禄山の部隊に配属された。そして安禄山の信しん頼らいを得た朱虎を、三年前に高力士が呼び戻し、情報操作をする目的で、安禄山との連れん絡らく役に使っていた。そこまでは、黄豹も知っている。

　けれどそれ以前に、実は朱虎は志願兵ではなく、最初から安禄山の部下だった。

　つまり、朱虎は二重に間諜を務めていたのである。

「でも、今いま頃ごろ何でそんなこと言い出すの？　今まで一言も口に出さなかったのに」

「お前が逃げずに、私と一いつ緒しよに捕まったわけが解げせないからだ。わからないまま記憶を失ったり滅ほろぼされたりしたら、心残りで成じよう仏ぶつできない」

（だからー、歩けない君を置いて行けなかったからだよ）

　正体がばれたらばれたで、やっぱり言いにくい。おかげで、殭キヨン屍シーは仏になれるのかと、突つっ込めない。

「羅ら刹せつ天てん像ぞうなしで、どうやって狗を作るのか知りたかったからだよ」

　仕方がないから、そう答えた。言い訳としてはかなり苦しい。

「お前は、安禄山将軍が狗にされることを恐れているのか？」

　黄豹は勝手に深読みしてくれた。

「まあね。将軍は号令一つで二十万の兵を動かせるもの。灰道士にしてみれば、将軍と手を組んで兵を一人一人狗にするより、将軍を傀かい儡らいにする方がずっと効率がいいじゃない？　灰道士の本当の目的とかその方法とか、ちゃんと調べるのがオレの務めかなーと」

「調べ上げても、お前自身が狗にされたら意味がないだろうが」

「そこは、茶々姫ひめと青蓮と黒麒の活かつ躍やくを期待しているんだ」

　朱虎は軽く笑った。

「それでもやはり、お前の考えていることはわからない」

　黄豹が生気のない目をこちらへ向けた。

「お前は禁軍兵として、常に力を尽つくしていた。安禄山将軍の間諜が、朝ちよう廷ていのためにそこまでするのかと何度も思った。なぜだ？　正月に飛龍禁軍の兵舎が殭キヨン屍シーに襲おそわれた時もそうだ。安禄山将軍の間諜ならば、そこで羅刹天像を持って、将軍の所へ走ったはずだ」

（あの時も、君や飛龍禁軍の連中が殭屍に嚙かまれて、あのままじゃ殭屍になってしまうと思ったから……）

　とは、何となく言いにくい。

「オレは別に、安禄山将軍に天下を取らせたいわけじゃないんだ」

　国がどうなろうと、誰だれが天下を取ろうと、知ったことではない。だから二重に間諜などという卑ひ怯きような真ま似ねを平然とやれる。

「ただ、戦いくさにならないといいなーとは思ってるよ。犬さんや猫ねこさんや鳥さんや栗鼠りすさんやお猿さるさんたちが、とばっちりを食ったら可哀かわい想そうだもの」

「……質問の答えになっていない」

「オレの方こそわからないよ。オレが間諜だと知っていて、何でこれまで極ごく秘ひ任務に同行させたのさ。今回の羅刹天像を捨てに行くのもそうだけど──。オレから安禄山将軍に情報が漏もれるとは思わないの？」

「おみくじで……」

　言いかけて、黄豹の目がゆっくりと閉じる。

「ちょ、ちょっと！　黄豹！」

　まさか死んだのではと、朱虎は慌あわてた。その拍ひよう子しに、左手の親指がゴキッと音を立て、縄なわから手首が抜ぬける。

「いたた」

　朱虎は顔をしかめながら、右手首の縄も解ほどいた。横目で見ると、黄豹の胸は激しい上下動を繰くり返していた。死んではいないが重じゆう篤とくだ。

　起き上がると、黄豹の寝しん台だいの下に血溜まりができているのが目に入った。先ほどから聞こえていた水音は、血が滴したたる音だったのだ。

「やばいかも……」

　両足の縄を解き、黄豹に駆かけ寄ると、その縄で彼の腿ももの付け根を縛しばった。さらに、炉ろ壇だんに供えられていた酒を傷口にふりかける。

　黄豹の両手両足の縄を解くと、朱虎は彼の腕うでを肩かたに回して担かついだ。

（まったく、何をやってるんだろうね。オレは──）

　黄豹の言う通り、安禄山の間諜がすべきことではない。

（飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こと、二人ひと組で呼ばれるのが、結構、心ここ地ちよかったからかも）

　と、朱虎は自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。

「茶々姫ひめ～、青蓮～、黒麒～、早く来て～」

　矢傷と羅刹の呪のろいのせいか、ひどく重く感じられる黄豹を肩に負い、朱虎は歩きだした。




　　　　[image: ]




　黒麒に手を引かれ、青蓮は殿でん舎しやの回かい廊ろうを走る。

　心臓の音が、うるさいほど耳に響ひびいていた。走っているせいもあるが、それ以上に、次に花永に会ったら決着をつけなければならないという重圧感が青蓮にのしかかっていた。

　しかし矢は飛んで来ない。彼はまだ正せい殿でんの中で青蓮たちを捜さがしているのだろうか。

　殿舎の角を曲がると、黒麒が、柱の陰かげに飛び込み、青蓮を背中側に引き込んだ。

「嫁よめさえいいと言ってくれるなら、狗いぬになって、ここに住んでもいいかって気になってきた」

　黒麒がつぶやいた。

「いきなり何です……」

　彼の脇わきから顔を出し、青蓮は眼前に広がった光景に目を瞠みはる。

　そこは、地下とは思えないほど、壮そう麗れいな庭園だった。最初に通った南庭ぐらいの広さがある。

　手前には、瓢ひよう簞たんの形をした池が設けられ、亀かめを模した岩の小島が浮いていた。小島には瀟しよう洒しやな四阿あずまやが建ち、岸辺には小こ舟ぶねが寄せられている。

　池の対岸には、華か麗れいな浮き彫ぼり装そう飾しよくがされた太い石柱が何本も立っていた。この巨きよ大だいな空間の天てん井じようを支えているのかもしれない。それらの柱の根元で、何本ものかがり火が焚たかれ、池の黒い水面に、炎ほのおを映していた。

　柱の向こうには、いくつもの巨きよ岩がんがほどよい間かん隔かくで配置され、宝玉の原石なのか、炎の明かりを照り返して、色とりどりの輝かがやきを発している。

　それらの輝く岩の間には、梅の木が植えられ、金色の花をつけていた。日の差さないこの地下では、樹木が育たないため、金きん箔ぱくを花の形に抜いて枝に貼はったのだろう。それら黄金の花もまた、かがり火を照り返して、煌きら々きらしく輝いていた。

「で、甘かん露ろ殿でんってのはどれだ？」

　油断なく背後の気配に目を配りながら黒麒が言った。

　正殿の回廊から渡わたり廊ろう下かが左右に伸のび、庭園を囲むように立っている他の殿舎につながっていた。かがり火の明かりが届かないため、遠くまでは見通せないが、黄金の梅林の奥にも殿舎の影かげが並んでいる。

「キーキキキー」

　茶々が何か言って、青蓮の衣ころもを引っ張った。

「甘露殿がどれかわかるの？」

「ウッキー」

　わかるらしい。

「茶々、この陵りようの場所を知っていたよね。もしかして、前にこの地下宮城に来たことがあるの？」

「ウッキー。キキッキーキー」

　茶々は、合がつ掌しようしたのち、自分の頭や顎あごを撫なでた。

「三さん蔵ぞうと来たことがあるのか？」

　黒麒の問いに、彼女は大きくうなずいた。やはり黒麒は猿語を理解するらしい。

　それにしても、いつ、何のために三蔵はこの地下宮城へ来たのだろう。青蓮が三蔵に拾われてからの十年間、三蔵が茶々を伴ともなって外がい泊はくしたことはない。

（あの砂の山……）

　ふと、青蓮は、落とし穴の底に積もっていた殭キヨン屍シーの屍しかばねを思い出す。あの時に、黄豹も言っていたように、あの人数を一気に滅ぼすなら烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎だ。

（もしや、三蔵様が滅ぼしたとか？）

　そんな考えが、ちらりと頭の隅すみをかすめた。しかし、則天武后は五十年も前の人物だ。

「どうせ、この庭を横切らなきゃならねえんだ。茶々に先導させよう」

　黒麒が、庭園の隅すみ々ずみに目を配りながら言った。

　茶々は『ついてらっしゃい』とでも言うように手招きすると、柱の陰かげから飛び出した。黒麒は、一呼吸置いて、矢が飛んでこないことを確かく認にんすると、青蓮の手を引いて走りだす。

　茶々は池の右を回って石柱へ向かっていたが、途と中ちゆうで突とつ然ぜん立ち止まり、池の方角を振ふり返る。

「どうしたの？」

　茶々の視線を追い、青蓮と黒麒は愕がく然ぜんと足を止めた。

　黒い水面に、かがり火の炎と池をのぞきこむ茶々に重なって、女性の上半身が映っている。

　彼女は、艶つややかな襦じゆの上に紗しやの上うわ衣ぎを羽織り、髪かみを高く結ゆい上げて、宝玉の簪かんざしを挿さしていた。

　柳りゆう眉びは憂うれいに翳かげり、唇くちびるが微かすかに震ふるえている。

「楊貴妃様──」

　水に映る彼女と目が合った。不安そうだった彼女の表情が少しだけ和やわらぐ。

『よかった。気がついてくれたのね』

　楊貴妃の声は、頭の中で聞こえた。

『わたくしにはこの程度の術しか使えなくて──。花永があなたたちを捜しているだろうから、要件だけを伝えるわね。まず、黄豹と朱虎は廟びようにいるわ。灰道士は二人を狗にするつもりよ。急いで二人を助けてあげなさい。それから、巻物──羅ら刹せつ天てん像ぞう縁えん起ぎも廟にあるの』

「巻物が!?」

　青蓮は思わず声を上げた。驪り山ざんの坑こう道どうで焼けたとばかり思っていたのだ。

『巻物があれば、羅刹の血に代わる物が作れてしまうのよ。だから廟へ行ったら、必ず巻物を捜して』

「そ、それで、羅刹の血に代わる物とは何ですか？」

　青蓮は急せき込んで尋たずねた。羅刹の血の代用品を、灰道士から奪うばって捨てなければならない。

『とにかく急いで。黄豹と朱虎を助けて、巻物を手に入れたら、わたくしに構わずこの陵を出なさい。いい、わかった？』

　しかし、彼女は早口でそう言うと、ふっと姿を消してしまった。

「ま、待ってください！　羅刹の血に代わる物って──」

　青蓮は身を乗り出した。けれど、黒い水面には、青蓮と黒麒と茶々、そしてかがり火の炎が揺ゆれるばかりで、楊貴妃の返事はなかった。

「楊貴妃は術が使えたのか──って、そこに驚おどろいている場合じゃねえ。もたもたしていて楊貴妃を盾たてにされたら、手の出しようがなくなるぞ。俺らも生け捕どられて、それで終わりだ」

　水鏡を使って連れん絡らくを寄こせたのだから、楊貴妃は、軟なん禁きんされてはいるが監かん視しの目はないらしい。救出するなら今のうちだ。

「でも、楊貴妃様は、羅刹の血に代わる物が作れると仰おつしやっていました。それがすでに作ってあるなら、灰道士はすぐにでも黄豹さんと朱虎さんの修ず法ほうを始めてしまうのでは……」

　青蓮の背には、冷たい汗あせが伝っていた。

「迷ってる場合じゃねえか。クソ猿ざる、廟がどこにあるかわかるか」

「キーキー」

　茶々は『クソ猿じゃないわ、あたしは茶々よ』とでも言うように、黒麒を睨にらみつけ、右奥の黄色い瓦かわらで葺ふかれた朱しゆ塗ぬりの堂を指さした。

「行こう」

　青蓮と黒麒は、先に駆かけ出した茶々の後について廟を目指す。

　石柱の間を抜ぬけて、黄金の梅林にさしかかった時──、

「ギーッ!!」

　突然、茶々が振り返り、歯を剝むいて青蓮に飛びかかってきた。

「え？」と思う間もなく、「下がれ！」と黒麒に手を引かれた。

　ヒュッと矢羽根の音が聞こえたのは、茶々が青蓮の胸に飛びついた瞬しゆん間かんだった。

　ドスッ！　という鈍にぶい音と同時に、茶々がのけぞった。

　白いふわふわの毛に赤い飛沫しぶきが散った。

　青蓮の袍ほうをつかもうとしたのか、小さな手が空をかいた。血潮が尾おを引いて目の前を横切って行く。

　青蓮には、それがまるで夢の中のできごとのように、ゆっくりと映って見えた。

　茶々が、ドサッと石いし畳だたみに落ちた。

　一本の太い矢が、彼女の右の脇わき腹ばらから反対側に突つき抜けていた。
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　桃ももの木を象かたどった燭しよく台だいに、何本ものろうそくが点ともっていた。炎の明かりが、満開の桃もも園ぞのの風景が描えがかれた壁かべや天井を照らしている。出入り口近くに立てられた屛びよう風ぶにも桃の木が描かれ、寝しん台だいの天てん蓋がいから下がっている紗しやも薄うす桃もも色いろだった。

　卓たく子しには桃の実を象った香こう炉ろが置かれ、淡あわい煙けむりが甘い香かを放っている。

　この宮きゆう殿でんのかつての主あるじは、よほど桃が好きだったのか、それとも二度と日の下に出られないことを惜おしみ、明るい桃園を室内に再現しようとしたのだろうか。

　壁かべ際ぎわに置かれた水鏡に向かい、楊貴妃は浅い溜ため息をついた。水面には不ふ機き嫌げんそうな自分の顔が映っている。

「御お粗そ末まつね」

　楊貴妃は、自分の顔を見つめながら憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

「そうでもない。なかなかの演技だった」

　背後で、灰道士が薄うすく笑う気配がした。

「わたくしのことではないわ。あなたのやり方のことよ」

「十名の狗いぬのうち、四名を失ってしまったのだ。慎しん重ちようにもなろう」

「慎重──ね」

　楊貴妃は、侮ぶ蔑べつをこめてその言葉を繰くり返す。

「そなたこそ、何を憂えておる？　何ものにも脅おびやかされぬ身でありながら」

「さあ……」

　いつかはこうなる──と、ずっと昔から思っていた。

　覚かく悟ごはしていたし、それ以前に、自分の未来にも唐とうの行く末にも、それほどの興味がなかった。なのに、なぜこうも心が乱されるのか。

「わたくしにもよくわからないのよ……」

　楊貴妃は、壁に描かれた桃の絵を見上げ、この地下で光の世界を夢見た女じよ帝ていの心を推おし量った。
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「茶ちや々ちや!!」

　青せい蓮れんは、茶々に駆け寄ろうとしたが、ぐいっと黒こく麒きに手を引かれ、石柱の陰かげに連れ込まれた。

　それまで青蓮がいた場所に、矢がはね返ったが、青蓮は気づかなかった。

「放して!!　茶々!!」

　つかまれた手を振り払はらおうとして、逆に抱だきすくめられた。

　背筋に鳥とり肌はだが立ち、こめかみが熱かった。右みぎ肩かたの痛みすら忘れて、青蓮はもがいた。

　耳元で黒麒が何か言っていたが、青蓮の耳には入らなかった。

　茶々が、白い小さな体を矢に貫つらぬかれて、石畳に横たわり、血を流している──それだけが青蓮の脳のう裏りを占しめていた。

　パン！　と、頰ほおをはたかれた。

「落ち着けと言ってるだろうが！」

　黒麒の怒ど声せいが耳に飛び込んできた。

　ふと気づくと、目の前に黒麒の顔があった。彼の瞳ひとみの奥で、青蓮が凍こおりつくほど、激しい怒いかりの炎ほのおが燃えていた。彼は茶々に視線を移してギリッと奥歯を嚙かみしめる。

「……ちゃ、茶々……た助け……」

　唇くちびるが震ふるえて言葉にならなかった。

「とにかく落ち着け。お前が騒さわぐと花か永えいの気配が読めねえ」

　青蓮には、黒麒が何を言っているのか吞のみ込めなかったが、彼の凄すさまじい怒ど気きに圧おされて、押し黙だまった。

「その袍を寄こせ」

　半ばむしるようにして黒麒は青蓮の袍を脱ぬがせた。

　彼は、その袍を石柱の陰から突き出し、すぐに引っ込める。続けざまに三本の矢が石畳にはね返った。

「ここから絶対に動くんじゃねえぞ」

　黒麒は青蓮から手を放し、再び袍を突き出した。三本の矢が射られた直後、黒麒は石柱の陰から飛び出し、茶々の首の後ろをつかむと、反転しながら大きく跳ちよう躍やくした。三本の矢のうち、二本は足の間をすり抜け、一本は黒くろ鉄がねの脛すね当あてにはね返った。

　矢が途と切ぎれた隙すきに、黒麒は青蓮のもとへ駆け戻もどる。

「持っていろ」

　差し出された茶々を、青蓮は震える手で受け取った。彼女は目を閉じ、手足をだらりと下げていた。息づかいも感じられなかった。

[image: ]

「う、噓うそ……死……」

「うろたえるな。いいか、花永が近寄って来ねえのは、お前の真言を警けい戒かいしているからだ。お前がここで泣いたり喚わめいたりすれば、花永につけ入られる」

　黒麒は、柳りゆう葉よう刀とうを抜くと、茶々の体を貫いている矢の鏃やじりを切った。青蓮の手の上で、そっと茶々の体を寝ね返がえらせると、矢を引き抜く。傷口から血が溢あふれた。それでも茶々は何の反応も示さなかった。

　黒麒が、腰こしに下げた小こ袋ぶくろから例の膏こう薬やくを出し、茶々の両りよう脇わき腹ばらの傷に貼はった。さらに青蓮の袍の裾すそを裂さいて、膏薬の上から巻く。

　銀ぎん棘きよくの里で獣けものを狩かっていた黒麒ならば、茶々が射られた瞬間に、致ち命めい傷しようか否いなかわかるはずだった。その彼が、茶々の容態について何も言わずに手当てする理由を青蓮は考えたくなかった。

　青蓮は、包帯の上から茶々の傷口に手を当て、薬やく師し如によ来らいの真言を唱えた。しかし、やはり茶々の反応はなかった。

「茶々……嫌いやだ……お願い、目を開けて……」

　膝ひざが震えて、倒たおれそうだった。背筋には絶え間なく悪お寒かんが走り、そのくせ、こめかみがやけに熱かった。

「忘れるな。茶々はお前を守ろうとして射られたんだ」

　黒麒が青蓮の両りよう肩かたに手を置き、顔をのぞきこんだ。

「矢を射たのは、狗だ。意思や感情はあっても、花永の心は残ってねえ。光こう明みよう真しん言ごんで記き憶おくが戻った時、やつが滅ほろびを願ったのはそれが理由だ。わかるか」

　暗い目がじっと青蓮を見つめる。

　震えはまだ止まらなかったが、熱かったこめかみが少しだけ冷えてきた。

「……はい」

　青蓮は辛かろうじてうなずいた。花永なら、茶々を射たりはしない。あれは花永の皮をかぶった殭キヨン屍シーなのだ。

「茶々をしまっておけ」

　黒麒に言われ、青蓮は襟えりを開いて羅ら刹せつ天てん像ぞうの上に茶々を寝ねかせた。帯を縛しばり直し、その上から袍ほうを着る。茶々はまだ温かかった。

「烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎を喚よんだ場合、どこまで届く？」

　黒麒が石柱に背をつけ、少しだけ顔を出して正せい殿でんの方角を見ると、すぐに顔を引っ込めた。三本の矢が石柱をかすめて石畳に落ちる。

「この庭園の中であれば……。右みぎ腕うでに集まって来る法力の量がその時によって違ちがうので、何とも言えませんが……」

「烏枢沙摩明王の真言は連続して使えねえんだっけな」

「はい。大量に法力を使うので……」

「なら、光こう明みよう真しん言ごんを使え。俺が花永を引きつける」

「そんな……危ない」

　自信がなかった。青蓮の術は心の有り様に左右される。光明真言は法力の消費量は少ないが届く距きよ離りが短い。法力がうまく集められなければさらに短くなる。

「だが、花永を片づけなけりゃ、黄こう豹ひようや朱しゆ虎この所へも行けねえ」

　黒麒が、コツンと青蓮の額に拳こぶしを当てた。

「俺の命だけじゃねえ、黄豹や朱虎の命も、お前が預かってるんだ。頼たのむぜ」

　彼は青蓮を真っ直すぐに見つめた。その目には怯おびえの影かげも躊躇ためらいの色もない。青蓮の術を信じきっているのだ。

「はい」

　青蓮はうなずき、震える手を握にぎりしめた。

（応こたえなければ……）

　嘆なげいてはいられない。黄豹と朱虎を助け出し、灰かい道どう士しから巻物を取り返し、羅刹の血に代わる物を奪うばわなければ、大勢の人が殭キヨン屍シーにされてしまう。

　黒麒が柳葉刀を構え直し、石柱の陰から正殿の方角をうかがう。一本目の矢が石柱をかすめると、彼は柱の陰から躍おどり出て、二の矢三の矢を黒鉄の籠こ手てで弾はじき返した。常に花永は、一度に三本の矢をつがえ、連射すると矢を継つぐ。その一いつ瞬しゆんの隙に、黒麒は花永の位置を確かく認にんしたのだろう。次に飛んで来た三本の矢を、黒麒は難なく籠手ではじき、あるいは身を反らせて避よけた。そしてかがり火の後ろに回り込む。矢が炎の中に飛び込み、火の粉が散った。

　石いし畳だたみを走る花永の足音が聞こえた。黒麒を狙ねらえる位置に移動しているのだろう。

　黒麒は、花永を誘さそうように、わざと明かりの下に入っては、巧たくみに石柱や宝玉の岩を利用して、花永の位置からでは狙えない場所へ移動した。

　花永は、池の縁ふちを走りながら、矢を射ているようだ。

　次し第だいに足音が近づいてきた。それに伴ともなって、青蓮の心臓がドクドクと打ち始める。

　花永の姿が青蓮の視界に入った。弓に矢を継ぎながら、池と石柱の間の石畳を走っている。

　青蓮は、石柱に背をつけて、居場所を少しずらし、花永から身を隠かくす。

　かがり火の陰から黒麒が飛び出した。籠手をはめた左ひだり腕うでを顔の前にかざし、連射される矢をかいくぐって、花永に迫せまる。

　凄まじい疾しつ走そうだった。柳葉刀を握り、獰どう猛もうな気配を発しながら走る姿は、獲え物ものを狩る狼おおかみを容易に連想させた。花永が矢を継ぐ間に、彼は一気に間合いを詰つめる。

　矢をつがえたまま花永は、わずかにのけぞった。普ふ通つうの殭屍とは異なり、狗いぬには感情がある。黒麒の放つ気配に怯えたのかもしれない。

　その一瞬の隙を黒麒は見み逃のがさなかった。大きく一歩前へ踏ふみ出すと、両手で握った柳葉刀を真一文字に薙なぎ、刃やいばを返して花永の左ひだり肩かたから右みぎ脇わきへと振ふり下ろす。

　花永の胴どう体たいに太い線が刻まれた。ドロリとした灰色の血が、刃にからむ。

　しかし、痛みを感じない不死身の殭キヨン屍シーは、勢いに負けて一歩後ずさっただけで、倒れなかった。即そく座ざに体勢を整え、つがえていた矢を放つ。

　至近距離で放たれた三本の矢は、一本は黒麒の頭とう髪はつをかすめ、別の一本はかざした籠手にはじかれ、最後の一本は黒麒の腿ももを浅く裂いた。

　青蓮は喉のど元もとまで出かかった声を必死で吞み込んだ。

　黒麒は傷などまったく構わず、そのまま突つき進んだ。矢を継ごうとする花永の腹を柳葉刀で刺さし貫つらぬくと、左の足裏で彼の胸を突いて刃を抜ぬく。回転しながら軸じく足あしを替かえ、黒鉄が仕込まれた右足の甲こうで、彼のこめかみを蹴けった。

　花永の巨きよ軀くが一丈じよう近くも吹ふっ飛んだ。

（光こう明みよう真しん言ごんを唱えるなら今──）

　そう考えた途と端たん、花永の穏おだやかな笑え顔がおが思い浮うかび、心臓がギュッと痛んだ。

（彼は花永さんじゃない。花永さんなら茶々を射たりしない）

　青蓮は自分に言い聞かせる。この心弱さのせいで、黒麒を危険にさらしているのだ。

　北ほく庄しようでも驪り山ざんでも、銀ぎん棘きよくの記憶に振り回されて、法力を集めることができなかった。もう同じ過あやまちを犯おかしてはならない。

（茶々、力を貸して）

　青蓮は懐ふところの膨ふくらみに右の手を当てると、大きく息を吸った。奥歯を嚙かみしめ、震ふるえる足を踏みしめる。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。光をもたらしたまえ」

　青蓮は定印を結ぶと、目を閉じた。

「オン、アボキャ、ベイロシャノウ、マカボダラ、マニ、ハンドマ──」

　真言を唱えながら、心の中に青しよう蓮れん華げの蕾つぼみを思い浮かべる。五感のすべてをその青蓮華に向け、心の奥底に漂ただよう光の粒つぶ──法力が蕾に集まる様を想像する。

　蕾が輝かがやき始めた。

（大だい丈じよう夫ぶ、できる）

　青蓮は目を開けた。

　石柱の陰かげから飛び出し、花永に向かって走りながら、心の中にある青蓮華に意識を集中する。

　その間に、起き上がっていた花永は、青蓮に気づいて弓を構え直した。黒麒が大きく跳ちよう躍やくして中空で弓を蹴り飛ばす。

　青蓮は、光明真言が届く距離を目測すると、青蓮華が花開く様を想像した。

「ジンバラ、ハラバリタヤ、ウン！」

　右手を突き出し、花から光が放射される様を思い浮かべる。

　花永が愕がく然ぜんと目を剝むいた。青蓮の手の平から放射された光が、彼を押し包んだ。

「ぐ──」

　花永は苦しげに顔を歪ゆがめると、膝ひざからくずおれた。石畳に片手をつき、もう片方の手を柳りゆう葉よう刀とうで貫かれた腹に当てる。

　光こう明みよう真しん言ごんは、殭キヨン屍シーの不死の力を奪う。傷を負っていれば、光明の光を浴びた時点で、人間と同じ痛手となる。受けた傷が致ち命めい傷しようであれば、花永は滅ぶ。

　青蓮は、肩かたで息いきをしながら花永の様子を見守った。

　心臓はまだ激しく打ち、震えは止まっていたが、代わりに腹の底がじりじりと焼けるように熱かった。

　いつの間にか黒麒が青蓮の隣となりに立っていた。かがり火のはぜる音がやけに大きく耳に響ひびいた。

　花永が顔を上げた。冷たかった目に、悲しげな影が落ちていた。その目が青蓮をとらえる。

「……青蓮」

　名を呼ばれた途端、張り詰めていた緊きん張ちようの糸が切れた。

「花永さん──」

　思わず駆かけ寄り、彼を支えた。力なく横たわる彼の頭を膝に乗せる。

「……済まない。あの白い小こ猿ざるを……」

　か細い声で、花永が言った。

　青蓮は黙だまって頭かぶりを振った。彼を責めることはできない。

「花永。羅ら刹せつ天てん像ぞうなしに、お前はどうやって狗にされたんだ？」

　黒麒が尋たずねた。

「……わからん。馬車の轍わだちを追って、平へい楽らく郷ごうの裏山へ入った後の記き憶おくがないのだ」

　おそらく灰道士に術をかけられて眠ねむらされたのだろう。

「……まさか、自分がこのような化け物にされるとは思っていなかった……。俺は灰道士を止めたかった。戦いくさにならないように、兵たちの命が失われないように、民たみ人ひとが犠ぎ牲せいにならないようにと……。なのに……」

　花永の瞳ひとみが揺ゆれた。その目が潤うるむ。

「平楽郷の里人は……？　誰だれか、殭キヨン屍シーになってしまったのだろうか……」

「全員無事です。修ず法ほうを施ほどこして、羅刹の呪のろいを解きました」

　青蓮が答えると、「……そうか」と、花永は心底ほっとした表情を見せた。

「青蓮、君は、本当に……兄に似ている……」

　潤んだ目が、青蓮を見つめる。

「君は死ぬな。立派な僧そうになれ」

　そこで青蓮は、花永の兄が戦死し、僧になるつもりだった彼が家を継いで兵になったことを思い出した。

　──けれど、子どもの時に不ふ殺せつ生しようを叩たたき込まれたせいか、どうしても兵士という職業に馴な染じめなくてね。殺さずに済むようにと、急所を外す練習を積んだらこうなった。俺の弓は戦では役に立たないよ。

　そう言って、彼は笑ったのだ。

「花永さん……」

　心臓がギュッと痛んだ。目の奥が熱くなって、涙なみだで視界が曇くもってくる。

「君の……右手を……」

　花永の手が、ゆるゆると持ち上がり、空をまさぐる。

　青蓮は、急いで彼の手を右手で握にぎった。

「青しよう蓮れん華げ……。仏の目だね……」

　もと童子だった彼は、青蓮華の意味を知っていたのだ。

「こんな化け物に身を堕おとしてしまったというのに……、君のその右手が、俺を人として送ってくれる……」

　彼は微笑ほほえんだ。人であった時と同じ、人好きのする穏やかな笑みだった。

「……ありがとう」

　花永はゆっくりと目を閉じた。溜たまっていた涙が、目め尻じりからこぼれた。

　彼の手の感かん触しよくが変わった。乾かわいた砂が青蓮の手から、さらさらとこぼれていく。

　青蓮の膝の上で、花永は笑みを浮かべたまま砂の彫ちよう像ぞうと化した。その優やさしげな美び貌ぼうも、間もなく曖あい昧まいになり、少しずつ崩くずれていく。やがて、花永はいなくなった。代わりに青蓮の膝と石いし畳だたみの上に砂が積もり、武官の袍ほうと禁軍の甲だけが抜け殻がらのように残った。

「花永さんは……もとは僕と同じ童子で、家のために兵になることになって……殺さずに済むようにと、弓の鍛たん錬れんを積んだそうです」

　青蓮は、膝の上の砂に目を落としたままつぶやいた。ぽたぽたとその上に涙が落ちた。胸が苦しくて、腹の底がじりじりと熱かった。

「そうか」

　ぼそりと、不ふ機き嫌げんそうな声で黒麒は答えた。彼もまた、人殺しをしたくないからと、皇こう帝ていから柳葉刀を賜たまわるまでは、刃は物ものを持たなかったのだ。

「僕も、不殺生を教えられてきたので、花永さんの気持ちがよくわかります」

　腹の底でじりじりとくすぶっていたものが、次し第だいに大きく膨れあがってきた。知らず知らずのうちに呼吸が荒あらくなってくる。こんなことは初めてだった。

「茶々がこんなことになって──」

　懐の中の茶々は、微び動どうだにせず、温ぬくもりも感じられなかった。生きていると信じているのに、頭の片かた隅すみでもう茶々はこの世にいないとわかっているのか、涙が次々と溢あふれて止まらなかった。

「どんなに、苦しかったか──。花永さんも、茶々も」

　膝の上の砂を握りしめ、青蓮は、血が滲にじむほど強く唇くちびるを嚙む。大声で叫さけびたかった。腹の中で膨れていたものが、ふつふつと泡あわ立だっているようだった。

「許せない──！」

　思いもよらず、その言葉が口から迸ほとばしった。

　仏の道から外れていることはわかっていたが、体の中で煮にえたぎっている塊かたまりを抑おさえきれなかった。

　乱暴な言葉を使ったり、感情を昂ぶらせたりしてはいけないと寺で教えられてきたし、もともとのんびりした性格だった。十年前、故郷が襲おそわれた時に恐きよう慌こう状態に陥おちいり、それを思い出しては泣いたり喚わめいたりもしたが、それ以外では激げき昂こうするようなできごとを経験していなかった。

　今、青蓮は生まれて初めて、真の怒いかりを感じていた。

　憎にくしみとは異なる。灰道士を憎いとは思わない。憎むほど彼を知らないからだ。

　ただ、人の命や人格を軽かろんじ、殭キヨン屍シーに変えて操あやつるという彼の行こう為いに、青蓮は凄すさまじい怒りを感じていた。

（今度こそ、灰道士を止める！　どんな方法を使っても、絶対に！　たとえ戒かい律りつを破ることになっても！）

　その方法の一つには、灰道士の命を奪うばうことも含ふくまれていた。禁きん忌きに対する畏い怖ふよりも怒りの方が勝っていた。

「行きましょう、黒麒」

　青蓮は顔を上げた。頰ほおに止めどもなく涙が伝っていたが、そんなことは構わなかった。

「お前でも、そんな顔をするんだな」

　黒麒は少し驚おどろいたようだった。

「だが、悪かねえ。それぐらいの気合いは必要だ」

　彼は花永の帯から矢や筒づつを外すと自分の剣けん帯たいに着けた。石畳に転がっていた花永の大弓も拾い、灰道士がいるであろう地下宮城の奥に向かって弦つるを引き絞しぼる。

「花永の願い、俺たちで叶かなえてやろうぜ」

　怒りに燃える瞳を、その宮城の奥に据すえ、黒麒はビンと弦をはじいた。
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「さてと──、青蓮たちと合流するにしても、取りあえず、黄豹に何か飲ませないとね」

　朱虎は黄豹を肩に負い、毛織りの絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下かを歩いていた。

　黄豹は意識が朦もう朧ろうとしているらしく、時折自分で足を動かそうとするが、大たい抵ていはぐったりと朱虎に体重を預けている。大量の血を失ったせいだ。少年時代を戦場で過ごしていた朱虎は、こういう時は喉のどが渇かわくことも、水を飲ませた方がいいことも知っていた。

　廊下には柱ごとに燭しよく台だいがかけられ、ろうそくが点ともっている。今、この殿でん舎しやに誰かがいる証しよう拠こだ。であれば、飲み水ぐらいは備えてあるだろう。ばったり狗いぬに出会ったらどうしようという不安は多少あったが、殺されはしない。あの炉ろ壇だんのある部屋へ戻もどされるだけだ。

（大たい明めい宮きゆうの紫し宸しん殿でんに似ているねぇ）

　朱虎は、壁かべにかけられた織物や格ごう間まの意い匠しようを見回す。則そく天てん武ぶ后こうの時代、皇帝は大明宮で政治を行っていた。この地下宮城は大明宮に似せて造られたのかもしれない。

（紫宸殿と同じ間取りなら、お茶の支し度たくをする部屋がこっちに──）

　と、廊下を曲がりかけて、朱虎は香こうの匂においに気がついた。

　狗が香を焚たくとは思えないし、炉壇の部屋にあった香とは違ちがう匂いだ。ということは──。

（楊よう貴き妃ひ様？）

　朱虎は気配を消し、黄豹を肩かたに負ったまま香の匂いをたどった。廊下の右側は内ない苑えんに面し、大きな窓から、花の代わりに宝石を飾かざった木が見えた。左側にはいくつか扉とびらが並んでいる。

（さて、どこの部屋かなー）

　気配をうかがっていると、

「十三の狗が滅ほろんだ」

　という灰道士の声が微かすかに聞こえた。

（十三の狗って、花永？　じゃ青蓮が──）

　花永には、滅んでもらわなくては困るし、「青蓮よくやった」、という気持ちではあるが、友人を失うのは、やはり悲しい。

「それは残念だったわね。唐とうで一番の弓の名人で、陛下のお気に入りだったのに」

　楊貴妃の声もする。

　中央の、扉の一番大きな部屋だろう。紫宸殿では、皇帝の寝しん室しつにあたる。両りよう脇わきの小部屋は宦かん官がんの控ひかえの間だ。

「それで、今度は、わたくしに何をさせたいの？」

「童子と黒くろ鉄がねの狼おおかみを捕とらえてから、と思っていたが、先に黄豹と朱虎の修ず法ほうを行う」

（やばいやばい）

　朱虎は足音を忍しのばせ、手前の宦官の控えの間へ向かった。扉に耳をつけて室内に人の気配がないことを確かめると、そっと扉を開けて、中に身を滑すべらせる。

　ろうそくは点っていなかったが、欄らん間まから隣りん室しつの明かりが届いていた。

　壁かべ際ぎわの卓たく子しの陰かげに黄豹を座らせ、朱虎は卓子に上って、その欄間から隣となりの部屋をのぞき見る。

　どこもかしこも桃ももの花、というような部屋だった。則天武后の趣しゆ味みだろうか。

　楊貴妃は、向かって左の壁際に置かれた寝ね椅い子すに腰こし掛かけ、脇きよう息そくに身をもたせかけていた。

　灰道士は、楊貴妃に向かって立っている。狗の姿はない。

　手前の卓子に、小刀や小こ鉢ばち、壺つぼや瓶びんが並んでいる。その中にどこかで見たような古びた巻物があった。

（あれって、もしかして羅ら刹せつ天てん像ぞう縁えん起ぎ？）

　驪り山ざんの坑こう道どうで燃えたと思っていたが、灰道士が持ち出していたらしい。

「そして、黄豹と朱虎を狗に変えて、青蓮と黒麒を捕らえさせるつもり？」

　楊貴妃の表情に、いつもの妖よう艶えんさはなかった。しかし怯おびえている風でもない。

「場合によっては」

「そう」

　彼女は、脇息に身をもたせかけたまま、腕うでを灰道士に差し出した。

　灰道士が卓子の上から、小刀を手に取る。

（ちょっと、何するつもり？）

　朱虎は眉まゆをひそめた。禁軍兵としては、ここで皇帝の寵ちよう姫きを守るべく奮ふん闘とうすべきだろうが、朱虎は禁軍兵である前に間かん諜ちようだった。というか、上じよう半はん身しん裸はだかで丸まる腰ごしでは、炎ほのおや雷かみなりや殭キヨン屍シーを操る術師相手に奮闘のしようがない。

　朱虎は、息を殺して二人の様子をじっと見守る。

　灰道士は、楊貴妃の手をつかむと、その手首に小刀を当てて引いた。スッと白い手首に赤い線が走る。灰道士は小刀を卓子に置き、代わりに白い小鉢を取った。楊貴妃の手首から滴したたる血をその小鉢で受ける。香の匂いに、薔ば薇らに似た香かおりが混じる。

　朱虎はこの匂いを知っていた。

（羅刹の血と同じ……）

　それだけでも十分不ふ審しんだが、朱虎は次に楊貴妃の身に起こった現象を見て瞠どう目もくした。

　小刀でつけられた手首の傷が、見る見るうちにふさがっていくのである。

　灰道士は再び小刀で楊貴妃の手首を切り、小鉢で血を受ける。彼は小鉢に血が満ちるまでそれを繰くり返した。

「これくらいでいいだろう」

　灰道士がそう言うと、楊貴妃は自ら手しゆ巾きんで手首をぬぐった。血を拭ふき取った手首に傷の痕こん跡せきはまったくなく、すっかり白い凝ぎよう脂しの肌はだを取り戻している。

　灰道士は巻物を懐ふところにねじ込むと、血を満たした小鉢を持って扉へ向かう。

「金こん剛ごう──」

　楊貴妃が灰道士の背中に呼びかけた。

（金剛？　金剛って確か……）

　朱虎はこれまでの諜ちよう報ほう活動で得た記き憶おくをたぐり寄せる。

　五十年以上も前に、高こう力りき士しとともに則天武后に仕えていた宦官にそういう名の者がいて、金剛力士と二人ひと組で呼ばれていたと聞く。

（じゃ、高将軍と同じぐらいの歳とし？　もっと若いのかと思ってた。お肌、つやつやだし）

　朱虎は灰道士に注目する。常に頭ず巾きんを目ま深ぶかにかぶっているので、顔をしっかりと見たことはないが、少なくとも口元や手指は高力士ほどの年ねん齢れいとは思えなかった。

「黄豹と朱虎が狗になったら、どちらかをわたくしのそばに置きたいわ」

　楊貴妃は再び脇息に寄りかかった。

「考えておこう」

　灰道士は振ふり返ってそう言うと、部屋を出た。

　衣きぬ擦ずれの音が遠ざかるのを待って、朱虎はそっと卓子を下り、黄豹の所に戻った。

「何を見た？」

　彼は目を覚ましていた。顔色は悪く、目にも生気がないが、意識ははっきりしているようだ。

「巻物と羅刹の血の代用品」

　朱虎は、今見た光景をおおまかに話した。

「なるほどな」

　黄豹は、そう言ったきりで、自分の考えを何も語らなかった。おみくじがないと推理する気にならないらしい。

「で、どうしよう。青蓮たちと合流したくて逃にげ出したけど、無理っぽい感じがする」

　花永が滅んだために、自分たち二人の修法が予定より早まったらしい。脱だつ走そうがばれるのも時間の問題だ。

「ぎりぎりまで粘ねばる」

「粘るったって、武器もないし、歩けないし」

「おみくじがないのは、やはり痛いな」

　黄豹が珍めずらしく切なそうに嘆たん息そくした。
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　頰ほおを伝う涙なみだを拳こぶしで拭きながら、青蓮は黒麒とともに、黄豹と朱虎がいるという廟びように向かって走っていた。

　腹の中がふつふつと煮にえたぎり、手足の指先までが熱かった。

　廟の周辺には明かりが点ともされていないにもかかわらず、なぜか闇やみが見通せた。

　この世のあらゆる存在は、〈識しき〉によって成り立っている。〈識〉とは五感と意識と二種類の無意識だ。この世の諸存在と自分とは〈縁えん〉で縛しばられているために、制約が生まれるが、それさえ取り払はらってしまえば、この世に不可能なことはない。

　闇が見通せるのも、目ではなく別の感覚で物を見ているのだろう。

　その証しよう拠こに、背後の庭園の景色が、後ろにも目があるかのように、詳しよう細さいに脳のう裏りに映る。

　隣を走る黒麒の闘とう気きや怒ど気きは、赤黒い炎として目に映っていた。

「お前、何だか走るのが速くねえか？　俺が遅おそいとか？」

　黒麒は荒あらい息をついていた。

　いつもより体が軽い感じがしていた。逆に、黒麒は羅刹の呪のろいのせいで、いつもより遅いかもしれない。この世に不可能なことはないと言っても、羅刹の呪いは、黒麒と〈縁〉が結ばれてしまっているので、修法を行わなければ解くことはできない。

　手前の殿でん舎しやの角を曲がると、廟の全容が視界に入った。黄色い瓦かわら屋根と赤い柱をうっすらと黒い靄もやが覆おおっている。

「黒麒、廟に呪じゆがかかっています」

「呪？」

「結界だと思います。外から入れないようにしたのか、または中から出られないようになっているのか──」

　ふと、脳裏に暗い空の光景が映る。夜ではない。日が出ているにもかかわらず、それを別の星が隠かくしているのだ。

（羅ら睺ご星せい？）

　邪よこしまな術を成じよう就じゆさせる羅睺星は、大おお晦日みそかに最も接近し、今は次し第だいに遠ざかっているはずだが、その残ざん滓しを用いて、この廟を覆っているらしい。

　こんな風に、結界がはっきり見えるのも、呪の正体が自然に察知できるのも初めてだった。

　石段を上り、廟の表口へ走る。赤く塗ぬられた両開きの扉とびらにも黒い靄がかかっていた。その靄のせいで、廟内の気配はわからない。

　黒麒が取っ手を引いたが、扉は開かなかった。

「僕が、呪の力を弱めます。真言を唱えたら、扉を力ちから一いつ杯ぱい引いてください」

「わかった」

　黒麒が取っ手に手をかけると、青蓮は扉に右手を当て、法力をそこへ集中させる。

「オン、アニチャシリ、ソワカ」

　法力を闇を祓はらう太陽の力に変えて、羅睺星の力にぶつける。黒い靄が揺ゆらいだ。

　バン！　と勢いよく扉が開いた。黒い靄は揺らぎながら、次第に薄うすくなっていった。結界が解けたらしい。

　扉を開け放したまま、青蓮は黒麒とともに廟内に足を踏ふみ入れる。

　中は、真っ暗だったが、青蓮にはそこが五丈じよう四方ほどの部屋で、正面の壇だんに人ひと形がたの像が安置されているのがわかった。しかし、黄豹と朱虎の姿も、巻物もない。

「この先にまだ部屋があるのか？」

　黒麒が手て探さぐりで奥へ進んだ。

「そんな様子はないのですが──」

　言いかけて、青蓮は、また羅睺星の気配を感じた。黒い靄が廟を覆い始めているようだ。

　突とつ然ぜん、バタン！　と扉が閉まった。

　振り返ると、今閉じたばかりの扉が見えなくなっていた。壇も人形の像も消失している。

　黒麒の姿は見えた。彼は、扉のあった辺りに駆かけ戻もどり、中空をまさぐっていた。

「扉がねえ。ってか、壁かべもねえ」

「この廟の中に別の世界が成ったのだと思います」

　結界の張り方にも色々あるが、異界を出現させるのは高等な技わざだ。

「くそ──。罠わなだったのか。俺らをここへ足止めしておいて、その間に黄豹と朱虎の修ず法ほうをするって寸法か」

「その前に、この結界を解きます」

「けど、扉そのものが消えちまったんだぜ。入ってきた時みてぇなわけにはいかねえだろ」

「今度はいくぶん大がかりに」

　青蓮は床ゆかに結けつ跏か趺ふ坐ざすると、日曜星すなわち太陽の印を結んだ。両手の親指と人差し指をそれぞれ合わせ、日輪を象かたどった印いん契げいである。天上の星々の力を勧かん請じようし、羅ら睺ご星せいの力にぶつけるつもりだった。

「あまねく諸仏と天上の諸星に願い奉たてまつる。虚こ空くうよ、消しよう滅めつしたまえ。光よ、照曜したまえ」

　心の中に青しよう蓮れん華げの蕾つぼみを思い浮うかべ、その蕾に、心の奥に漂ただよう光が集まる様を想像する。

「ノウモ、サンマンダ、ボダナン、アハラチ、コトシャー、サタナン、タニャタ──」

　消しよう災さい呪じゆを唱えながら、月曜星、火曜星、水曜星と、順に星の印契を結ぶ。大量の光の粒つぶが凄すさまじい勢いで集まってきた。

「──ハラジンバラ、シチッタ、シッチリ、サフタ、センチーギャー、シリエー、ソワカ！」

　真言の成就と同時に、最後の羅睺星の印契を結び、心の中の青蓮華から光が放射される様を思い浮かべた。水をすくうように合わせた左右の手の平から大量の光が、天に向かって迸ほとばしる。

　ピシッと大気が裂さけるような音と同時に、扉や、壇、人形の像の景色が戻った。

「おわっ！」

　突とつ如じよ現れた扉に額をぶつけ、黒麒はのけぞった。

「黒麒、扉を開けてみてください」

　立ち上がりながら青蓮は言った。消災呪は大量の法力を消費するが、疲つかれはまったく感じなかった。

　黒麒が扉を押すと、ガタンと扉が外れて倒たおれた。法力の勢いが余って、蝶ちよう番つがいを破は壊かいしてしまったらしい。

「これで、いくぶんかよ。何だか、お前自身の雰ふん囲い気きも違ちがうみてぇだし、どうしたんだ？」

　倒れた扉を踏み越こえて、黒麒が外へ出る。

「怒いかりが、法力に変わっているらしいです」

　涙は止まったが、腹の中では未いまだに熱い塊かたまりがふつふつと煮えたぎっていた。

　五感はますます研とぎ澄すまされ、青蓮には、奥の殿舎にいる灰道士や黄豹、朱虎の気配までが感じられた。
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「黄豹、取りあえずこれ飲んで」

　朱虎に差し出された椀わんを受け取り、黄豹は三年来の相棒の顔を見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶ。瓶かめの水は新しそうだったし、それでも念のため、一度沸わかしたから」

　彼の表情は相変わらず軽い。

（まったくわからない男だ）

　時々、朱虎が二重の間かん諜ちようだということを忘れそうになる。常にへらへらとしているので、本心と演技の区別がつかない。間諜としてはかなり優ゆう秀しゆうだといえるだろう。

　飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの職務には忠実だし、今もこうして歩けない自分を背負って、厨ちゆう房ぼうまで運んでくれた。彼も肩かたに傷を負い、灰色の痣あざが痛んでいるだろうに。

　黄豹は、椀の湯を呷あおる。湯は、甘さと塩気が同居している微び妙みような味がした。

「何を入れた？」

「蜂はち蜜みつと塩。安あん禄ろく山ざん将軍の部隊にいた時、契きつ丹たんの捕ほ虜りよから教わったんだ。失血した時はただの水よりもその方がいいって。しょっぱすぎた？」

「いや、ちょうどいい」

　渇かわいた喉のどに、その甘みと塩気が染しみ、生き返るような心ここ地ちがした。

「三年前、お前に会ったばかりの時は、正直言って嫌いやな男だと思った。間諜として送り込まれてきたくせに、無む駄だに明るくて──。髪かみや服装がだらしないのも気に入らなかった」

「今は？」

「組んでよかったと思っている」

「そう」

　朱虎は、緑の目を細めて笑った。この軽さにほっとする。四角四面にしか物を考えられない自分には、ちょうどいいのかもしれない。

「もう一いつ杯ぱい、作ってもらえるか？」

　黄豹は朱虎に椀を差し出した。

「了りよう解かい」

　彼は椀を受け取り、かまどの所へ行くと、釜かまの湯を椀に注ぐ。

　黄豹は、厨房の棚たなに並んでいる調味料の壺つぼを見た。どれも薄く埃ほこりが積もっている。則天武后の時代のものだろう。

（塩や蜂蜜は長期保存が可能だが、五十年は……）

　この過度な几き帳ちよう面めんさが自分の短所だ。深く考えないことにしよう。

「お腹なか空いたね。せっかく厨房まで来たんだもの、何か料理して食べたいところだけど──」

　朱虎は、調理台の上に載のっている食材を惜おしそうに見やる。灰道士と楊貴妃のための物か、調理台には野菜や干し肉などが無造作に置かれていた。

「時間切れだね」

　と、彼は戸口に目を移した。

　開いた戸口から、深しん衣いを着た文官風の狗いぬと、白衣の儒じゆ者しや風の狗が入ってきた。







「逃にげ切れると思ったのか」

　心底呆あきれた様子で灰道士が言った。

「途と中ちゆうで、無理だなーと思った。でも、喉が渇いたし、お腹も空いてたから」

　朱虎の口調はやはり軽い。

　黄豹と朱虎は、二人の狗に連れられて、先刻の修法の間へ戻された。

　炉ろ壇だんには火が燃え盛り、朱虎が矢傷の治ち療りようのために使った供く物もつの酒も補ほ充じゆうされ、すっかり修法の準備が調ととのっていた。いつも青蓮が修法を行う時に羅ら刹せつ天てん像ぞうを据すえる場所には、代わりに白い小こ鉢ばちが置かれている。小鉢の中身は楊貴妃の血だろう。

「狗になってしまえば、渇きも空腹も感じぬ」

　灰道士はそう言って、二人に寝しん台だいへ仰ぎよう臥がするように指示した。

「おいしい物を味わえないなんてつまらなくない？」

　寝台へ腰こし掛かけ、朱虎は、灰道士の背後に控ひかえている文官風と儒者風の狗に問いかけたが、彼らは無言だった。

「味覚はあるが、おのれの嗜し好こうに対する記き憶おくがないのだ」

　代わりに灰道士が答えた。

　黄豹と朱虎が寝台に横たわると、二人の狗が縄なわを手に、それぞれ寝台に近づいて来た。

「記憶がなくなるって、やっぱり嫌いやだな」

　朱虎は黄豹に視線を移す。

「黄豹に、オレのこと忘れないでいてもらいたいもの」

　そう来るか、と黄豹は心の中で舌打ちをした。どこまでも軽い。

　狗の手に手首をつかまれた。手首に縄がかけられる。

「極力努力する」

　しかたなく黄豹はうなずいた。それが、あらかじめ打ち合わせておいた合図だった。

　ドカッ！　と、黄豹と朱虎は、二人の狗の腹を同時に蹴けった。

　朱虎が蹴った儒者風の狗は、一丈じよう近くも吹ふっ飛んで、灰道士の視界を一いつ瞬しゆんふさいだ。

　その隙すきに朱虎は寝台から飛び下りると、灰道士の襟えりをつかみ、背後から喉に腕うでを回して、包丁を突つきつける。

「動くな！」

　朱虎の恫どう喝かつに、二人の狗はその場で凍こおりついた。その声は軽くない。怖こわい声を出そうと思えば出せるのだ。

「なるほど……。厨房へ行ったのは、武器を手に入れるため……」

　日ひ頃ごろ、重い多た節せつ鞭べんを操あやつっている朱虎は、軽い口調と容姿に似合わずかなりの腕わん力りよくの持ち主だ。その腕で喉を締しめ上げられ、灰道士は苦しげだった。目ま深ぶかにかぶった頭ず巾きんの下の頰ほおが、見る見るうちに赤く充じゆう血けつしていく。

「記憶がないと、経験が生かせないよね。それとも、もと文官と儒者ってのがまずかったのかな。この人たち、オレらの褲ズボンの隠しポケツトを調べもしなかったんだ。で、これ、魚おろし用の小さめの包丁だし、五十年前のでちょっと錆さびが浮いてるけど、オレ、首を刎はねる自信あるよ」

　朱虎の口調がまた軽くなった。

「今度は、我われを盾たてにして逃げ出すつもりか？」

　灰道士の唇くちびるが侮ぶ蔑べつをこめた笑えみの形を作る。

「無駄だ。我は、そなたらを眠ねむらせることも、他ほかの狗を呼ぶこともできる」

　それをすぐに実行しないのは、朱虎の脅おどしが利きいているからだろう。
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「構わない。その前に自死する」

　黄豹も、隠しから包丁を出した。もう戦う体力は残っていない。目め眩まいと悪お寒かんが間断なく襲おそい、吐はき気がしていた。狗を蹴け飛とばした時に、残っていた力をすべて使い尽つくしてしまったらしい。

「オレら、普ふ通つうの殭キヨン屍シーでいいんだ。飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こだったのに、灰かい狗こう衆しゆうの十四の狗と十五の狗なんて語ご呂ろ悪いし。番号も半はん端ぱだし」

　朱虎が相づちを打つ。

「普通の殭屍の方が、青蓮も滅ほろぼしやすいだろう」

　黄豹は、包丁を手に痛む足を引きずり、灰道士に歩み寄った。

「何を──」

　灰道士の唇から笑みが消えた。

「ただ、最後に一いつ矢し報むくいたかっただけだ」

　黄豹は、小刀で灰道士の道服の襟を裂さき、巻物──羅ら刹せつ天てん像ぞう縁えん起ぎを取り上げる。

「これに、狗を作る方法と、羅刹の血の代用品を作る方法が書かれているのだろう？　そしてここへ持って来たのは、この巻物がなければ行えない術があるからではないか？」

　その問いに灰道士は答えなかったが、黄豹は確信していた。そうでなければ、驪り山ざんの坑こう道どうで、灰道士が巻物を持ち出したわけも、花永が狗にされたわけも説明がつかない。

　無言で唇を震ふるわせる灰道士を一いち瞥べつし、黄豹は巻物を手に炉壇へ向かった。

　黄豹の意図を察したのか、灰道士が身じろいだ。印を結ぼうとする彼の手を朱虎が押さえる。

「余計なことをしたら、首を落とすよ」

　朱虎が、灰道士の耳元で囁ささやく。

「お前の野望もこれまでだ」

　黄豹は巻物の紐ひもを解ほどくと、パラリと広げ、燃え盛る炉ろに落とした。

　灰道士がくぐもった悲鳴を上げる。

　乾かわいた古い表装に、すぐに火が燃え移った。梵ぼん字じが書かれた獣じゆう皮ひから黒い煙けむりが上がる。

「目的達成。じゃ、一応、試ためしに」

　朱虎が、灰道士の喉に包丁を当ててグッと引いた。

　曼荼羅が描えがかれた壁かべに、鮮せん血けつが飛び散った。二名の狗が、ハッと主あるじを振ふり返る。

「あらら、黄豹の言った通りだったね」

　朱虎は、灰道士の首の途中で止まってしまった包丁から手を放さずに、目を瞬またたいた。

　首から、おびただしい量の血を流しながら灰道士はうめいた。人であれば即そく死ししているはずだ。けれど彼は死なずに、怒ど気きを膨ふくらませた。

「おのれ──」

　喉のどから息を漏もらしながら、灰道士は言った。

「そうなの。実はこの包丁、錆さびててよく切れないんだ。研といでおけばよかったんだけど。本当に首を落とす自信があったら、こんなに引き延ばさないで、最初にすぱっとやってたよ」

　朱虎は、さらに包丁を持つ手に力をこめたが、灰道士の首を切り落とすことはできない。

「望み通り、ただの殭キヨン屍シーにしてくれる！　八の狗、六の狗、こやつらを殺せ！」

　灰道士は二名の狗に命じた。

　文官風の狗と儒者風の狗が、それぞれ慣れない手つきで剣けんを抜ぬいた。派手な意い匠しようの装そう飾しよく品で、実戦では役立ちそうもない代しろ物ものだった。

　けれど、黄豹も朱虎も、その場を動かなかった。

　黄豹の場合は、動けないと言った方が正しいかもしれない。顔には出さないが、立っているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　朱虎は、灰道士の首を落とそうと奮ふん闘とうしていた。灰道士から手を放せば、何かの術を使われる。驪り山ざんでは、〈気〉を放って炎を煽った。どうせ助からないのなら、せめて灰道士の首を取ろうと考えていた。

　文官風の狗が黄豹を目指して炉壇を上った。儒者風の狗は朱虎の背後で剣を振り上げた。

「人として死にたかった。残念だ」

　黄豹はつぶやいた。おみくじなしで行動すると、やはりろくなことが起きない。

「最後に茶々姫ひめに会いたかったなー」

　朱虎がぼやいた時──。

　バン！　と突とつ然ぜん扉とびらが開いた。矢が射られる音は、二度続けて聞こえた。

　朱虎の後ろにいた狗が、手に矢を射られて剣を取り落とし、その場にくずおれた。黄豹に迫せまっていた狗は、背中に矢を突き立て、勢いに負けたのか突っ伏ぷしていた。

「不ふ浄じようを清せい浄じようと化す烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。烈れつ火かをもたらしたまえ」

　続いて聞こえてきたのは、朗々とした、力強い声だった。

「オン、クロダノウ、ウンジャク。オン、シュリ、マリ、ママリ、マリシュシュリ、ソワカ！」

　扉とびらから、青白い炎ほのおが、まるで押し寄せる波のように、凄すさまじい勢いで流れ込んできた。その様子を見て、起き上がろうとしていた二人の狗いぬが目を剝むいた。本能的に炎の正体を察知したのか、その表情が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。彼らは咄とつ嗟さに青白い炎に背を向けた。しかし、逃にげる暇ひまも与あたえず、青白い炎は瞬く間に狗たちの全身を包む。

　狗たちの絶ぜつ叫きようが、響ひびき渡わたった。

　黄豹は、青白い炎が発せられた方向へ目を移す。

　扉を背に、大弓を構えた黒麒が立っていた。

　そしてその隣となりには、青しよう蓮れん華げの入れ墨ずみが彫ほられた右みぎ腕うでを前に突き出し、炯けい々けいとした目で灰道士を睨にらみつけている青蓮の姿があった。

「おみくじなしでも、運は巡めぐってくるものだな」

　黄豹はしみじみと天に感謝した。
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（許さない──！）

　青蓮は、灰道士を睨みつけた。ふつふつと腹の中の塊かたまりが煮にえたぎり、体中が熱かった。

　この部屋へ着く直前に、「殺せ」という彼の声が聞こえた。黒麒が矢を射たのも、青蓮が、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎を喚よんだのも、それぞれの咄嗟の判断だった。

　黄豹と朱虎が生きていたことには安あん堵どしたが、苦く悶もんの声を上げてのたうち回っている二人の狗も、灰道士の野望の犠ぎ牲せい者しやなのだと思うと、怒いかりが募つのった。

　やがて狗たちの悲鳴が止やみ、動かなくなった。砂と化した体が、徐じよ々じよに崩くずれていく。

　青蓮は右手を下ろした。青白い炎が消え、張り詰つめた静せい寂じやくが残る。

「……そなた、廟びようへ行かなかったのか？」

　先に沈ちん黙もくを破ったのは灰道士だった。ひどく掠かすれた声だったが、青蓮は、その理由に気づかなかった。

「行きました。中へも入りました」

　青蓮は嚙かみつくように答えた。その剣けん幕まくに黄豹と朱虎が瞠どう目もくする。

「では……、結界を解いて出てきたと？　馬ば鹿かな……。あの廟の結界は羅ら睺ご星せいの力を用いたのだぞ」

　灰道士が喋しやべる度たびに、喉からゴボゴボと血の泡あわがこぼれ、灰色の道服を濡ぬらす。

（喉に傷を負ってる？）

　と、灰道士の喉を注視し、彼の首に包丁が半ばまで食い込んでいることに気づいて、青蓮は息を吞のんだ。朱虎が背後から灰道士の首に腕うでを回しているのは、単なる縛いましめではない。首を落とそうとしているのだ。

「何でそれで喋って──ってか、生きているんだ？」

　黒麒も瞠目して灰道士を凝ぎよう視ししていた。

「青蓮……そなたの力が欲しい」

　灰道士の唇くちびるがニッと吊つり上がった。

　彼から、〈識しき〉が発せられ、青蓮は「何を──」と、その〈識〉の行方ゆくえを目で追った。〈識〉は、青蓮の頭上を越こえて、部屋の外へ向かった。

　ゴゴゴゴ──と、重低音が響き、床ゆかや壁が震しん動どうを始めたのはその直後だった。パラパラと細かい石の破は片へんが落ちて来る。

「え──？」

　驚おどろく間もなく、床と壁にすき間ができた。曼まん荼だ羅らの描かれた壁や天井が震動しながら上がって行く。

　壁が上がっているのではなく、床が下がっているのだと気づいたのは、炉ろ壇だんの炎に照らされた周囲の景色が、殿でん舎しやの基き礎そとなっている切り石から土の壁に変わっていった時だった。

　あまりのできごとに、青蓮も黒麒も、炉壇の傍かたわらに立つ黄豹も、灰道士を縛めている朱虎も、ただ呆ぼう然ぜんと、遠ざかっていく天井を見上げる。

　やがて、洞どう窟くつを風が吹ふき抜けるような音が青蓮の耳に届いた。

（この音、隧すい道どうを登る時に聞いた……）

　音は次し第だいに大きく、はっきりとしてきた。あの時に、青蓮が大勢の人間が泣き叫さけんでいる声のようだと思ったのは間ま違ちがいではなかった。大勢の人の悲鳴や怒ど号ごう、喚かん声せいが地下から上がっているのだ。

　床の下降が止まった時、青蓮は眼下に広がる光景に愕がく然ぜんとした。

　そこは広大な地下の空くう洞どうだった。炉壇の明かりが届かないため、どれだけの広さがあるのかわからない。そこに、何千何万ともつかない殭キヨン屍シーがひしめいていた。大人も子どもも、貴族も官かん吏りも、甲かつ冑ちゆうを着けた兵も、麻あさ服ふくをまとった里人もいた。その全員が、意味のわからない声を発しながら、飢うえた目で青蓮たちを見上げている。

「何なんだ、これは──」

　黒麒の声は、驚きとおぞましさとで震ふるえていた。

「則天武后の臣民──のなれの果てだ」

　灰道士が答えた。その拍ひよう子しに喉から血の泡がこぼれ、ぼたっと床に落ちる。新しい血の匂においに刺し激げきされたのか、殭屍たちがどよめく。

「則天武后亡なき後、女じよ帝ていの国を継つぐ者がおらず唐とう朝に復したのも……、現皇こう帝ていが、おのれが羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされていることを、ひた隠かくしに隠していたのも……、玉ぎよく華か寺じと大だい慈じ恩おん寺じが羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物の存在を秘したのも……、みな則天武后が不老不死の霊れい薬やくを作ろうとして、人体実験を行い、何万もの民たみを殭屍にしてしまった事実を隠いん蔽ぺいするためだ……」

　血の泡をこぼしながら、灰道士は途と切ぎれ途切れに語った。

「二代皇帝太たい宗そうが、西域へ羅刹天像と巻物を取りに行くよう三さん蔵ぞうに命じたのは……、単に、興おこしたばかりの唐朝の安あん泰たいを願い、おのれの延命を図はかっただけだったが……、招いた結果がこれではな……」

　血濡れた灰道士の唇に、嘲ちよう笑しようが浮うかぶ。

「三蔵？」

　青蓮は聞き咎とがめ、その三蔵とは、三人の勇者とともに天てん竺じくへ経きようを取りに行った玄げん奘じよう三蔵法師を指しているのだと、すぐに思い当たる。

「我われの親兄弟も、同郷の友も……、みなここにいる」

　低く暗い声こわ音ねには、悲しげな響きがこもっていた。彼が初めて見せる人間らしさだった。

「では、皇室へ復ふく讐しゆうするために？　それとも則天武后同様、おのれの国を興したかったのか？」

　尋たずねたのは黄豹だった。口調も表情も淡たん々たんとしているが、彼の顔は蒼そう白はくで、額には汗あせが浮いている。

「両方だ」

「残念だったねえ。復讐したくなるのも無理ないし、天下をとりたいっていう野望もわかるけど、ここまでだよ」

　朱虎が、包丁を持つ手に、さらに力をこめる。

「人間風ふ情ぜいが」

　灰道士は唇を歪め、また〈識〉を飛ばした。

「朱虎さん！　気をつけてください！　灰道士がまた何か──」

　青蓮が叫ぶのと、黒麒と黄豹、朱虎がハッと頭上を振ふり仰あおぐのがほぼ同時だった。

「青蓮、狗が来る！」

　黒麒が弓を構えて叫んだ。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに、願い奉る──」

　青蓮は咄とつ嗟さに光こう明みよう真しん言ごんを唱えたが、真言が成じよう就じゆする前に、三つの人ひと影かげが、床の形に切り取られた天てん井じようから飛び下りてきた。三人とも異国の軽かる業わざ師のような服装をしていた。すかさず黒麒が弓を射たが、痛みを感じない不死身の狗たちは、背や腹に矢を突つき立てたまま、朱虎に飛びかかり、主あるじから引き離はなすと、朱虎にのしかかる。

「──ジンバラ、ハラバリタヤ、ウン！」

　矢は急所に的中していたらしく、真言の成就とともに、朱虎の体の上で砂に変わる。

「びっくりしたー」

　朱虎は、砂を払はらい落としながら上半身を起こす。

「この──」

　と、黒麒は、灰道士に向かって続けざまに矢を放った。

　しかし、彼は倒たおれなかった。

「無む駄だだ」

　何本もの矢を体に突き立てたまま、灰道士は不敵に笑った。

　彼は、首の半ばまで食い込んでいる包丁に手をかけた。それを抜ぬいて、床に放ほうる。血ち糊のりのついた刃やいばが、カランと音を立てて転がった。

　内側の肉が見えるほど深かった傷口が、見る見るうちにふさがっていく様を見て、青蓮は息を吞んだ。

　次に、灰道士は、腹や胸に突き立った矢を抜き始めた。破れた道服のすき間から見えるそれらの傷きずも、瞬またたく間にふさがり、傷きず痕あと一つ残さない。

「不死──」

　青蓮は瞠目して、彼の所作を見守った。矢も刃も、彼の命を奪うばうことはできず、光明真言も烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおでも、彼を倒すことはできないのだ。

「あり得ねえ……」

　黒麒の腰こしには柳りゆう葉よう刀とうが下がり、矢や筒づつにも数本の矢が残っていたが、彼もただ立ち尽つくしている。灰道士につかみかかって、殭キヨン屍シーの中に落とすぐらいのことはできるだろうが、灰道士は殭屍を操あやつることができる。意味はない。

（きっと、鬼おに火びなら……）

　青蓮は、青い睡すい蓮れんの入れ墨ずみが彫ほられた右みぎ腕うでに目を落とした。

　人も殭屍も、何もかも焼き尽くす業ごう火か──。

　故郷を滅ほろぼしたあの青白い炎ならば、灰道士を殺せると、そんな考えが、頭の隅すみをよぎった。

　不思議と鬼火に対する恐きよう怖ふはなかった。里を焼いた時の慚ざん愧きの念や恐怖よりも、灰道士への怒いかりの方が勝っていた。けれど、怒りに任せて鬼火を放てば、黒麒や黄豹、朱虎まで巻き添ぞえにしてしまうかもしれない。

「青蓮、我に力を貸せ」

　灰道士が言った。

「な、何を馬ば鹿かな──」

「そなたの法力を用いれば、巻物がなくとも狗いぬを作れる。羅刹の呪いに冒された者を治す修ず法ほうと、狗に変える修法は、使う法力の量が異なるだけで、真言も手順もすべて同じなのだ」

「え──？」

「巻物には、法力を増ぞう幅ふくする呪じゆがかけられていた。巻物は失ったが、代わりにお前の法力を用いればいいだけのこと。今のそなたなら楽にできるはずだ」

　青蓮の頭がカッと熱くなった。腹の中の熱い塊かたまりが、ぶわっと膨ふくれあがる。

「冗じよう談だんじゃない！　そんなことができるわけがないでしょう！」

　花永の笑え顔がおや白はく琳りんの泣き顔が脳のう裏りをよぎる。

「人の命を、人の記き憶おくを、人の心を、生き様を──何だと思っているんですか!!」

　言葉が勝手に迸ほとばしった。懐ふところの茶々の冷たさが、さらに青蓮を激げき昂こうさせた。

「人をそんな生きものに変えるなんて、絶対に許せない！　殭屍になりかかった人たちや、花永さんが、滅びを望んだことを、あなたは知らないのですか!?　人の心を推おし量らないのですか？　復讐心を満たすためなら、まったく関係のない人たちを犠ぎ牲せいにしても構わないのですか!?　何のために天下をとるのですか!?」

「何とでも言うがいい。我を憎にくもうが恨うらもうが構わぬ。そなたはやるしかないのだ」

　灰道士が胸の前で指を組み合わせた。青蓮の知らない形の印いん契げいだ。さらに、彼は何かの呪言を唱える。同時に灰道士から〈識しき〉が発せられた。その〈識〉は、三方に分かれて黒麒と黄豹、朱虎を包む。

「く──」

　突とつ然ぜん、黒麒が弓を取り落とし、右みぎ肩かたを押さえて膝ひざをついた。

「いたた──」

　朱虎も右肩を押さえて床ゆかへ突っ伏ぷし、黄豹も炉ろ壇だんの横にくずおれる。

「三人に何をしたんです!?」

「此こ度たび、花永の鏃やじりを含ふくめ、狗たちの武器に塗ぬっておいたのは、そなたが持っている羅ら刹せつ天てんの血ではなく、我が作った代用品だ。我の〈識〉で灰色の痣あざを広げることも、縮めることも、その痛みを増幅することも自在にできる」

「痣を広げる……」

「まずは、黄豹を狗にしろ」

　灰道士は黄豹に目をやった。

「嫌いやです！」

　青蓮は決然と言った。

「断れば、黒麒を殺す」

「え──？」

「狗にできぬのは惜おしいが、類たぐい希まれな身体能力の持ち主ゆえ、ただの殭キヨン屍シーであっても、相応の働きをするであろう」

　灰道士がまた〈識〉を送った。

「ぐうっ！」

　黒麒が肩かたを押さえ、苦しげに顔を歪ゆがめた。灰色の痣が首にまで広がっている。

「黒麒！」

　青蓮は思わず彼に駆かけ寄ろうとして、思い止とどまった。ここで隙すきを見せて、青蓮までが術をかけられたら、すべて灰道士の思うがままだ。

「それでも我に手を貸さぬというのなら、ここにいる殭屍をすべて地上へ解き放つ」

　青蓮は絶句した。この数の殭屍が地上へ出てしまったら、対処のしようがない。この世の人間がすべて殭屍になってしまう。

「我は殭屍を操れるゆえ、少しも困らぬ。ああ、そうだ。今ここで烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの真言を唱えれば、この三人がどうなるか、わかっているだろうな」

　灰道士は酷こく薄はくな笑みを浮うかべた。

「青蓮……俺のことは構うな……烏枢沙摩明王の炎を喚よんで……殭屍をすべて滅ぼせ」

　息も絶え絶えに黒麒が言った。

「そうそう、絶対に殭屍を地上に出しちゃだめだよ……」

　そう言うのは朱虎だ。

「お前だけは生き延びて……羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てに……」

　黄豹も、声を振ふり絞しぼる。

「どうしたら──」

　烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎を喚べば、三人の命はない。ここにいる殭キヨン屍シーを滅ぼさなければならないのは、重々承知しているが、三人を見殺しにはできない。

「何を迷っている」

　灰道士がまた黒麒に〈識〉を送った。

　黒麒は喉のどをかきむしりながらのたうち回った。灰色の痣が頰ほおに広がった。

　過去に羅刹の呪のろいに冒おかされた時、相当な痛みがあったはずだが、彼はそれを顔に出さなかった。なのに今は、体てい裁さいをとりつくろうこともなく苦しがっている。

「やめて！」

　青蓮は咄嗟に、灰道士に右の手の平を向けた。心の中に箱を思い浮かべ、そこに灰道士を入れて法力で覆おおう。灰道士の〈識〉が三人や殭屍に届かないように、結界を結んだのである。

　灰道士の〈識〉が、青蓮の法力の箱にさえぎられた。黒麒の苦痛は和やわらいだらしく、仰あお向むいて荒あらい息をついている。黄豹や朱虎ものろのろと顔を上げる。

（夜明けまで保たせられれば……）

　日が昇のぼれば、灰色の痣は広がらなくなる。殭屍も眠ねむりにつく。少なくとも、何千何万という殭屍が地上へ出る心配はなくなる。

「──小こ僧ぞう」

　灰道士が忌いま々いましそうに唇くちびるを歪めた。結界の中で、印を結び、呪言を唱える。

　ドン、と重い衝しよう撃げきが青蓮の手の平に伝わった。灰道士が結界を壊こわそうと、内側から圧力をかけているのだ。

「く──」

　青蓮は、歯を食いしばり、足を踏ふみしめてその圧力に耐たえた。

　その隙に、朱虎は黄豹を抱かかえて、青蓮と黒麒のいる方へ移動する。

「どこかに出入り口があれば、応おう援えんを頼たのみに行くんだけど、もとの部屋へ上るのは無理そうだし、殭屍が眠ってからじゃないと──」

　と、彼が四角く切り取られた洞ほら穴あなの天てん井じようを見上げた時、ガクンと床が揺ゆれた。

　床が、再びゆっくりと下がり始める。

「うっそー!?」

　朱虎は頓とん狂きような声を上げ、黒麒や黄豹も愕がく然ぜんと周囲を見回す。

「そんな……」

　青蓮の背筋が凍こおりついた。灰道士の〈識〉が途と切ぎれたことが原因なのだろうか。

　殭キヨン屍シーたちの姿が間近に見えてくる。

　五十年もの間、この地下の洞どう窟くつに放置されていたせいだろう。彼らからは、飢うえた獣けもののような気配が立ち上っていた。灰色の顔はひどく瘦やせ、手足は枯かれ木のように細い。ぎらぎらと異様な光を放つ目は、床の上の人間を凝ぎよう視ししている。

「……だめか」

　結界を維い持じしながらでは、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおを喚ぶことも光こう明みよう真しん言ごんを唱えることもできない。

　やがて、洞窟の地面とさほど変わらない高さで、床の下降は止まった。ゆらゆらと頭を揺らしながら、殭屍が床に近づいてきた。

「結界を解け。そうすれば、殭屍を退かせてやる」

　灰道士が薄うすい笑みを浮かべた。

「てめえの言いなりになんかなるかよ」

　黒麒がよろよろと立ち上がり、青蓮を背に柳りゆう葉よう刀とうを抜ぬいた。

「甘く見ないでくれる？　オレたちは、とっくに覚かく悟ごができているんだよ」

　朱虎は、黒麒の腰こしから矢や筒づつを外し、自分の腰に巻いた。花永の形見の大弓を拾い、矢をつがえる。

「二君に仕えず……。ここで命尽つきても悔くいはない……」

　黄豹は、先刻の文官風の狗が持っていた剣けんを拾うと、朱虎にすがるようにして立った。

　一人の殭屍が床に上がった。その胸むな元もとを朱虎が矢で射る。その殭屍は勢いに負けて、周囲の数人を巻き込んで倒たおれた。

「久しぶりの弓だから、勢いはいまいち。右肩も痛いし」

「弓が使えるとは思わなかったぜ」

　別の殭屍の首へ、柳葉刀が一いつ閃せんする。灰かい狗こう衆しゆうとは異なり、ここの殭屍は鋼の首輪を着けていない。首を刎はねられた殭屍はさらさらと砂になって崩くずれた。

「それはこっちの台詞せりふだよ。黒麒って格かく闘とう専門かと思ってた。オレ、北の生まれだからさ。子どもの時は、裸はだか馬うまに乗って弓で狩かりをしていたんだ」

「俺もだ。毎日弓を担かついで山羊やぎ狩りに行ってた」

　右側から来た殭屍の首を一文字に刎ね、返す刀で左側の殭屍の首を落とす。

「狩りか……。陛下のお供でしか行ったことがない。本当の狩りをしてみたかった」

　黄豹は朱虎の背に寄りかかるようにして、軽い装そう飾しよく用の剣を両手で構えていた。のろのろと歩み寄って来る殭屍の首に、彼は体重をかけるようにして剣を振り下ろした。

　限界、という言葉が青蓮の脳のう裏りをかすめた。

　黒麒も黄豹も朱虎も、何千何万もの殭屍を相手に、夜明けまで戦い続けられない。まして矢傷を負い、羅刹の呪いに冒されているのだ。

　ここで自分の命が尽きるのは構わないが、それでは灰道士を止められない。

（いっそ、鬼おに火びで……）

　鬼火を喚べば、殭キヨン屍シーも灰道士も焼き尽くすことができる。黒麒や黄豹、朱虎、そして地下宮城のどこかにいる楊貴妃も焼いてしまうが──。

　死を覚悟した黒麒たちは、それでもいいと言ってくれるだろう。もちろん自分だけ生き残るつもりはない。羅ら刹せつ天てん像ぞうを泰たい山ざん地じ獄ごくへ封ふうじた後は、自分の命も絶つ。

（他ほかに、灰道士を止める方法がない）

　青蓮は、唇を嚙かみしめ、結界を維持しつつ、青い睡すい蓮れんの入れ墨ずみに法力を集中する。

「何だと──」

　入れ墨にまとわり始めた青白い炎を見て、灰道士がたじろいだ。

「いいんじゃね」

　振り返った黒麒が、ニッと唇の端はしを吊つり上げる。

「黒麒！　黄豹さん！　朱虎さん！　楊貴妃様！　ごめんなさい！」

　灰道士を囲う結界を解き、青蓮があらためて右手を前へ突つき出した時──。

「不ふ浄じようを清せい浄じようと化す烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうに願い奉たてまつる！」

　突とつ如じよ、洞窟の天井の四角い穴から声が、朗々とした力強い声が降ってきた。

　青蓮も黒麒も、黄豹も朱虎も頭上を振り仰あおいだ。

「蓮れん華げよ！　宝ほう珠じゆよ！　烈れつ火かをもたらしたまえ！」

　懐なつかしい声だった。青蓮の胸にどっと安あん堵ど感かんが広がる。

「オン、クロダノウ、ウンジャク──」

　炉ろ壇だんの炎が、舞まい降りてくる白い人ひと影かげを照らす。

　幅はば広ひろの袖そでを、翼つばさのように翻ひるがえし、彼は胸の前で印を結んでいた。帯には剣を挟はさみ、金属の鞭むちを首から下げている。

「オン、シュリ、マリ、ママリ、マリシュシュリ、ソワカ！」

　真言の成じよう就じゆと同時に、爆ばく発はつ音を伴ともなって青白い炎が叩たたきつけてきた。

　彼は青白い火か炎えんを背負った明王のごとく、その炎の中へ降り立った。

　白い衣ころもが、寝ね間ま着きでなかったら、そして、無ぶ精しよう髭ひげが生えてなかったら、もっと恰かつ好こう良かったかもしれない。

　青白い炎は凄すさまじい速度で放射状に広がり、それに触ふれた殭屍たちは、声を上げる間もなく、一いつ瞬しゆんのうちに砂に変わった。

　一呼吸の時間も過ぎないうちに、巨きよ大だいな洞窟は、端はし々ばしまでが青白い炎で埋うめ尽くされた。

　何千何万ともつかない数の殭屍はいなくなった。ただ、抜け殻がらのような衣服が折り重なっているだけだった。

「すげぇ」

　黒麒は柳葉刀を提さげ、呆ぼう然ぜんと目を瞬またたいていた。

「……オレ、夢を見てる？」

　女物の衣い裳しようを握にぎりしめ、朱虎はその場にへたり込んだ。

「途と中ちゆうで拾った。これは君たちのだろう」

　寝間着姿の彼は、首から下げていた多節鞭と帯に挟んであった剣と、そして懐ふところに入れてあったおみくじを出して、朱虎と黄豹の前に投げて寄こした。

「やはり、私のおみくじは当たる。今日は、白色が吉きちなのだ」

　石の寝しん台だいに背を預けて座りこんでいる黄豹は、おみくじを受け取り、とても満足そうだった。

「三蔵様！」

　鬼火をまとわらせた右手を灰道士に向けたまま、青蓮は師し匠しようを呼んだ。

「遅おそくなった。よく持ちこたえた」

　三蔵は青蓮の隣となりに立ち、険しい表情で灰道士を見つめる。

「三蔵──」

　灰道士もまた、目ま深ぶかにかぶった頭ず巾きんの下で、三蔵を睨にらみつけているようだった。

「十年前の西方の厄やく災さい以来か。変わらないな」

　三蔵が言った。西方の厄災とは、青蓮と黒麒の故郷を含ふくめ、いくつかの里で里人全員が羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされ、膨ぼう大だいな数の殭キヨン屍シーが誕生した事件のことである。

　羅刹の呪いをまき散らしたのは灰道士であり、三蔵は殭屍の掃そう討とうのために西方へ派は遣けんされた。青蓮が鬼火を喚よんで、故郷の銀ぎん棘きよくを焼いたのは、その時のことである。
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「あの子どもが、これほどまでに成長すると知っていたら、我われが拾い育てたものを──」

　灰道士は、青蓮が鬼火を喚ぶ場面をどこかで見ていたらしい。青蓮が三蔵に拾われたのは、その直後だ。

「金剛。君が性しよう懲こりもなく、十年前と同じ罪を犯おかそうとしていたとは、正直、思っていなかった。陛下にも高将軍にも、そして青蓮にも、申し訳ないことをした」

「何を負け惜おしみを言うか。たとえ我の仕し業わざだと知っていたところで、お前に何ができる。お前は今まで、我を本気で止めようとしたことなどないではないか」

「君の言う通りだ。目の前で消えようとしている命があれば、そちらを救う方が大切だと思った。甘かったと、自分でも反省している」

　三蔵の瞳ひとみに影かげがさす。

　十年前の厄災でも、殭キヨン屍シーの掃討や、嚙まれた者の修ず法ほうに時を費ついやし、灰道士を捜さがし当てることができなかった。今回も、羅刹の呪いに冒された皇こう帝ていや里人の治ち療りようを優先し、羅刹の呪いをばらまいた犯人を自ら突き止めようとしなかった。

　三蔵には救いを求める者を見捨てられなかったのだ。

「青蓮、鬼火を喚んで、灰道士を滅ほろぼすか？」

　三蔵の目が青蓮に向いた。灰道士に向かって突き出している青蓮の右みぎ腕うでには、膨ふくれあがった鬼火がまとわりついている。

「君が鬼火を放つなら、その間、私が結界を張って、黒麒たちが焼かれないように守ってやる。燃え広がるようなら、消してやる。心配はいらない」

「三蔵様……」

　意外だった。不ふ殺せつ生しようを青蓮に教えたのは三蔵自身だ。

「くそ──」

　何かの術を使おうとしたのか、灰道士は胸の前で印を結んだが、その前に、三蔵から〈識しき〉が発せられ、灰道士はその姿勢で固まった。力の差は明白だった。

「青蓮、私には君の怒いかりが見える。今回ばかりは不殺生戒かいを守れとは言わない。いずれにしろ彼は処しよ刑けいされる。君が手を下すことで、その怒りが静まるなら滅ぼして構わない」

　冷厳な目を灰道士に据すえたまま、三蔵は言った。

「……はい」

　青蓮は、右腕に法力を集中させた。入れ墨から生まれた青白い鬼火が極限にまで膨れあがる。

　茶々が射られて、花永を滅ぼした時、どんな方法を使っても灰道士を止めると誓ちかった。

　鬼火を喚ぶことに恐きよう怖ふはなかった。

　灰道士自身を憎にくいと思っているわけではないが、人の命を弄もてあそぶ彼の行こう為いが許せなかった。

　死なず、羅刹の血に代わる物を作れる彼は、また同じ厄災をもたらすだろう。

　一方で、青蓮は灰道士を憐あわれだとも思っていた。彼は、何十年もの間、復ふく讐しゆう心と権力欲よくに縛しばられていた。今、三蔵に術を封じられ、捕とらえられても、灰道士は、牢ろう獄ごくの中でその思いに身を焦こがし続けるに違ちがいない。それよりはひと思いに殺してやった方が、彼の救いになるのではないか──、そんな思いもあった。

（けれど……）

　青蓮は一度手の平を握った。

　入れ墨にまとわりついている炎ほのおが小さくなった。あらためて手の平を開くと、炎は突とつ風ぷうにさらわれるごとく飛び出し、空中で球となって、灰道士を包んだ。

「ギャアアア」

　怖おぞ気け立つような声を発し、灰道士はのけぞった。

「何──!?」

　驚おどろきの声を上げたのは黒麒だった。三蔵も瞠どう目もくしていた。

　十年前、青蓮の放った鬼おに火びを目もく撃げきしていた二人は、今回も、銀ぎん棘きよくの里のすべてを焼き尽つくした時と同じ、激しい業ごう火かを予想していた。けれど今、青蓮が放った鬼火は、灰道士だけを覆おおっている。しかも、燃えているのは、灰色の外がい套とうと道服、そして印を結びかけた彼の両手だけだ。青蓮は、完全に鬼火を制せい御ぎよしているのだ。

　青蓮は突つき出していた右手を下ろした。入れ墨ずみにまとわりついていた炎の残ざん滓しが消えると同時に、灰道士を包んでいた炎も消える。

　灰道士は、がっくりと膝ひざからくずおれた。床ゆかについた黒くろ焦こげの手に、ひび割れが走る。

　彼は、ぐったりと身を横たえたが、まだ息をしていた。

「手加減したのか……？」

　黒麒が、見開いた目を灰道士に据えたまま尋たずねた。

「今も灰道士を許せないと思っているし、ものすごく腹が立っています。でも、僕には……彼を裁けない……」

　肩かたで息いきをしながら、青蓮は答えた。力を振ふり絞しぼるよりも抑おさえる方が難しいことを、そして怒りとは爆発させるよりも耐たえる方が苦しいことを、青蓮はこの時に初めて知った。

「彼を止められれば……いいんです」

　腹の中でふつふつと泡あわ立だっている熱い塊かたまりを必死で抑えながら、青蓮は自分に言い聞かせる。

　灰道士の手は半ば炭と化した。印が結べなければ、大した術は使えない。

　彼の外套と道服は、半ば焼やけ焦げ、灰道士の華きや奢しやな体をさらしていた。白く滑なめらかな肌はだだった。そのあちこちには、灰色の痣あざが斑まだら模様を作っていた。

「彼、羅刹の呪いに冒されていたってこと？」

　朱虎がつぶやいた。

「灰道士は、高将軍と一いつ緒しよに則天武后に仕えていた金剛っていう宦かん官がんだよね。なら歳としは、高将軍と同じぐらいのはずなのに……」

　焦げた頭巾も、すでに落ちていた。

　灰道士は整った面おも立だちをしていた。高力士とは、金剛力士と二人ひと組で呼ばれ、則天武后に寵ちよう愛あいされたとのことだが、あれから五十年余りの年月が経たっているにもかかわらず、彼の顔つきは十六、七歳の青年のようだった。宦官は髭ひげが生えず、体つきもごつくならないことを加味しても、二は十た歳ちを過ぎた程度にしか見えない。

「不老不死で、灰色の痣があるって、いったい──？」

「彼は不老不死の力を手に入れた人間と、殭キヨン屍シーの、中間ぐらいの存在なのだと思います」

　青蓮は五感を研とぎ澄すまし、灰道士の〈気〉を探さぐる。無防備に横たわる彼からは、人間と殭屍の両方の〈気〉が発せられていた。

「中間──って。不死身で、歳を取らないって、言われてみれば殭屍もそうだけど……。いつも頭巾を目ま深ぶかにかぶっていたのは、直射日光が苦手だったとか？」

「生前の記き憶おくを残し、日の下を歩ける殭屍とも言えますが、人でもあるのです。だから烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎で滅びなかったし、光こう明みよう真しん言ごんも効かなかったのだと……」

　青蓮の声が届いたのか、灰道士が薄うすく目を開けた。切れ長の、妖よう艶えんな雰ふん囲い気きの目だった。

「そうだ……。殭屍と不老不死の人間は……同じ生きものだ。人であった時の力をどれだけ残しているかの違いだけで……」

　彼は薄い笑えみを浮うかべた。

「同じ生きもの──」

　黒麒と朱虎は目を丸くし、黄豹は淡たん々たんとした表情で、黙だまって耳を傾かたむけていた。

「人の血をすする化け物ならば、僕は躊ちゆう躇ちよなく滅ぼしたと思います。でも、彼は人間でもあるのです。彼の罪が死に値あたいするのか否いなか、それを決めるのは僕じゃない。何よりも、僕自身が、平気で人を殺すような人間になりたくなかった。感情に流されて、力任せに鬼火を放ったら、十年前と何も変わらない」

　青蓮は右手を握にぎりしめる。

「よく耐えたな」

　三蔵が、そう言って青蓮の肩を抱だいた。

「我と同じ位置にまで堕おちたくなかったと……？」

　灰道士は顔を上げ、憎ぞう悪おに満ちた目で青蓮を睨にらみつけた。焦げた手をつき、よろよろと立ち上がる。

　三蔵がハッと眉まゆをはね上げ、〈識しき〉を送って灰道士を呪じゆ縛ばくしようとしたが、

「許さぬ。我を侮ぶ辱じよくした罪……その命で贖あがなってもらおう……」

　彼は、炉ろ壇だんに倒たおれ込むようにして、積まれた石の一つを叩たたいた。バキッと炭化した手が折れて飛び散った。

　ゴゴゴゴ──と地鳴りの音とともに足元が揺ゆれ始めたのはその直後だった。

「今度は何!?」

　パラパラと小石が落ちて来る天てん井じようを見上げて、朱虎が喚わめく。

「宮城の内ない苑えんの柱にひびが入っているような──」

　研ぎ澄まされた青蓮の五感は、花永と戦った庭園の石柱に亀き裂れつが入る音をとらえていた。

「お前たちも我とともに、この陵りようで永遠の眠ねむりにつくがいい」

　炉壇に寄りかかり、美しい顔を禍まが々まがしく歪ゆがめて灰道士が哄こう笑しようした。

「私について来い」

　三蔵が床から飛び下りた。地下の大だい空くう洞どうの構造を知っているのか、彼は迷わずに駆かけ出した。

　黒麒と朱虎が黄豹に肩を貸し、青蓮たちは、三蔵の後について走る。

「逃にげられるものか」

　灰道士は、燃える炉壇を背に、笑い続けていた。

　ミシッと洞ほら穴あなの天井に亀裂が入った。ガラガラと音を立てて、四角く切り取られた穴の縁ふちから岩や石が落下した。炉壇が崩くずれ、火のついた薪まきがそこら中に飛び散った。炎の中で、灰道士はまだ哄笑していた。

　突とつ然ぜん、背後でドン！　という地じ響ひびきが聞こえ、青蓮は振り返った。見ると、灰道士がいた場所に、厚い石の板が落ちていた。側面にも魔ま物ものの曼まん荼だ羅らが描えがかれているところをみると、修法の間の天井らしい。

「たとえ生きていても、這はい出すのは無理だろうな」

　床と、落ちてきた石の天井の間に一分ぶの隙すきもないことを見て取り、黒麒がつぶやいた。

　灰道士の哄笑はもう聞こえず、彼を押しつぶした魔物の絵の上に、土が降り積もっていく。

「抜ぬけ道はこっちだ！　急げ！」

　三蔵が叫さけんだ。

「楊貴妃様がまだ上に──」

　普ふ段だんは淡々としている黄豹も、さすがに焦あせった様子で声を荒あららげた。

　揺れはますますひどくなり、庭園の池の底にひびが入ったのか水が漏もれてきた。

　やがて大空洞の壁かべに行き着いた。壁には岩を削けずって作られた階段があった。階段の先は坑こう道どうにつながり、坑道との境には鉄てつ格ごう子しがはまっていたのだろう。この揺れのせいか、その鉄格子は、外れて落ちていた。坑道を上りきってみれば、そこは先ほど青蓮と黒麒が閉じこめられそうになった廟びようの床ゆか下しただった。

　床下から這い出ると、三蔵は庭園を横切って甘かん露ろ殿でんへ向かった。

　庭園の中央にそびえていた石柱が、すでに何本か折れていた。土や岩が容よう赦しやなく降り注ぎ、青蓮は頭に腕うでをかざして走る。池の水は波打ち、宝玉の岩には土がかぶり、黄金の梅の木は倒れていた。殿でん舎しやの瓦かわらがずれて落ち、ろうそくが倒れたのか、あちこちから火の手が上がっている。

「遅おそかったじゃないの」

　桃もも色いろ尽づくしの寝しん室しつへ楊貴妃を迎むかえに行くと、彼女はやや不ふ機き嫌げんな様子で三蔵に向かってそう言った。ひび割れる壁にも、落ちて来る天井にも、まったく動じている様子はなく、寝ね椅い子すの脇きよう息そくにもたれている。

「すまなかった。青蓮の居場所を突き止めるのに手間がかかってしまって──。下へ手たに〈識〉を飛ばして、灰道士に気づかれたら、彼が何をしでかすかわからないだろ」

　三蔵はそう言いながら、楊貴妃を抱き上げた。

「わたくしより、お弟で子しの方が大切だったわけね」

　ぷりぷりしながら、それでも彼女は三蔵の首に腕を回した。

「怒おこるな。本当に切せつ羽ぱ詰つまっていたんだ。君のことを忘れていたわけじゃない」

　楊貴妃を抱いて三蔵が走りだす。

「この二人──」

　黄豹に肩かたを貸している黒麒の眉み間けんの皺しわがグッと深くなる。

「いつも思うけど、三蔵法師と楊貴妃様って、どういう関係なんだろうね」

　黒麒の反対側で、同じく黄豹に肩を貸している朱虎が首を傾かしげた。

「結けつ婚こんして数年、倦けん怠たい期にさしかかり、仕事に明け暮れる夫と、家で帰りを待つ妻の会話に聞こえる」

　顔色はひどく悪かったが、黄豹はそれでも淡々としていた。

「なぜ君は、おとなしく灰道士について行ったのだ？　まさか、彼の野望達成に手を貸すつもりだったのではないだろうな」

　楊貴妃に尋たずねる三蔵の口調には、やや険があった。

「興こう慶けい宮きゆうからこっそり出た時のことを言っているの？　狗いぬに陛下を襲おそわせると脅おどされたからよ。あの時は、九人の狗が宮殿を取り囲んでいたの」

　答える楊貴妃の声こわ音ねも険しい。

「長ちよう安あんへ連れて来られてからずっと、この国がどうなろうと、誰だれが帝てい位いに就つこうと、わたくしには関係ないと思っていたわ」

　そこで楊貴妃は声の調子を落とした。

「でも、隆りゆう基きを──陛下を死なせられないと……。後宮には、力士に頼たのまれてしかたなく上がったのだけれど、長年連れ添そって、情が移ったのかもしれないわね」

　青蓮の位置からでは楊貴妃の顔は見えないが、その声から彼女が微笑ほほえんでいることが容易に想像できた。

「青蓮、黒麒、あなたたちには廟に黄豹と朱虎がいると噓うそをついてしまって、ごめんなさいね」

　三蔵の腕の中で、楊貴妃がこちらを振ふり向いた。

「何だと!?　君はそんなことを──」

　三蔵がくわっと目を剝むく。

「仕方がないじゃない。言う通りにしないと、地下の殭キヨン屍シーを解き放つと言われたのだもの」

　楊貴妃は憤ふん然ぜんと言い返す。

「内容は重大だし、こんな危機的状じよう況きようだけど、雰囲気としては夫ふう婦ふ喧げん嘩かだよね。自分がここで死ぬかもしれないとは──やっぱり、思わないんだね」

　朱虎が、ひそひそと黄豹に耳打ちする。

「陛下には、脚きやく色しよくして御報告申し上げたいと思う」

　禁軍兵として皇こう帝ていに忠誠を誓ちかう黄豹が、ぼそりとつぶやいた。

　ズン──と、一ひと際きわ大きく足元が揺らいだのは、三蔵に先導されて、来た時とは別の墓道から地上へ出た直後だった。振り返ると、背後の松の森一帯が地響きを伴ともなって、徐じよ々じよに陥かん没ぼつしているところだった。松の木が倒れ、土と岩にもまれながら沈しずんでいく。

「危なかった……」

　額の汗あせをぬぐい、黒麒が長い息をつく。

　三蔵は楊貴妃を下ろし、朱虎と黒麒は黄豹を座らせた。

　しばらくの間、一同は声もなく、おぞましい欲よく望ぼうを抱いだいた女じよ帝ていが造り、灰道士の人生を狂くるわせた世界の最後を見守っていた。

（花永さん、白琳、……茶々……）

　沈んでいく松の森を見つめる青せい蓮れんの脳のう裏りには、灰道士の野望の犠ぎ牲せいになった人々や茶々の顔が浮うかんでは消えていた。腹の中の熱い塊かたまりは未いまだ冷えず、ふつふつと煮にえたぎっていた。灰道士が死に、地下宮城が埋うもれても、彼らは戻もどってこない。

　やがて、「朝だ」という朱虎の声に、青蓮は東の空へ視線を移した。

　遥はるかな地平から、太陽の最初の一条が空に輝かがやきを放っていた。

　眼下には黄土の平野が広がり、北には黄こう河が、南には洛らく水すいが横たわっているのが見えた。

　頭上の空は、まだ夜の気配が残る濃のう紺こんの色をしていたが、東の空は明るく白く、雲が朱しゆに染まっている。

「長い夜だったねぇ」

　緑の目を細めて、昇のぼる日を見つめながら朱虎がしみじみとした調子でつぶやいた。

　ふと、青蓮の胸がじわりと温かくなった。腹の中の熱い塊のせいではない。体の外の温度だ。最初は、朝日を浴びて衣服が温まったのかと思った。けれど、それとは別の温かさだとすぐに気づく。

「噓……そんな、まさか……」

　懐ふところがもぞもぞし始め、青蓮は急いで袍ほうの紐ひもを外して、襟えりを開いた。何事が起こったのかと、他ほかの五人が振り返る。

「プハッ」

　いきなり、茶々が襟の間から顔を出した。

「茶々!!」「クソ猿ざる!?」

　青蓮と黒麒は、ほぼ同時に声を上げた。

「茶々姫ひめ～。会いたかったよ。そんな所に隠かくれていたの。てっきり禁軍兵を呼びに、お使いに出されたんだと思っていた」

　朱虎が駆かけ寄ってきた。

「そうじゃないんです……。茶々は、花永さんの矢に射られて……」

　青蓮は震ふるえる手で茶々を抱き上げた。

「俺が膏こう薬やくを貼はった時、こいつの心臓、止まってたんだが」

　黒麒も目を丸くして茶々の顔をのぞきこむ。

「ええっ!?　ま、まさか茶々姫も──」

　朱虎は、ハッと口を押さえた。

　灰道士と同じ、日の下を歩ける殭キヨン屍シー、もしくは不老不死──。

　青蓮も、おそらく黒麒もそう思っただろうが、口には出さなかった。

「ウッキー。キキッ、ウッキッキー」

　茶々は身み振ぶり手振りで何か説明したが、よくわからない。

「いいんだ……。茶々が何であっても、茶々は茶々だもの……生きていてくれただけで……」

　茶々を抱だきしめた途と端たんに、どっと涙なみだが溢あふれ出た。

　腹の中で泡あわ立だっていた熱い塊が、涙と一いつ緒しよに流れ出て行くのを感じながら、青蓮は、白いふわふわの毛に顔を埋うずめた。




「楊貴妃様、もしやあなたも？」

　黄豹は尋ねた。青蓮、黒麒、朱虎に囲まれる茶々を見つめていた彼女は、ゆっくりと振り返る。三蔵も「おや？」という表情で、黄豹に視線を移した。

「わたくしはわたくし。他の何者でもないわ」

　楊貴妃は、切れ長の目を軽く伏ふせ、唇くちびるにあるかなしかの笑えみを浮かべた。羅ら刹せつ天てん像ぞうによく似た微笑だった。

「では、三蔵法師は？」

「私はただのぐうたらな坊主ぼうずだ」

　三蔵は飄ひよう然ぜんとそう言って、伸のびかかった無ぶ精しよう髭ひげを手の平でぞりぞりと撫なでるばかりで、それ以降、何を尋ねてものらりくらりと話を逸そらし、答えてはくれなかった。







[image: 五章◆遥かな道へ]

「校こう尉い殿どの、高こう将軍から書簡をお預かりして参りました」

　青せい蓮れんも顔見知りの禁軍兵が、黄こう豹ひように一通の封ふう書しよを差し出した。

「読み終えたら焼き捨てるようにとのことです」

　誰だれにも知られてはならない内容ということである。

「御ご苦く労ろうだった。では楊よう貴き妃ひ様を頼たのむ」

　黄豹は淡たん々たんと書簡を受け取り、三さん蔵ぞうに手を取られて、殿舎の階きざはしをしずしずと下りてくる楊貴妃に目を走らせる。ちょうど、出立の合図が発せられたところだった。

「校尉殿も朱しゆ虎こ殿もお気をつけて。お帰りをお待ちしております」

　その禁軍兵は、青蓮と黒こく麒きにも笑みかけると、隊列に戻った。

　洛らく陽ようの宮城、皇族やその妃きさきたち専用の車寄せである。

　宮城は牡ぼ丹たんの盛りだった。白い小石が敷しき詰つめられた内庭には、赤や薄うす紅べに色いろや赤あか紫むらさきの牡丹が大輪の花を咲さかせている。

　灰かい道どう士しとの決戦から、五日が経たっていた。

　あの日の朝、青蓮たちは、邙ぼう山ざんを下りると、陵りようの正面の出入り口へ通じる石いし畳だたみの道へ戻り、奇き跡せき的に無事だった馬と馬車で洛らく陽ようの宮城へ行った。青蓮と三蔵とで、黒麒、黄豹、朱虎の羅刹の呪のろいを解き、一方で、宮城の衛え士じを長安へ使いに出して、高力りき士しに楊貴妃の無事を報しらせるとともに迎むかえを頼んだ。

　そして本日、長ちよう安あんから飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの小隊が到とう着ちやくし、楊貴妃と三蔵は長安へ帰ることになったのである。

　二人が青蓮たちを見つけて歩み寄ってきた。

「道中の御ご無ぶ事じをお祈いのりしております」

　黄豹と朱虎は、彼らの前で膝ひざをつき、武官の礼の姿勢を取った。

　青蓮は合がつ掌しようして膝を折り、黒麒は立ったまま軽く会え釈しやくする。

「あなたたちも、無事にお役目を果たしてね」

　楊貴妃はいつも通り、軽く目を伏せ、羅ら刹せつ天てん像ぞうによく似た微かすかな笑みを浮かべた。牡丹の群れを背に立つ楊貴妃は、まるで花が人の姿をとったような艶あでやかさがあった。

「では、三蔵様もくれぐれも──」

　と、青蓮は三蔵に向き直った。

「朝起きたら、寝ね間ま着きから法ほう衣えに着き替がえて、布ふ団とんをたたんで、ちゃんと顔を洗って、髭ひげを当たって、食事は時間を守って、食器を洗って片づけて、寝る時には布団を敷いて、寝間着に着替えて、たまには部屋の掃そう除じをしてください。出したらしまう、開けたら閉める、落ちたら拾う。いいですね」

「わかっているよ」

　三蔵はにっこりと笑った。きっとわかっていない。

　青蓮が髪かみと髭を剃そってやり、洗い立ての法衣と鈍にび色いろの袈け裟さをきっちり着せたので、今は楊貴妃と並んでもまったく見み劣おとりしないが、長安まで保もつのか不安だ。

　三蔵が合掌しながら、車寄せに向かって悠ゆう然ぜんと歩きだし、楊貴妃がその後を、黄金の簪かんざしを揺ゆらしながら優ゆう雅がに歩く。車寄せで待つ禁軍兵も、壁かべ際ぎわに立ち並ぶ洛らく陽ようの衛士も、殿舎の前で見送る官かん吏りや女によ官かんたちも、陶とう然ぜんと二人の姿に見とれていた。

「こうやって見ると、あの二人って本当にお似合いだよね」

　朱虎は三蔵と楊貴妃の背を見送る。

「思っていても口には出すな。陛下がお気の毒だ」

　黄豹はどこまでも忠臣だった。

「破は戒かい僧そうめ」

　腕うでを組んで立っている黒麒は、悔くやしそうだった。

「開門」

　禁軍兵の声が響ひびき、門衛が門の扉とびらを開く。楊貴妃の馬車の横に、三蔵が紅のあおり革がわを着けた白馬を並べ、その周囲を精せい悍かんな飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの騎き馬ば兵が囲んだ。表向きはお忍しのびの御旅行なので、馬車の装そう飾しよくはさほど華か美びではないが、それなりに壮そう観かんである。

　馬車が門を出ると、

「で、高将軍は何て？」

　青蓮も黒麒も朱虎も茶ちや々ちやも、黄豹に向き直った。

　高力士には、楊貴妃の無事を報せる際に、灰道士すなわち金こん剛ごうが不老不死だったことや、則そく天てん武ぶ后こうの地下宮城のことなどを報告したので、おそらくその返事だ。

　この洛陽の宮城にいる間、青蓮も黄豹もそれぞれ三蔵や楊貴妃に様々な質問をしたのだが、二人とも何も答えてくれなかったので、みな、真実を知りたくて高力士の返事を心待ちにしていたのである。

「とにかく出発だ。我々には羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てるという任務がある。書簡は、道すがらゆっくり読むことにする」

　黄豹はどこまでも真ま面じ目めだった。







　初夏の街かい道どうには、穏おだやかな風に乗って、白い綿毛のついた柳やなぎの種──柳りゆう絮じよがふわふわと舞まっていた。

　騎き乗じようした青蓮の肩かたの上で、茶々が柳絮をつかもうと手を振ふり回す。

「茶々姫ひめ、かわいい～。オレが取ってあげようか？」

　朱虎の目め尻じりが下がる。

「こうやって遊んでいると、ごく普ふ通つうの小こ猿ざるに見えるけど」

　青蓮が茶々に出会ってから十年になるが、彼女の見た目は十年前とまったく変わらない。その理由がまさか不老不死だったとは思わなかった。

「普通のお猿さんよりお利口なのは、長く生きているせい？　天てん竺じくでは白い猿は神の使いって言われてるらしいけど。もしかして茶々姫は神様に特別に愛されてるのかな？」

　朱虎の問いに、茶々は『そうよ』と言うように、大きくうなずいた。この世のすべての存在は〈識しき〉で成り立ち、不可能なことはないと言っても、やはり不思議だ。

「で、高将軍は何と言ってきてるんだ」

　黒麒が黄豹を促うながした。

「私たちの推測通り、則天武后はあの地下宮城で不老不死の霊れい薬やくを作って、大勢の人々に試ためしたそうだ。実際に修ず法ほうを行ったのは懐かい義ぎという僧そうだったそうだが」

　馬上で、高力士からの書簡を広げ、黄豹は文面に目を走らせながら言った。

「最初は洛らく陽ようの宮城で、身近な宦かん官がんや女官に試し、その時に金剛──灰道士もあのような体になった。高将軍も同じ霊薬を試されたが、彼は殭キヨン屍シーにも不老不死にもならなかったそうだ。だが、怪け我がを負ってもすぐに治り、大した病気もせずにこの歳としまで生きているのは、霊薬のせいかもしれないと書いてある」

「高将軍も……」

　青蓮だけでなく、朱虎も黒麒も瞠どう目もくする。

「則天武后は、霊薬によってただの殭屍になる者や、狗いぬのごとく意思や感情はあっても過去の記き憶おくがなく、日を浴びると滅ほろぶ者もあると知り、あの地下宮城を造った。そして、近きん郊こうの里人を無理やり地下宮城へ連れ込み、さらに実験を続けた。霊薬を試された者のほとんどは、殭屍になり、殭屍は地下宮城のさらに地下の洞ほら穴あなへ閉じこめられたそうだ」

「墓道の途と中ちゆうの落とし穴にも砂の山があったよね。あり得ない数だよね」

　朱虎が渋じゆう面めんをつくる。

「その中に、灰道士の親兄弟が含ふくまれていたとのことだ」

「では、灰道士は目まの当たりにしていたのですね。親しい者たちが実験台になって殭屍にされる姿を──」

　──我われの親兄弟も、同郷の友も……、みなここにいる。

　青蓮は、悲しげな響きがこもった灰道士の声を思い出す。

「灰道士は、その頃ころから、則天武后への復ふく讐しゆうや帝てい位い簒さん奪だつを口走っていたそうだ。やがて彼は宮城を飛び出して、行方ゆくえがわからなくなったとのことだ。則天武后自身も霊薬を用いたが、不老不死には到いたらず、人よりはやや長く生きただけで、この世を去った。しかし、女じよ帝ていの死後も、灰道士の復讐心と天下取りの野望は消えなかった」

　黄豹は淡たん々たんと続ける。

「十年前、灰道士は高将軍の蟄ちつ居きよ中に、密ひそかに陛下に近づき、羅ら刹せつの修法による延命を持ちかけたとのことだ。陛下は気さくな方かたゆえ、灰道士の真の目的に気づかず、話を聞く程度の軽い気持ちで招いたのだろう。そこで幻げん術じゆつか何かをかけられたのかもしれない。灰道士の目的は皇こう帝ていを狗に変えて傀かい儡らいにすることだったのだろうが、皇太子や当時の宰さい相しようが止めに入り、修法は失敗に終わった。しかしその時に、皇帝自身は羅刹の呪いに冒おかされ、女官や衛士が殭キヨン屍シーと化した。厄やく災さいは皇こう宮ぐうばかりでなく、西せい域いきにまで及およんでしまった」

　その西域には、青蓮と黒麒の里である銀ぎん棘きよくも含まれる。皇宮で羅刹の血に触ふれて殭屍になった者が井い戸どに投げ込まれ、里人は羅刹の呪いに冒された。その後、殭屍が里を襲おそい、青蓮は鬼おに火びを喚よんで、殭屍もろとも自分の母や黒麒の両親を含む里人を焼いてしまったのだ。

「高将軍は、自らが指揮を執とって事態の収しゆう拾しゆうに当たったが、灰道士を捕つかまえることができなかったそうだ。そして、再び今回の事件を招き、犠ぎ牲せい者しやには申し訳なかったと、また私たちに感謝していると書かれている」

「そうですか……」

　青蓮の脳のう裏りに、青白い炎ほのおの中でのたうち回る里人の姿が思い浮うかぶ。もちろん、皇帝や高将軍を責めるつもりはないが、やるせない溜ため息が漏もれた。

　黒麒も暗い表情で、遠くを見つめていた。

「灰道士が、楊貴妃様の血を使って修法をしようとしていたことについて、何か書いてある？」

　朱虎が尋たずねた。彼は、灰道士が楊貴妃の手首から血を採る場面を見ていたという。

「修法に関しては、高将軍も詳くわしくご存じないようだが、彼女の血は羅ら刹せつの血とまったく同じではなく、手を加えれば羅刹の血と同じ働きをするらしい。今思えば、三蔵法師が幻まぼろしを送ってきた時、楊貴妃様が見つかるまでは羅刹天像を捨てるなと言ったのは、彼女の血で、誰だれかが羅刹の呪のろいに冒されるかもしれないと考えたからだろう」

　羅刹の血は、井戸に混入させるだけで大勢の人間を羅刹の呪いにかけることができる。その時に、羅刹天像がなければそれらの人々を治すことができない。

「楊貴妃様って、多分、不老不死だよね。三十半ばのはずなのに、二十歳そこそこにしか見えないもの。お化け粧しようを取ったらもっと若く見えるかも。でさ、灰道士だって不老不死なのに、自分の血では、羅刹の血の代用品は作れなかったのかな」

　朱虎は首を傾かしげた。

「殭屍と不老不死の人間との間には、何段階かあるのだろう。動く死体である殭屍、記憶はないが意思と感情を持つ狗、そして完全に生前の力を残した不老不死の者。楊貴妃様は、完全だったが、灰道士は灰色の痣あざが残っていたところを見ると完全ではなく、羅刹の血の代わりを作れるのは、完全な不老不死を得た者に限られるのではないか」

　そこで、黄豹は書簡の文面に目を落とす。

「灰道士が霊薬を試されたのは、十四の時だったそうだ。けれど彼は十六、七歳に見えた上、身長は成人男性と変わらない。おそらく彼はゆっくりと歳を取っていたのだと思う」

「楊貴妃様も、則天武后に霊薬を試され、不老不死の体を得たのでしょうか」

　青蓮は尋ねた。

「いや、高将軍が則天武后から聞いたところによると、彼女は、何百年も生きている天てん竺じくの巫み女こで、玄げん奘じよう三蔵法師が長ちよう安あんへ連れてきたそうだ。羅ら刹せつ天てん像ぞうと一いつ緒しよに」

「えええっ!!　げ、玄奘三蔵法師が!?」

　青蓮を含め、多くの僧たちにとって、苦難の旅の末に多くの仏典を唐とうにもたらした玄奘三蔵は、神に等しい存在である。その彼が、天竺から美女を連れ帰っていたとは──。

「巫女か。そういや、地下宮城の池の水を介かいして幻を送ってきたな」

　黒麒にとっては楊貴妃の正体の方が重要だったらしい。

「で、でも、楊貴妃様と楊よう宰相は親しん戚せきだと……。それから、後宮に上がる前は皇子の妃きさきだったと……」

　青蓮としては、玄奘が女連れで旅をしたとは思いたくない。

「歳を取らないので、何年かに一度、どこかの養女になって姓せいと名を変えていたらしい。皇子の妃から陛下の後宮に上がったのは、十年前、陛下が羅刹の呪いに冒されたからだそうだ」

「誰が帝てい位いに就つこうが興味はないみたいなことを仰おつしやってたのも、何百年も生きて、人の誕生も死も、皇帝の代だい替がわりも、王朝の交こう替たいも見てきたからなのかなー」

　朱虎がしみじみとした調子でつぶやいた。

「げげ玄奘三蔵法師は、い、いったい何のために、巫女を……？」

　青蓮は衝しよう撃げきからまだ立ち直れなかった。

「これは私の推測だが、楊貴妃様は天竺では羅刹天像の守護者を務めていたのではないか？　彼女の血から羅刹の血の代用品が作れるのなら、羅刹の呪いに冒された人を治す薬も作れる。万一、羅刹天像が誰かの手に渡わたり、悪用された場合のことを考えて、彼女を連れてきたか、もしくは彼女の方から玄奘三蔵法師について来たか。そのあたりは男女のことだから色々と複雑だろうが」

　黄豹はいつも通り淡々としていた。

「何か、あの夫ふう婦ふの会話が蘇よみがえって来るのはオレだけ？」

　朱虎は軽い調子でそう言って小首を傾げる。ぐうたら三蔵と玄奘三蔵法師が同一人物だと言いたいのだろう。

「そんな、まさか、でも……いやいや、ないない」

　師し匠しようの三蔵が、憧あこがれの玄奘三蔵法師だとは青蓮には信じられない、というか信じたくない。あのぐうたらさ加減において。

「それにしても、玄奘三蔵法師は、なぜ羅ら刹せつ天てん像ぞうを長ちよう安あんに持ち帰ったんだろうね。危険な物だとは知らなかったのかな」

　と、朱虎。

「天てん竺じくには、阿あ密む哩り多たっていう不老不死の霊れい薬やくの伝説がある。唐じゃ甘かん露ろというらしいが、そんな危ねえものだなんて聞いてねえぞ」

　少年時代、隊商に加わってあちこち旅をしていたという黒麒が言った。

「玄奘三蔵法師が天竺を目指したのは、経きようの原典を読み解き、真理を知りたかったからと、玉ぎよく華か寺じでは言い伝えられています。羅刹天像も、きっと唯ゆい識しきの研究のために……」

　この世のあらゆる存在は〈識しき〉によって成り立っているという唯識論を検証するには、不老不死というあり得ない存在は、恰かつ好こうの研究材料だ。青蓮としては、玄奘三蔵が高こう尚しような目的で天竺へ行ったと思いたい。

「当時は、唐とうは建国されたばかりで内政は不安定、諸外国とも緊きん張ちよう状態が続いていたため、出国は禁止されていたのだ。普ふ通つうであれば関かん塞さいで捕とらえられ、連れ戻もどされる。にもかかわらず、玄奘三蔵は天竺へ行き、帰き還かんした時には大変歓かん迎げいされ、大だい慈じ恩おん寺じで訳やつ経きようを命じられている。おそらく、太たい宗そう皇帝は玄奘三蔵法師に、天竺へ行かせる代わりに、不老不死の霊薬を持ち帰れと命じたのではないか？」

「言われてみれば……、僕が育った玉華寺は、玄奘三蔵法師が晩年を過ごした寺ですが、もとは皇帝の離り宮きゆうだったそうです……」

　玄奘三蔵法師は厚こう遇ぐうされすぎている。

「洛らく陽ようの宮城で三蔵法師に尋ねたところ、太宗皇帝との約束を破れなかったのだろうと、また、危険を承知していたから大だい雁がん塔とうへ封ふうじたのだろうと、あくまで他人ひと事ごとのように言っていた」

　黄豹も、玄奘三蔵と青蓮の師匠の三蔵が同一人物だと思っているのだろうか。

「太宗皇帝はそれほど長生きしたわけじゃないから、不老不死の霊薬を使わなかったんだろうね。玄奘三蔵法師が説得したのかもしれないね」

　朱虎の言葉で、青蓮は少し救われた気持ちになる。

「だが、太宗皇帝の寵ちよう姫きだった則天武后は、羅刹の血で不老不死の霊薬が作れることを知り、密かに地下宮城で実験したわけだ」

　黄豹は、長い書しよ簡かん箋せんを折りたたみ、「焼いてくれ」と、青蓮に渡した。

　青蓮は、周囲に人目がないことを確かめると、右の手の平にそれを載のせて前方に伸のばした。青しよう蓮れん華げの入れ墨ずみから小さな鬼火が生まれ、書簡箋を包む。紙は瞬しゆん時じに灰になり、風に乗って手の平からハラハラと離はなれて行った。

「黄豹宛あてったって、オレや青蓮や黒麒が内容を知ることもわかってただろうに、高将軍ってば、よくここまで詳しく知らせてくれたよね」

　中空で白い柳りゆう絮じよの綿毛に交じり、散って行く灰を目で追いながら、朱虎がつぶやいた。

　一心に皇こう帝ていに尽つくす高力士にとっては、唐とうの汚お点てんとも言うべき則天武后の所業や、それを目まの当たりにしながら止められなかったおのれの不ふ甲が斐いなさを、青蓮たちに打ち明けるのは苦しかったに違ちがいない。

　それでもこうして真実を告げてくれたのは、彼が自分たち四人を信しん頼らいしているからだ。

「きっちり捨ててやるさ。羅ら刹せつ天てん像ぞうを」

　黒麒が口くちの端はしを吊つり上げてニッと笑う。

「あの……さっそく、追っ手が来たようですが……」

　青蓮の耳には、殺気を伴ともなって近づいてくる蹄ひづめの音が聞こえていた。

　花か永えいが亡なくなった時に腹の中で生まれた熱い塊かたまりは、今はもう消えているが、あれ以来、五感が鋭するどくなり、人の〈気〉を肌はだで感じられるようになっていた。

「平へい楽らく郷ごうで青蓮が修ず法ほうをしたことで、羅刹天像が青蓮の手にあり、それを捨てようとしていることが皇太子や楊宰さい相しよう、安あん禄ろく山ざん将軍に知られたのだろう。刺し客かくたちは、私たちが洛らく陽ようを出るのを待っていたのだ」

　黄豹が馬を駆かけさせた。それにつられて青蓮の馬も駆け出し、

「うわっ！　ちょちょっと──」

　まだ、体の構えができていなかった青蓮は、均きん衡こうを崩くずして鞍くらから落ちかかる。

「法力が高まっても、相変わらずどんくせ──」

　黒麒は呆あきれてそう言いかけ、茶々に視線を走らせて押し黙だまった。彼は、手た綱づなから手を離すと、花永の形見の弓に矢をつがえる。

「そういえば、高将軍の書簡に、茶々姫の話は出てこなかったね。愛いとしの姫は、いつどうやってその体を手に入れたのかな？」

　朱虎は多た節せつ鞭べんを手に、追って来る馬との距きよ離りを目測しながら言った。

「ウッキッキー。キッキッキー」

　茶々は、一いつ生しよう懸けん命めい説明してくれたが、やはりよくわからなかった。







　青蓮たち一行が、泰たい山ざん南なん麓ろくの岱たい廟びようへ着いたのはそれから六日後のことだった。

　岱廟とは泰山をまつる霊れい廟びようである。三蔵からは、この岱廟から泰山山頂へ登る途と中ちゆうに、泰山地じ獄ごくの入り口があると聞いていた。

　岱廟は、皇帝が泰山を訪おとずれる時に立ち寄る行あん宮ぐうを兼かねているとのことで、宮きゆう殿でんに匹ひつ敵てきする大きさと壮そう麗れいさがあった。その屋舎の前では、数人の翁おきながほうきを手に石いし畳だたみを掃はき清めている。

「泰山地獄へお詣まいりさせていただきます」

　青蓮が彼らに声をかけると、

「参道がわかりにくうございますので、御ご案あん内ないいたしましょう」

　一人の腰こしの曲がった翁おきなが、人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべて近づいて来た。

「御ご厚こう意い、ありがとうございます。けれど、それには及およびません。大体わかります」

　青蓮は、泰山の山やま肌はだを見上げた。岱たい廟びようよりやや上の松林から異界の〈気〉が立ち上っているのが見える。年寄りに案内してもらうまでもない。

「ですが、先日の雨で土ど砂しや崩くずれがありまして、参道がふさがれてしまったのでございますよ」

「では、案内を頼たのもう」

　淡たん々たんとした表情で黄豹が言った。

「こちらにございます」

　翁は、ほうきを杖つえ代わりにして、先に立って歩きだした。

　岱廟の裏へ回ると、松林の間に細い参道が見えた。翁、黄豹、青蓮、黒麒、朱虎の順にその参道を登る。夏の気配がする日は眩まぶしく、坂を登っているうちに汗あせばんできた。山間を吹ふき抜ぬける風が心ここ地ちよい。

「こちらから参りましょう」

　しばらく登ると、翁は途中で参道を外れて、藪やぶに分け入った。

　突とつ然ぜん、後ろからぐいっと黒麒に頭を押された。ヒュッと頭上を矢が通過する。

　翁がザッと振ふり返って、黄豹にほうきを突つき出した。その一いつ瞬しゆん前に黄豹は剣けんを抜き、ほうきの先せん端たんから伸びてきた槍やりの穂ほ先さきをはね上げると、一気に踏ふみ込んで翁の胸を薙なぐ。くずおれる翁の背後の草むらから、熊くま手でのようなつけ爪づめを腕うでにはめた男が躍おどり出てきた。つけ爪が振り下ろされる直前に、黄豹の剣が男の胸を突く。

　青蓮の左右の草むらから、同時に長槍が突き出てきた。左の槍の柄つかを黒麒がつかんだ。グッと引き寄せ、持ち主の顔面に沓くつ底ぞこをめりこませる。右の槍の持ち主は、朱虎の多節鞭に打たれて吹っ飛んだ。

　四人の刺客が草むらに倒たおれ伏ふすまでに一呼吸の間もなかった。黒麒がさっと弓を構え、右後方の木を射た。弓を持った男が枝から落ちる。最初に矢を放った刺客だろう。

「怪あやしいな、とは思いましたが、やっぱりでしたか」

　青蓮はそろそろと頭を上げた。洛陽を出てからの六日間、こんなことばかりだったので、すっかり慣れっこになってしまった。黄豹と朱虎には、刺客が襲おそってきても殺さないように頼んであるものの、刃にん傷じよう沙ざ汰たに慣れてしまうようでは立派な僧そうになれない気がする。

　青蓮は、懐ふところから膏こう薬やくを出して、斬きられた胸を押さえてうめいている翁に渡わたした。

「このままでは、血の匂においに惹ひかれて狼おおかみがやって来て、みなさんを食べてしまうかもしれません。どうかお仲間を連れて、急いで山を下りてください」

　治ち療りようしてやりたいが、ここで手間取っていては、第だい二、第三の刺客が来て、怪け我が人が増えるばかりだ。一刻も早く羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨ててしまった方が犠ぎ牲せい者しやが少ないことを、青蓮はこの六日間で学んだ。いくら手て練だれれの刺客でも、普通の人間では、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こと黒くろ鉄がねの狼おおかみには敵かなわないのである。

「急ぐぞ。下の方が騒さわがしい」

　黄豹がそう言って駆け出した。思った通り、新たな刺客が追って来たのだ。

「仏のお慈じ悲ひがありますように」

　青蓮は翁に向かって合がつ掌しようすると、黄豹の後について走りだす。

　参道に戻もどって、しばらく坂を登ると、右手に古い石の門があった。その奥に、白い岩がん壁ぺきを背にした祠ほこらが見える。異界の〈気〉は、その祠の格こう子し状の扉とびらから立ちのぼっていた。

「あの祠ですが──」

　門をくぐり、古い石畳の小道を走るうちに、青蓮は扉の周囲に黒い靄もやがかかっていることに気づいた。

「扉に結界が張ってあるようです」

　羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てさせまいとする誰だれかが、術師を雇やとって扉を封じたのだろうか。

　黄豹が取っ手に手をかけたが、押しても引いても扉は開かない。

　黒麒が、黒鉄を仕込んだ沓で蹴け飛とばしてもびくともしなかった。

「最後の最後まで面めん倒どうだね」

　朱虎がぼやきながら、門の方へ向き直り、多節鞭を構えた。藪が鳴っていた。草むらの間に、人影が見えかくれしている。

「結界を解けるか？」

　黄豹の問いに、青蓮は「多分──」と答え、靄に手を触ふれた。

（ああ……そうか……）

　靄は、あの地下宮城の廟と同じく、羅ら睺ご星せいの残ざん滓しで紡つむがれていた。灰道士の仕し業わざだ。彼は羅刹天像がここへ捨てられることを予想して、前もって結界を張っておいたのだ。

（本当に、最後まで……）

　彼は、常に一つの策が破れた場合のことを考えて、次の手を打っていた。その慎しん重ちようさと巧こう妙みようさ、先を見通す力は、黄豹に匹敵するかもしれない。

（もしも、則天武后が不老不死の夢なんか見なければ……）

　灰道士は高力士とともに皇帝を補ほ佐さし、皇太子と楊宰相と安禄山との三すくみなどという事態に陥おちいらせずに、国の安あん泰たいを保っていたかもしれない。

（すべては、もしも、の話でしかないけれど）

　青蓮は、扉の前に結けつ跏か趺ふ坐ざすると、両手の人差し指と親指を合わせ、日曜星すなわち太陽の印いん契げいを結んだ。

　しばらく前の青蓮だったら、この結界を解くことができず、羅刹天像を持ったまま、この泰たい山ざんの山中を逃げ惑まどうことになっていただろう。

　けれど今は違う。

「あまねく諸仏と天上の諸星に願い奉たてまつる。虚こ空くうよ、消しよう滅めつしたまえ。光よ、照曜したまえ」

　青蓮は、腹の底に熱い塊かたまりが生まれた時の感覚を呼び覚まし、その熱い塊が光の粒つぶに変わる様を想像した。さらに青しよう蓮れん華げの蕾つぼみを思い浮かべ、蕾に光の粒を集あつめていく。

「ノウモ、サンマンダ、ボダナン、アハラチ、コトシャー、サタナン、タニャタ──」

　消しよう災さい呪じゆを唱えながら、日曜星、月曜星、火曜星、水曜星と、順に印契を結び、さらに光の粒を蕾に流し込む。

「──ハラジンバラ、シチッタ、シッチリ、サフタ、センチーギャー、シリエー、ソワカ！」

　真言の成じよう就じゆと同時に羅睺星の印契を結ぶと、心の中の青蓮華の花から光が放射される様を思い浮かべた。水をすくうように合わせた左右の手の平から大量の光が、天に向かって迸ほとばしる。

　パシッと大気がひび割れるような音がして、靄が消えた。

　振り返らなくても、追って来た刺し客かくらを黒麒たち三人が撃げき退たいしたことはわかっていた。

「結界を解きました」

　青蓮は扉を押し開いた。

　黒麒も黄豹、朱虎もそれぞれの武器を収めて、扉の前に集まって来る。

　祠の背面は、泰山の岩壁と接せつ触しよくしていたらしい。祠の奥行きは二に丈じよう程度で、床ゆかが途と切ぎれた先は大きく岩壁がえぐられ、巨きよ大だいな穴が口を開けていた。

「その穴が、泰たい山ざん地獄の入り口？」

　朱虎が誰にともなく尋たずねた。

　青蓮は、穴の縁ふちに歩み寄り、中をのぞいてみた。けれど真っ暗で底は見えない。光すらも吸い込んでしまっているような、まったくの闇やみである。また、何の音もしなかった。穴の底から発せられている〈気〉がこの世のものではないことは、岱たい廟びようから見上げた時にわかっていた。

「落ちたら二度と這はい上がって来られそうもないな」

　黒麒が気味悪そうにつぶやいた。

「捨ててくれ。そして二度と拾われないように、厳重な結界を──」

　黄豹が言った。

　青蓮はうなずき、懐から、羅ら刹せつ天てん像ぞうを取り出した。

「三世中、最も殊しゆ勝しようなる世尊、仏ぶつ陀だ世尊に礼し奉る」

　一いつ切さいの悪あく業ごう障しようを消滅させる仏頂呪を唱えながら、仏像をくるんでいた布を解く。

　地じ獄ごくの深しん淵えんの前でも、黄金の光は失われず、羅刹天像は輝かがやきを放っていた。

「ナウボ、バギャバティ、タレイロキャ、ハラチビシシュダヤ、ボウダヤ、バギャバティ」

　一度、両手で羅刹天像を押し頂き、穴の上に掲かかげる。

「ババシャソハランダギャチギャガナウ、ソハバンバ、ビシュディ」

　青蓮は羅刹天像から手を放した。

　わずかに目を伏ふせ、微かすかな笑えみを浮かべて、羅ら刹せつ天てん像ぞうは深淵に吸い込まれていく。

　その様子を、黒麒も黄豹も朱虎も茶々も、無言で見守っていた。

「アビシンシャトマン、ソギャタバラバシャナウ、アミリタ、ビセイケイマカマンダラ──」

　黄金の輝きが次し第だいに小さくなっていった。どれほどの時間が経たとうと、羅刹天像が底に届いた音は聞こえない。ただ、真言を唱える青蓮の声だけが、えぐられた岩がん盤ばんにこだまする。

「アユサンダラニ、シュダヤシュダヤ、ギャギャナウビシュデイ、ウシュニシャビジャ──」

　真言を唱えながら、青蓮は、十年前のあの夜の光景を思い起こしていた。

　青白い鬼おに火びの中でのたうつ黒い人ひと影かげ。幸せになれと言って、青蓮の記き憶おくを消し、亡なくなった母。呆ぼう然ぜんとこちらを見ていた少年時代の黒麒。

　それらの光景に加えて、泣いていた白はく琳りんや、花永の優やさしい笑顔が浮うかんでは消えた。

　修ず法ほうの途と中ちゆうで亡くなった、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの林りん尚しようや、白琳の母、北ほく庄しようの老人。また、銀ぎん棘きよくの里人たちの顔も次々に思い出された。

　自分には生きる価値がないと思っていた。一方で、生きて償つぐなわなければならないと思っていた。今でもそれは変わらず、何をしても亡くなった人々が生き返るわけではなく、許されるとは思わない。けれど──。

（こんな僕でも、少しは役に立てたのだろうか）

　そんな思いが、脳のう裏りをかすめた。

「──キリダヤ、ジシュタナウ、ジシュチタ、マカボダレイ、ソワカ」

　真言を唱え終わり、青蓮は掲げていた手を下ろした。

　黒麒はまだ、羅刹天像が消えた深淵を見つめていた。彼もまた、滅ほろんだ故郷や亡くなった両親を思っていたのかもしれない。

「終わったな。今度こそ、本当に」

　黄豹がいつも通り、淡たん々たんとつぶやいた。







「岱たい廟びようのほうきの翁おきな、北東の訛なまりがあったよね。安禄山将軍の差し金かなあ。羅刹天像を捨てたって知ったら怒おこるだろうなぁ。まあ、表向きは何も知らないふりをしてるだろうけどさ」

　祠を出ると、朱虎がやれやれといった調子で肩かたをすくめた。

　刺客の止とどめを刺さしていないので、この四人と一いつ匹ぴきが羅刹天像を捨てたことは、いずれそれぞれの雇い主にばれてしまう。

「長ちよう安あんへ戻っても、楊宰さい相しようと皇太子に睨にらまれ、針の筵むしろだ。陛下が退位なさったら、降格及および左さ遷せんは間ま違ちがいない」

　祠の門の付近で倒たおれ伏ふしている刺客たちを一いち瞥べつし、黄豹が言った。服装は庶しよ民みんのものだが、手にした武器は、長安勤めの禁軍兵が持っている物と同じだ。皇太子か楊宰相に雇われたのだろう。

「いっそのこと、玉ぎよく華か寺じへ行って、僕と一いつ緒しよに仏門に入るというのはどうでしょう」

　青蓮は、祠の扉を閉めて新たに結界を張ると、そう提案したのだが、

「嫌いやだ。酒と肉と女とは無む縁えんな生活なんて、俺には無理」

　あっさり黒麒に却きやつ下かされた。

「青蓮、得度したら西せい天てん取しゆ経きようの旅に出るってどう？　玄奘三蔵法師の旅程をたどるの。駅えき亭ていにただで泊とまれる鉄券はもらってあるんだし。高将軍に交こう渉しようすれば、路銀を出してくれるかも。で、オレらがその警護につくわけ。そうしたら、茶々姫ひめとずっと一緒にいられるもの」

　朱虎が言った。

　茶々が「キ？」と、小首を傾かしげる。

「いい案かもしれない。羅ら刹せつ天てん像ぞうや羅刹の血は、いつどこで誰だれがどのようにして作ったのか、知りたいと思っていたのだ」

　黄豹は探求心が旺おう盛せいだ。

「酒と肉と女はだめとは言わなきゃ構わねえぜ。どうせ、この仕事が終わったら、どこかの隊商の用心棒でもやろうかと思っていたところだし。天てん竺じくで嫁よめを見つけるってのもありだな」

　黒麒もまんざらではなさそうだった。

（玄奘三蔵法師がたどった道──）

　青蓮の胸に熱い塊が生まれる。怒いかりとは別の熱さだ。明るくて軽くて心ここ地ちよい。

（砂さ漠ばくを越こえて、途中、銀ぎん棘きよくの里があった場所にも寄って、雪をかぶった山脈を越えて、遥はるかな天竺へ──）

　この三人と一緒なら、それも不可能ではない気がした。

「天竺の前に、安禄山将軍の陣じん営えいへ行って、情勢を探さぐりながら帰りの食料を調達し、長安へ戻もどって報告し、職を辞す手続きを取らなければならないが」

「食料の交渉は黄豹がしてよ。オレ、どんな顔して安禄山将軍に会えばいいのかわからない」

「その前に、とにかく飯。腹が減った」

（天竺までの道のりは遠いかも……）

　青蓮は遥かな西の空を眺ながめて苦く笑しようした。初夏の空は抜ぬけるように青く清すが々すがしかった。







　安禄山将軍の陣営を訪おとずれるつもりが、霊れい巌がん寺じへ泊まることになったのは、黄こう河がの増水のために渡わたし場が封ふう鎖さされ、その上、舟ふねを待つ客で駅亭も飯店も満室だったからだ。

「寺へ泊まると肉が食えねえ」

　黒麒はブツブツ言っていたが、

「野宿しても肉は食べられん。手持ちの食料はみなお前が食べ尽つくしたからな」

　と、黄豹に言われて黙だまった。市場へ買い出しにも行ったのだが、舟待ちの客が品を買いに走ったので、肉はおろか米も麦も野菜類も手に入らなかったのである。

「寺のお慈じ悲ひにすがるのです。くれぐれも僧そう侶りよを脅おどさないでくださいね」

　青蓮は黒麒に釘くぎを刺し、霊れい巌がん寺じの門を叩たたいた。

　泰たい山ざんの北、霊巌山のふもとに建つ霊巌寺は、四百年近い歴史を持つ名めい刹さつで、若き日の玄奘三蔵法師もここで学んだことがあると聞いていた。玉ぎよく華か寺じの者だと言えば、一夜の宿を貸してくれるだろうし、食料も恵めぐんでくれるだろう。

「それは難なん儀ぎなことでございましたな。大したおもてなしはできませぬが、舟が出るまでゆっくり御ご逗とう留りゆうください」

　霊巌寺の住じゆう僧そうは、黒麒を見て一いつ瞬しゆん怯おびえた表情を見せたが、それでも僧そう坊ぼうの一室を青蓮たちのために空けてくれた。

　案内の老ろう僧そうについて長い渡り廊ろう下かを歩いていると、大きな松が目に入った。枝を広く張り、針のような葉は瑞みず々みずしい深緑で、幹は太く、褐かつ色しよくの樹皮はゴツゴツと甲こう羅ら状に割れている。かなりの老木だ。

「立派な松だねえ」

　朱虎がつぶやくと、青蓮の肩の上で、茶々が松を指さして「キーキー」と何か話を始めた。

「あの松が、かの玄奘三蔵法師の摩ま頂ちよう松しようでございますよ」

　彼らの声に気づいて、老僧が立ち止まり、松を振ふり向く。

「摩頂松？」

　青蓮が聞き返すと、

「その昔、玄奘三蔵法師がこの寺で勉学に励はげんでいらっしゃった時、あの松の枝を撫なでながら、私が西へ向かっている間は枝を西へ伸のばせ、帰国の際は枝を東へ伸ばせと仰おつしやったそうです。当時、玄奘様はまだ二は十た歳ちを少し過ぎたばかりであられたそうですが、すでに西天取経の決意を固めておいでだったのでございましょう。その後、あの松は十数年の間、西へ枝を伸ばしておりましたが、ある年から突とつ然ぜん、東へ伸びるようになり、弟で子しであった僧がお迎むかえに参ると、果たして玄奘様がお帰りになるところだったと、そのように言い伝えられておりまする」

　その老僧は言った。

「そんなことが……」

　青蓮は感心して松を眺める。

「それほどに優すぐれた法力をお持ちだったのでございましょうな。その弟子によると、十数年の時を経ても、玄奘様の容姿はまったく変わらず、お若いままであったとか──」

「ええっ!?」

　青蓮は声を上げ、黒麒や黄豹、朱虎と顔を見合わせる。

「そうそう、ちょうどあなた様の肩にも乗っていますが、白い小こ猿ざるをお連れだったとも──」

「「「「白い小猿!?」」」」

　一同の目が茶々に集中する。

「玉ぎよく華か寺じで、玄奘様の飼い猿を殖ふやされたのですかな？」

　青蓮たちがなぜ驚おどろいているのか事情を知らない老僧に尋たずねられ、

「ええと、いや、その……」

　青蓮は、返事にとても困った。







「あの三蔵法師が、玄奘三蔵法師である可能性は限りなく高い」

　僧坊の一室で、山菜の揚あげ物を口に運びながら黄豹は言った。

　その晩、青蓮は住僧に頼たのんで、食材を分けてもらい、厨ちゆう房ぼうを借りて夕食を作った。なお、食べる量が半はん端ぱではないので、食材費はお布ふ施せという形で受け取ってもらった。

　寺のことなので、常備してある食材も麦や豆や山菜程度だったが、それらを工く夫ふうして、卓たく子しの上には、茸きのこのあつものや、湯葉を肉に見立てて、揚げてから味つけした物、豆とう腐ふの甘あま辛から炒いため、生なま麩ふの胡ご麻ま風味などが並んだ。肉なしでも、黒麒の眉み間けんの皺しわがさほど深くならなかったのは幸いである。

　夕食を摂とりながら、四人と一匹は、三蔵は玄奘か否いなかの話題で盛り上がる。

「天てん竺じくで、不老不死の霊れい薬やくを発見した玄奘三蔵法師は、自らの体で試ためしたのだ。太宗皇こう帝ていとの約束以前に、彼は唯ゆい識しき論ろんを証明したかったのだろう。個人にとって、あらゆる存在や現象が〈識しき〉によるものなら、不老不死もあり得ると」

　黄豹は力説した。

「皇帝に献けん上じようするのに、偽にせ物ものってわけにはいかないだろうし。この生麩、旨うまいな」

　黒麒の興味は食事と半々ぐらいだった。

「茶々姫は、やっぱり天竺の神のお使いなんだよ。でなけりゃ、茶々姫がこんなにお利口でかわいいわけがない。で、玄奘三蔵法師が楊貴妃様と一緒に茶々姫も連れ帰ったんだ」

　朱虎の理論は、茶々を中心に展開していた。

「キーキー、ウッキッキー」

　茶々の言いたいことはよくわからない。

「玉華寺は玄奘三蔵法師が入にゆう寂じやくした寺だ。死んだと思わせて、そのまま引きこもっていたに違ちがいない。玉華寺の上じよう座ざが下にも置かない扱あつかいをしているにもかかわらず、身辺の世話を青蓮一人にやらせて、滅めつ多たに人前に出ないのも、玄奘だとばれたら困るからだ」

　黄豹は、持ち前の鋭するどい洞どう察さつ力で推理する。

「いや、でも、まさか、そんな……」

　身近であるからこそ、あの三蔵が玄奘だとは、青蓮には信じられない。もしも玄奘本人ならば、打ち明けてくれるはずだ、という思いもある。

　そこへ、『青蓮』と、三蔵の声が耳の奥に届いた。

「三蔵様の〈識しき〉が……」

　見回せば、燭しよく台だいの明かりを背に、淡あわい光が凝こっている。青蓮は、湯飲みを卓子に置いて、そちらへ向き直った。

　淡い光は次し第だいに人の形をとっていく。まだ宵よいの口だが、この霊れい巌がん寺じの〈気〉が、極きわめて安定しているために〈識〉を送って来られたのだろう。

『捜さがしたぞ。黄こう河がの渡し場が封鎖されているようだったから、もしやとは思ったが、やはり霊巌寺だったか』

　三蔵は例によって寝ね間ま着きのままだった。帯は弛ゆるみ、襟えりが大きく開いて胸が半分見えている。髪かみは五分ぶほど伸び、顎あごにもうっすらと無ぶ精しよう髭ひげが生えていた。おそらくあぐらをかいているだろう下半身は、開きっぱなしの巻物や脱ぬぎ散らかした法ほう衣えに埋うもれていた。法衣の上には、何かがこびりついた椀わんや箸はしが転がっている。

　散らかりすぎていて、もはやそこが玉華寺の庵いおりなのか、長安の皇こう宮ぐうのどこかなのかも判別できない。

　今回、青蓮が悲しかったのは、何日着たままなのかわからない寝間着の襟に、おそらく茶をこぼしたと思われる染しみと、乾かわいた飯めし粒つぶがついていたことだ。

　他ほかの三人と一いつ匹ぴきは、凍こおりついたように、口の前まで持っていった箸を止め、瞠どう目もくして三蔵の幻まぼろしを凝ぎよう視ししていた。

『……それは湯葉のあんかけか？……いいなあ』

　三蔵は、うらめしそうに卓子の上の料理を見た。

「いったい何があったのです？」

　青蓮としては、寝間着の茶の染みや、飯粒について問い質ただしたつもりだったが、

『そうだった。実は、安禄山将軍が宰さい相しようの座を希望し、陛下に使いを寄こしたのだ。しかし、一方で、内密に武器を買いあさっているという情報もある。彼の真意がどこにあるのか、彼に武器を売っているのは誰だれなのか、また、羅ら刹せつ天てん像ぞうが捨てられたことで、今後、彼がどのような戦略を立ててくるのか探さぐってもらいたいと、高将軍からの伝言だ』

　三蔵は早口で新たな任務を命じた。

「わかりました。ですが、三蔵様──」

『それらの結果は、〈識〉を飛ばして私に報しらせてくれればいい。その後は、北へ向かい、回かい鶻こつ可か汗がん国との国境の情勢を探ってくれ。先年、回鶻可汗国に滅ほろぼされた突とつ厥けつ国の残党が、安禄山将軍に接せつ触しよくしているという噂うわさがあるのだ。いいか、向こうは、君たちが羅刹天像を捨てた張本人だとすでに知っている。十分気をつけるんだぞ』

「もちろんです。それで、三蔵様──」

『土産みやげは、干し棗なつめの蜂はち蜜みつ漬づけを希望。ではよろしく頼む。以上』

　そこで、ブチッと〈識〉が途と絶だえた。

「以上……って、三蔵様、ちょっと、三蔵様！」

　せめて、寝間着を着き替がえて洗せん濯たくしてくださいと言いたかった。

「色々な意味で絶句」

　朱虎がつぶやいた。

「玄奘三蔵法師と、あの三蔵法師が同一人物であるという説は撤てつ回かいする。長ちよう安あんから遠いこの霊れい巌がん寺じでも語り伝えられている玄奘三蔵法師が、寝間着に染みと飯粒をつけているわけがない」

　黄豹は淡たん々たんとしていた。

「天てん竺じくへの旅は、当分お預けだな」

　黒麒はあつものをずずっとすすった。

「それ以前に……、僕はいつになったら得度できるのでしょう……？」

　青蓮は床ゆかに両手をつき、がっくりとうなだれた。







　翌朝は快晴だった。

　久しぶりに朝の勤ごん行ぎようをまともに済ませると、茶々を肩かたに乗せ、青蓮は庭へ下りて、摩ま頂ちよう松しようへ歩み寄った。

　瑞みず々みずしい葉を茂しげらせている枝を見上げる。濡ぬれたような針葉の間に、澄すみ切った青い空が見えた。

　青蓮はそのうちの一枝に手を伸のばし、

「僕が西へ行ったら、西に、僕が帰る時には東に枝を伸ばすように」

　そう念じながら、葉を撫なでる。

　枝に呪じゆをかけているのではない。松に誓ちかっているのだ。

（玄奘三蔵法師も、弟で子しに自分の帰りを報せるために、松に呪をかけたんじゃなくて、誓いを立てたんだと思う）

　天竺で学ぶべきことを学び、生きて必ず帰って来ると──。

　羅刹天像を長安に持ち帰ったのは、純じゆん粋すいにこの世の理ことわりを知りたいという情熱のためだろう。

（僕も知りたい）

　青蓮は、銀ぎん棘きよくの里と玉ぎよく華か寺じの暮らししか知らない。銀棘では母に教え導かれ、玉華寺では、三蔵と墨ぼく立りゆうに慈いつくしまれた。それはとてもありがたいと思っている。けれど、大事にされすぎて、見えないものがたくさんある。

　例えば、灰道士の心だ。憎ぞう悪おや権力欲よくというものが青蓮には理解できない。彼は結局、望みが果たせないと知ると、死を選んだ。彼を止めるつもりが、ただ追い詰つめたに過ぎない。

　白琳もそうだ。彼女は母を助けたくて灰道士に身を委ゆだねた。母親を失った彼女に、何をしてやればよかったのか、未いまだにわからない。

〈識〉を、心の働きを読み解きたい。文字で知るだけでなく、色々な人に出会い、色々な場所に行って、実際に見聞きすることで学びたい。

　償つぐなうとはどういうことなのか、救いとは何なのか、自分に何ができるのか──。

「青蓮、行くぞ」

　黒麒に声をかけられ、振ふり返ると、旅支じ度たくを調ととのえた三人が、渡わたり廊ろう下かに立っていた。

　おもむろに、黄豹がおみくじの竹たけ筒づつを剣けん帯たいから外し、シャカシャカと振る。

「念ずれば願いは叶かなう。青色が運を招く。ふむ、今日はいい日になりそうだ。青せい州しゆうで黄こう河がを渡り、安禄山将軍のところへ向かう」

　彼は淡々と細い棒の文字を読み上げ、

「青州？　青色って青蓮のことじゃないの？　まあいいけど。オレは茶々姫ひめが一いつ緒しよなら、毎日がいい日」

　朱虎は、緑の目を細めて「茶々姫。今日はオレの肩へどうぞ～」と、手を差し伸べる。

（現実には、安禄山将軍の陣じん営えいへ寄って、その後は北へ向かって、隣りん国ごくの様子を探らなくちゃならないんだけど──）

　いつか得度して、天てん竺じくを目指す。黒麒と、黄豹と、朱虎と、そして茶々と──。
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　青蓮は、三人に向かって一歩を踏ふみ出し、途と端たんに、砂に足を取られてばったりうつむけに倒たおれる。

「いたた……」

　ぶつけた鼻を押さえて、起き上がろうとすると、ずいっと黒くろ鉄がねの籠こ手てをはめた手が差し出された。

「ったく、どんくせ──」

　言いかけて、黒麒は茶々に視線を走らせ、口をつぐむ。

「あ、ありがとうございます」

　青蓮は、彼の手を取った。右の前ぜん腕わんに彫ほられた青しよう蓮れん華げの花びらが、朝日に輝かがやいて見えた。

　この朝、青蓮は生まれて初めて、過去ではなく未来を見み据すえて生きて行こうと思った。







　翌年、高力士が危き惧ぐしていた通り、安禄山は反乱を起こし、唐とうは滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんする。長ちよう安あん陥かん落らくの混乱の中で、楊宰相は、安禄山が逆心を抱いだくきっかけをつくった罪で、自軍の兵に殺される。また、楊宰相が台頭した原因は楊貴妃にあるとされて、彼女は高力士の手で処しよ刑けいされる。

　一方、安禄山は反乱の半ばで、魔ま物ものに取り憑つかれて正気を失い、おのれの息むす子こに斬きられて命を落とすことになるのだが、その魔物を一人の僧そうが調ちよう伏ぶくしたという。

　安禄山の死により朝ちよう廷ていが長安を奪だつ回かいすると、当時上皇となっていた李り隆りゆう基きは、楊貴妃を埋まい葬そうした場所を掘ほり返させたが、彼女の遺体は見つからなかった。

　反乱は安禄山の部下に引き継つがれ、完全に鎮ちん圧あつされるまでに八年の時を要した。







　それからさらに数年の後、疫えき病びようが蔓まん延えんしていた辺境の里に、白い小こ猿ざるを肩に乗せた僧が現れた。彼は、牡ぼ丹たんの花のように艶あでやかな美女と、三人の屈くつ強きような従者を伴ともなっていた。

　僧は、右みぎ腕うでの青い睡すい蓮れんの入れ墨ずみから不思議な光を発し、病に苦しむ里人を次々と治していった。老人やもともと病弱な里人の中には、治ち療りようの甲か斐いなく、途と中ちゆうで息を引き取る者もいたが、僧が浄じよう土どについて説いたため、安らかな最さい期ごを迎えることができたという。

　疫病が治まり、僧とその一行が出立する日、

「お坊ぼう様は、この後、どちらへ行かれるのですか？」

　その里の者が、僧に尋たずねると、

「天てん竺じくへ」

　彼は涼すずやかな目で、そう答えたとのことである。







　あとがき




　こんにちは。蒸し蒸しと鬱うつ陶とうしい季節になりましたが、いかがお過ごしでしょうか。

　こうして『西の末デイセン裔ダント　駆かけよ、光の果てに集つどう者』のあとがきが書けるなんて、奇き跡せきのようです。一巻目の『目覚めよ、宿命を継つぐ者』を書き終わった時には、本当に本が出るのか半信半疑でしたし、二巻目の『応こたえよ、追つい憶おくに眠ねむる者』では、本当に続きを書いていいのか、やはり不安でした。まずは編集部の皆みな様さまに、三巻目まで書かせていただけたことをお礼申し上げます。また、今回も素敵なタイトルをありがとうございます。西の末裔なのに東へ行く話でご免めんなさい。最後は西へ駆けて行ったということで、御ご了りよう承しようください。

　さて、この三巻目では、一巻から引っ張ってきた様々な謎なぞや秘密が明らかになります。引っ張るほどの謎ではないので、「なーんだ」と思われたかも（汗）。茶ちや々ちやが白いのに茶々なわけは、この後の「茶々の楽屋裏事件ファイル」を御ご覧らんください（事件ファイルといいながら、毎回、全然事件じゃないけれど）。

　今回、原げん稿こうを書いていて意外に楽しかったのが、朱しゆ虎こ視点での黄こう豹ひようとのやりとりでした。ただのお調子者じゃなかったのね、あなた、という感じ。でも、二人が勝手に動き始めてしまって制せい御ぎよ不能になり、最初の構想とはだいぶ違ちがう話になってしまいました。担当様、ご免なさい。ちなみに、担当様に一番ウケたのは水遊びシーンで、絶対この場面をイラストにすると仰おつしやっていました（笑）。このあとがきを書いている時点では、どんなイラストを描かいていただいたのかわからないのですが、とても楽しみです。

　霜しも月つきかいり先生には、お忙いそがしい中、毎回、美び麗れいかつ恰かつ好こういいイラストをありがとうございました。キャラに命を吹ふき込み、物語を動かしていただいたこと、本当に感謝しております。前述の朱虎と黄豹のやりとりは、イラストを見ているうちに、どうしても書きたくなったシーンです。茶々も可愛い～。村田は動物がわりと好きなどと言いつつ、実は、お猿さるさんが苦手なのですが、霜月先生が描いてくださるようなお猿さんなら飼いたいです。

『西の末裔』はこれで完結します。デビューして九年、シリーズとしては今までで一番短いですが、私にとっては一番濃こい物語です。反省すべき点はたくさんありますが、村田なりに力を尽つくしたつもりです。少しでも楽しんでいただけましたら、これに勝る喜びはありません。

　では、担当様をはじめ、関係の皆様、また、温かいお言葉をくださった方々、そして、拙せつ作さくを読んでくださったすべての皆様に、心からお礼申し上げます。

　昨年の夏、こちらは異常な暑さに見み舞まわれましたが、今年はどうでしょうか。熱ねつ中ちゆう症しよう等にお気をつけになり、どうか御ご健けん康こうで過ごされますように。御愛読、ありがとうございました。





村田　栞　　
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「くそっ！　後で食べようと思って、しまっておいた俺の肉ちまきがねえっ！」

　荷物をかき回しながら黒こく麒きが喚わめいたのは、青せい州しゆうの渡わたし場でのこと。

「黒麒、肉ちまきって、昨日の夜食のでしょう？　取っておいたのですか」

　青せい蓮れんは目を瞬またたいている。

「オレ、知らないよ。肉ちまき、あんまり好きじゃないもの」

　朱しゆ虎こは首を振ふり、

「もうすぐ舟ふねが出る。肉ちまきを捜さがすのは後にしろ」

　黄こう豹ひようは、淡たん々たんとそう言って冷やかな目を黒麒に向けた。

　あたし、今いま頃ごろ気づいたんだけど、ここの題名って「茶ちや々ちやの楽屋裏事件ファイル」だったのね。ってことは、何か事件が起こって、それをあたしが解決しなくちゃいけなかったんじゃない？

　唐とうの天宝年間が舞ぶ台たいの物語なのに、「ファイル」とかいう天てん竺じくよりもさらに西の言葉が使われている時点で、無理が生じている感じはするけどね。

　ま、いいわ。とにかく今回は三頁ページもらったし、黒麒の肉ちまきがなくなったのは事件だわ。その犯人を突つき止め、見事解決してみせましょう！　まずは朱虎を探さぐってみましょうか。最初に「知らない」って言う人ほど怪あやしいのよ。

　朱虎のそばへ行ったら、「愛しの茶々姫ひめ～。姫はどうしてそんなに白くてふわふわでかわいいの？」って、いきなり抱だっこ。

「そう言えば、白いのにどうして茶々なんだろうね？　名づけたのは玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法ほう師し？」

『そうよ。あたしは羅ら刹せつ天てん像ぞうが安置された神しん殿でんに住んでいて、三蔵に出会った時は、まだ普ふ通つうの猿さるで、茶色かったの。ところが、三蔵に不老不死の修ず法ほうを施ほどこされたら、みるみるうちに白しら髪がになっちゃって……。三蔵いわく、毛根だけ老化したんじゃないかって。いつか禿はげるんじゃないかって心配なんだけど』

　って、言ってもわからないだろうけど。

「ああ～、茶々姫～、ふわふわでいい気持ち～、大好きだよ～」

　頰ほおずりされた。あら、ちまきの葦あしと肉の匂においが……。ちまきを包んでた葦の匂いがするってことは、持ち去ったのは、きっと朱虎……。でも、他の具材の匂いはしないわね。一応、黄豹の匂いも嗅かいでみようかしら。今まで、彼に抱だきついたことなんてないんだけど。

「私に抱かれたがるとは珍めずらしい。どういう風の吹ふき回しだ？　もしや、黒麒の肉ちまきを捜しているのか。残念ながら犯人は私ではない。この季節、腐くさりやすい物を取っておいて後で食べるなどという真ま似ねは、私はしない」

　さすが黄豹。何でもお見通しね。それに几き帳ちよう面めん。でも、筍たけのこと椎しい茸たけの匂いがするんだけど……。

「君は人間の言葉がわかるようだが、長く生きているうちに習得したのか？」

『そうねえ。学習の積み重ねってやつかしら』

　黄豹も怪しいわ。念のため青蓮も調べて……あっ！　よく見たら、青蓮のほっぺに餅もち米ごめが！

「茶々、どうしたの？　僕の顔に何かついてる？」

　って、青蓮、ほっぺをなでて、餅米に気づいたわ。ちょっと困ったような顔をして、黒麒をちらっと見て、急いで米こめ粒つぶを、た、食べちゃった!!　それを見て、朱虎がニヤッとして、黄豹が黙だまってうなずいて……。

　つまり、黒麒のちまき、朱虎が盗ぬすんで肉を食べて、黄豹が筍と椎茸を食べて、餅米のところは、青蓮が食べたってこと!?

　そ、そんな……。盗んだのは朱虎で、彼にそそのかされたにしたって、あの青蓮が人の物を食べるなんて絶対にしないはず。あの子が三蔵に引き取られてから、ずっとあたしが面めん倒どうをみてきたけど、そんな子に育てた覚えはないわ。

「何で、ねえんだ！　俺の大事な肉ちまき！」

　黒麒は、まだ荷物をかき回しているわ。食べたかった物がないって、すごく心残りよね。その気持ち、すごーくよくわかる。どうしよう。このままじゃ、黒麒は必死で捜し続けるに違ちがいないわ。事件は解決できたけど、彼に教えてあげるべき？　でも、仲良し四人組の新たな旅立ちの日に、ここで亀き裂れつを入れるわけには……。ああ、あたしはどうしたらいいの!?
















カバー・口絵・本文イラスト／霜月かいり

デザイン／伸童舎
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